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序文

昭和54年度の当研究所の大きな課題は平城宮跡発掘調査が20周年をまた藤原宮

跡発掘調査が10周年を迎え，それぞれ記念事業を行なったことと長年の懸案であ

った庁舎統合移転の最後の二条町新庁舎の改築であった。昭和５２．３年度に旧奈

良県立医大付属病院奈良分院跡地8,860㎡と建物6,540㎡を購入し，昭和53年度

に旧病院の付属看護養成所建物を当研究所埋蔵文化財センター研修ならびに宿泊

棟に改築し，５４年はいよいよ本庁舎の改築を実施した。土地建物購入費８億３千

８百万円，建物改築等６億４千万円，計14億８千万円を要し昭和54年度末に庁舎

周辺整備を除いて無事完了した。庁舎統合移転の話は，平城さらに飛鳥藤原両調

査部の設置，飛鳥資料館，埋蔵文化財センターなど多岐にわたる事業組織の拡充

に伴う各庁舎の分散が，連絡総括にも何かと不便を感じていたばかりでなく，昭

和44年の奈良国立博物館新館建設に際し当研究所春日野庁舎の徹去が一条件とな

ったことが大きな要因となった。その後10年の経緯を経てようやく統合移転が実

現することになった。この間文化庁，奈良県をはじめ関係者省庁さらに各位の少

なからざる御高配をいただいたことを心から御礼巾上げる。

昭和54年度は平城宮跡発掘調査部43ケ所， 飛鳥藤原宮跡発掘調査部33ケ所の発

掘を実施し，平城宮跡，藤原宮跡の整備を進めると共に，飛鳥盗料館に入館者が

17万人と前年度に比べ10％順調に増加している。埋蔵文化財センターでは研修９

コース，全国都道府県市町村からの受購者167人,さらに埋蔵センター職員の外部

指導208ケ所491日を数えるなど，多方面の事業を実施することができた。さらに

この間研究所学報２ 冊，研究所資料５冊，発掘並に木簡概報４冊，飛鳥資料館力

タログ２冊，埋蔵文化財センターニュース４冊等を出版した。本年報でこれら業

務の一端を御理解いただくとともに益々の御州健を御願申上げるものである。

昭和55年９月３０日
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奈良国立文化財研究所長

坪井清足



平城宮跡発掘調査2 0 年の進展
平城宮跡発掘調査部

平城宮跡発掘調査が昭和34年７月に継続的に開始されてから20年を経過した。当初は，北方
官筒地区と推定第二次内裏地区で集中的に進められ，広範囲にわたる密度の高い遺構の保存状
況が実証された。やがて宮城西南隅の電車車庫建設計画等を契期として全域保存の方針が立て
られ，３８年度に平城宮跡発掘調査部が設置されるとともに《国費による土地買上げが始められ
た。この時期の調査は，朱雀門をはじめ宮城の四至の状況確認に重点がおかれた。３９年頃か
ら，国道2 4 号線バイパス計画が平城京東一坊大路を復原する形で計画され，その計画路線敷数
ケ所を調査したところ，東而の門跡が確認されず，かえって官街建物が東一坊大路推定地に進
出していた。東面南門推定地の調査では，平城宮が東へ張出すことが確実となり，バイパスは

宮城の南で東へ迂回するように変更された。四至の確認，東張出し部の調査とともに，第二次

内裏及び内裏東方官衝地区の調査が続けられた。

４３年度の第4 7 次調査から4 5 年度の第6 3 次調査にかけて，西而巾門と同北門までの大垣に沿う

調査部の研究室と収蔵庫及び資料館建設予定地に重点をおき，６次にわたる調査を行ってい

る。この地区では細長い南北棟の建物が多く，「主馬」の墨普土器を発見したことから馬寮と

推定され，収蔵庫等は遺構の保存のために土盛りをして建設された。この時期には第二次朝堂

院の東朝集殿を調査している。初期1 0 年程の調査は平城宮に関する貴重な学術的成果をあげた

ばかりでなく，全国の遺跡調査の進展に大きく貢献した。

近年の発掘調査は，推定第二次内裏地区東半部の未発掘部分，推定第一次朝堂院内裏地域及

び東院東南隅に重点をおいてきたが，それとともに平城京関係の遺跡や奈良山の瓦窯・古墳，

或は寺院の遺跡など，平城宮と密接に関連する調査にも出来る限り対応してきた。

朱雀門北方の推定第一次朝堂院内裏地域では，４０年度の第2 7 次調査，４２年度の第4 1 次調蚕に

よって東面築地廻廊などの状況が明らかにされていたが，４５年度の第6 9 次調査以降，５４年度の

第1 1 7 次調査にわたる６次の調査によって，第二次内裏と並ぶ一郭の東半部の調査を終了し

た。第二次内裏地区と大きく異なるその構成と変遷状況が明らかとなり，最近の軍要な成果の
２

－つとなっている。その南方の第一次朝堂院地区についても5 1 年度I こ第9 7 次調査として調査を

はじめ，その後３次の調査によって，南北に長い東第一堂と第二堂及び朝蝋院南門を確認し

た。まだ未調査の部分があるが，第二次朝堂院のように十二堂が並ぶものではなく，南北棟の

長い建物が２棟ずつ東西に並ぶ可能性が大きく，推定第一次内袈地区とともに，その性格や第

二次朝堂院内裏地域との関連などについて詳しく検討を進めている。

第二次内裏地区には初期の段階から調査の雨点をおいてきたが，４５年度の第7 0 次調査から４９

年度の第7 8 次調査にわたり，内裏内郭東半部と束外郭官簡地区の未発掘部の調査を完了した。

この地区は終始内裏的様相を持ち続け，５期に大別される変遷がある。５３年度の第1 1 3 次調査

２



では第二次火種殿を調査し，醗灰岩, j W上稜雅域に雌つ礎万雌物の規模を明らかにするととも
に，下層に人規棋な掘立柱建物を確認している。

東院地区では4 2 年度の第4 4 次調査で発見した東南隅の閲池について，５１年度から３次の調査

を行って蝋池とその北側及び西側の状況を含めてほとんどその全容が明らかとなり，剛池の改
３

修の経過とその一郭の度重なる変遷状況が判I j I j した。また東而南I I U（的門）北方でも5 2 年度の

第1 0 4 次調査で建物の密度の高い箇簡地区となっていることがわかった。

３０年度の第二次大概殿廻廊東南隅の第１次調査から，５４年度東院悶池西側の第1 1 2 次調査に

わたる平城寓の発掘調在面砿は約2 5 ヘクタールに及んでいるが，今後も長期にわたり調査を継

続しなければならない。

平城京に関する調査は，４３年度に左京三条一坊四坪，４３年度，４４ｲ ド度に九京一条三坊と束一

坊大路及びウワナベ1 ' ｢ 域外周などの調. 1 ( f を行ってきたが，その後も主に公共‘ 擬業にともなう蕊

前調. 在として，左京三条二坊，同] [ 条一坊，東I l j , 北側の同八条三坊などの調査を行い，大路小

路の計画，坪内の割付けや建物聯の状況などが明らかとなり，左京八条三坊では東市を縦断す

る堀削りを確認している。

左京三条二坊六坪では，｜刺池を' ' ' 心とする､ | z 城桝と密接な関係にある庭|刺辿椛が発兄され，

ここに建設を予定されていた郵便ﾙ j 庁舎は敷地を変更し，庭| 刺跡は特別史跡に指定されて保存

整備が計られることとなったが，変更敷地とした左京三条四坊七坪においても，京内ではじめ

て和同開弥鋳造の跡を充兇するなど，次々と鯉要な遺構が発見されて，京内のほとんど全域に

わたる遮跡の埋蔵が予測されるようになった。羅城I I I j においてもその基礎の一部を確認し，五

条六条の条問路北側では朱惟人路と下つ道の側溝を調査し，朱龍大路の巾を両側築地心で3 0 丈
と推定した。京内の水川の地割りと地形を綿密にたどり，、I z 城京を復原する研究も進められ，

発掘調査と合わせて京の状況が次第に解明されつつある。

京北方の奈良' ' 1丘陵では，ｎ本住宅公団の大規模な開発！汁i 1 I l i などにともない，４５年度から５３

年度にかけて，奈良- I i i l I ' 陵町，’ ' ' ' ' 1町，抑熊Ⅲ] ．，歌姫町，京都府１１１楽部木津町汗如ケ谷の平城
宮の瓦を製作した瓦窯群，奈良市111陵Ⅱi ｣ . の万｢のカラト･ I I f ﾘＩｉなどの調炎を行った。

寺院関係では3 0 年代にも人安が，興棉寺，同一乗院，、F 安京I ﾉ ﾘ 寺など各所で行っているが，

近年はその機会が一隅多くなり，薬師- , ¥では主要堂燃のほかに僻腸，小子鹿，十字廊などで喧

要な成果を挙げ，既に廃絶した四隆寺では金′ ﾘ t ，黙，東l 1 I j 跡を確認したのをはじめ，平城京の

主要な寺院のほとんどに及んでいる。左京八条三坊の調厳では，七l l t 紀代創建で寺名不詳の寺

院跡が発兄されている。京外では，法隙､ 芋，法起寺，法I 陥寺などの調企に協力している。

遺跡の実測は|玉I 土調f I f 法による平而' 1 ' 〔角座標系をﾉ I 畔とし，、I z 城南をI l i 心として祥遺跡の棚

互の関連を正確に把握するとともに，人規模の調査では造方による尖測のほか主としてヘリコ

プターによる遺跡の写奥測並を併せて行っている。』ﾉ ず真測並は精度の均一性と野外作業の迅速

性に特徴を持ち，昭和4 3 年に平城脚跡で採用されて以来，全I : ' 〈| 各地の大規棋発掘調在で用いら

§



れている。

長期にわたる調査によって発見した遺構遺物の量もぼう大なものとなっている。このため，
遺跡の種別, 名称, 遺椛遺物の分類, 出土地点の標示などは調査開始当時から記号化し，その後

４

の分類整理や調査研究の円滑化をはかってきた。３５年度の第５次調査で大I 善職推定地の土壌か
ら木簡が始めて発見されて既に20年になるが，現在では約25 , 000点に増加し，その内容も実に
多様で，平城宮のみならず古代史の研究に不可欠の史料となっている。土器は最も多数出土し
ており，墨書土器は約1 , 2 0 0点を数える。形式技法や伴出木簡などにより，平城上皇の運都の時

５

を含め奈良時代を７段階に分類している。軒瓦|ま現在3 0 , 0 0 0個程出土し，軒丸瓦は6 7型式2 0 2
６

種，軒平瓦は6 1型式1 6 6種に分れ，鬼瓦には1 7種がある。出土状況や造営経過などを総合的I こ
ひとがた

検討して５期にわけている。木製品では人形，ＩM1物, 農具, 柱根, 井戸枠などのほか建築部材も
あり，金属品では銅銭，帯金具などが多い。

出土遺物のうち，特に木製品の保存処理は早くからポリエチレングリコール（ＰＥＧ）或は

真空凍結乾燥による処理を研究開発して実用化に成功し，大型タンクによる高分子ＰＥＧ含没

装置を設置し，保存処理を本格的に進めている。其空凍結乾燥による木簡の保存処理も凍結乾

平城宮跡発掘調査位置図

４



燥前後に保存状況に応じた処理を行うことによって効果を挙げており，埋蔵文化財の保存科学

についても，先進的な役割りを果してきた。

３８年度に平城宮跡の国費による買い上げが始められ，その後束院地区及び南辺部の追加指定

にともなって対象面職もふえたが，既に民家密集地を除く大部分が国有地となっている。買上

げの事務は当初から奈良県教育委興会がこれにあたり，東院地区及び南辺部はそのほとんどが

奈良県の先行取得によっている。

宮跡の活用をはかる整備頭業も3 8 年度から奈良県教育委員会により，主として第二次朝堂院

内裏地域と宮域西南隅などを対象として進められてきたが，４５年度から当研究所が引継ぎ，主

として第二次内裏，北方官簡，境界土紫，草園，緑陰帯などの整備を行ってきた。４３年度に平

城宮跡を遺跡博物館として整備活川する方針が立てられ，５３年度に文化庁から特別史跡平城宮
７

跡整備構想案が発表され，その構想の趣旨I こそって盤術が進められている。整備計画に関連し

て，土質，水質，植生，鳥類などの自然環境，来訪者や周辺ﾙ 叩畠者の意識，利用状況，交通状

況などの人文環境ならびに整備手法等の調盃研究を行っている。

宮跡の施設では，４１年度から4 3 年度にかけて第二次内裏東方官術地区に遺構覆屋など５棟が

文化庁新営工蒋として完成し，４４年度から4 7 年度にかけて推定馬寮跡に研究室，収蔵庫及び展

示室を建設した。調盃部は4 5 年にここへ移り，２０棟近くにも増えていた第二次内裏地区の仮設

建物を撤去したが，その後も収蔵庫２棟を噌設している。調査部は4 5 年以来1 0 年間をここで過

ごしたが, 宮跡西側の研究所新庁舎改修工. ‘ ｊｆにともない, 研究室は5 5 年春に新庁舎に移転した。

平城宮跡では広い地域が末調査であるが，近年推定第一次朝堂院内裏地域や東院束I 櫛隅胴池
地区などについてまとまった成果があげられ，第二次朝堂院内裏地域とともに，巾心部の状況

が次第に明らかになってきている。京内の調査もふえてきているが，京廃絶後永年田舟であっ

た京巾央部の開発は急速に進み，未調在のうちに重要な遺跡の破壊が進む危険性が大きい。宮

城とあわせて京内の遺跡の調盃体制の整備が急務である。発掘調査，遺物整理，保存処理，辿

跡整備など各方面にわたり，今後とも一層の努力を続ける所存である。
（岡田英男）

1．平城宮跡発掘調査部「平城宮発掘調査1 0年の進展」奈良I K I 立文化財研究所年報ｌ９６８
奈良国立文化財研究所二十年史１９７２

２．本年報「平城京跡と平城宮跡の調査」参照
3 ．同上参照

4 ．遺継，遺物の分類標示方法はド記に解説している。

平城宮発掘調査報告Ⅱ奈良圃立文化M研究所学報鋪' 五冊１９６２
注1 . の「平城宮発掘調査1 0 年の進展」
なお，遺構の標示記号はその後，道路に「ＳＦ｣ ，足場，棚の類に「ＳＳ」を加えている。
5．平城宮跡発掘調査報告Ⅷ奈良国立文化財･研究所学報第26冊１９７６第Ｖ章，２参照。
6 ．奈良国立文化》け研究所韮準資料Ⅱ「瓦編２」１９７５解説参照。
7 ．安原啓示「平城遺跡博物館構想について」奈良国立文化財研究所年報１９７９

５
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飛鳥藤原宮跡発掘調査部

奈良国立文化財研究所が平城宮跡発掘調査部のなかに飛鳥藤原宮跡調査の担当室を設けて，

同地域の発掘調査をはじめたのは昭和4 4 年1 2 月であった。爾来1 0 年の歳月を経過したが，その
時期はちょうど，本年５月に| ﾘ j 日香特別立法として結実をみた飛鳥地域の歴史的風土の保存問

題が，ようやく社会的政治的関心をよびはじめた時期であった。ところで当研究所が飛鳥藤原
地域の遺跡調査を実施したのはこれがはじめてではない。昭和3 1年から3 4年にかけて，奈良県

などと協同して，吉野川分水事業に伴なう事前の発掘調査を飛鳥地域において実施して，飛鳥
寺や川原寺，飛鳥板蓋宮伝承地の遺跡解明に多くの成果をあげることができた。この成果はい

ろいろな意味で，その後1 0 年にして再開され，今日に続いている調査の直接的な基礎になって
いることはいうまでもない。以下，藤原宮跡地域と飛鳥地域にわけて，１０年間の調査成果の概
要を述べ，あわせて今後の課題について触れてみたい。
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唇 藤原宮跡の調査の進展

藤原宮跡の発掘調査は，昭

和９年から1 9 年まで継続して

行われた日本古文化研究所の

調査にはじまる。調査は大極

殿及び朝蝋院という宮の巾心

施設をねらっておこなわれ，

それらの殿舎，回廊等の平面

規模と構造がほぼ明らかとな

った。くだって，昭和4 1 年か

ら4 3 年にかけて，奈良県教育

委員会は，藤原宮跡を横断し

て計両された国道バイパス路

線の蕊前調森を実施した。調

盗の進展にともない宮域を画

する北，東，西の三面の大垣

及び外濠の検出に成功し，こ

れにより藤原宮の規模と構造

が判明した。調査関係者は，
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藤原宮跡発掘調査地位置図が判明した。調査関係者は，

この成果をもとにさらに進んで，藤原京の条坊俊元についても画期的な見解を提示した。なお

また，この調査において外濠や宮内排水路から，他の遺物にまじって2 , 0 0 0 点余の木簡をI ま
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1３

刺
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じめて検出した。平城木簡よりは一時代I I f い藤原木簡

は，郡評論争に結着をつけたばかりでなく，さまざま

な意味で学界に衡娯を与えるに充分なものであった。

当研究所による藤原宮跡の調企は，これらの成果の

上にたって行われた。調査次数ごとの地点，而砿は別

図，別表のとおりである。調査はまず，古文化研究所

が実施した朝堂院南門の調査からはじめた。その蝿1 1 1

は古文化研究所の調査結果が未報杵であったことと，

県教委の調査が南面に及んでいなかったことの二つで

あった。これにより門の規模を確認し，門の南2 0 メー

トルの位涜に束四に走る外濠を検出した。従来，朝唯

院南門と考えてきたものが同時に南面i l ' 央門すなわち

朱雀門であることが判明した。ついで藤原博における

大極殿院と内奥一郭の机間関係を明らかにするため，

火種殿院の東方地' 又を洲在し，リ１１: 教委が想定した内災

外郭線が，調査地まで延びてきていることを確認し

た。

昭和4 7 年春から4 8 年秋までは，第５次から第９次ま

での調炎として，藤原宮跡の保存計画に雄いて移' 陸す

ることになった鵬公小学校の敷地γ 定地の調査を継続

して行った。同地は，飛弾から醍醐に通ずる市道のＷ

側に位侭するとはいえ，窟跡地にはいることはりj らか

であるから，敷地全休の徹底した調在が要望された。

2 . 4 ヘクタールの欺地の６測強を調査し，満内西方に

所在する官簡建物群を検出した。樹間地| Ｘでこれだけ
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※ カッコ内は当該年庇の藤原宮跡蚊び周辺の
一般申洲に伴う､ l 揃洲征

藤原宮跡の発掘調査一覧

所在する宵間建物群を検出した。樹間地区でこれだけの血砿をまとめて調在した例は，藤原樹

ではじめてであるばかりでなく，他の宮跡でもそんなに多くはない。建物の主なものは，桁行

1 8 問. ２０間の長人なもので，いずれもほぼ同位侭に二I I J | の雌て構えがあり，それらの越物は，

．の字形に計而的に整然と配満されている点が特徴的である。同時にこの洲侮により藤原博の

西方域における辿椛の保存状況とその密度を知る派掛りを↑ ¥た。その後，内典I ﾉ １１外邦地区の洲

査, 北面I | ' 門( 猪使門）の調査を実施して，内裏四外祁線を確認し，また第１次調査の南I 、巾門と

北面' ' 1 門により藤原宮の' ' 1 ‘ Ｍ１線に関する資料がえられた。つづいて行われた太極殿北〃地域，

大城殿院西脇殿の調炎は，古文化研究所の調盃を補いながら，ノ< 極殿周辺の終備修禁のための

資料を得るために行い，調盃の別産物として，大概殿北方において街の' ' ' 心線のやや東に伽i っ

て，南北に流れる宮造営のための逆河とみられるル1 1 を検出した。そして妓近三年は，東簡北i ' 1 』
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付近の調査を集中して行い，宮城門，東面大垣，外濠，内濠等の遺構を検出し，外濠等からは
木簡をはじめとする多簸の遺物が出土している。

以上の調査は，毎年計画的に実施しているものであるが，これとは別に，宮の内外の未指定

地におこる，市あるいは民間の住宅団地造成や個人の家屋新築等に伴なう調査が年々急増して
きており，昭和5 4 年度の実績で1 6 件にものぼっている。

以上がこの１０年間の調査のあらましであるが，藤原宮跡は本年三月，国の文化財保謹審議会

により，従来の約3 0 h qから約5 0ｈＱに追加指定する答申がなされた。l 0 0 h c , 近い規模の遺跡であ

るから，これで決して充分とはいえないが，一歩前進にはちがいない。文化庁はさらに，宮域

の四隅と東西二面の宮城門跡の史跡指定を考えており，近い将来実現の運びになろう。また昭

和5 4 年度までに史跡として国有化されたのは約2 0 h q ほどである。美田地区といわれるこの地域

で，史跡買収に協力してもらっている地主，大字総代をはじめとする地元の人たちに応えるた

めにも，藤原宮跡の将来にわたる保存整備計画は早急につくらなければならない時期にきてい

るといえよう。

飛鳥地域の発掘調査と今後の課題

当研究所は飛鳥地域の調査として，一つにはあらかじめ見当がつけられている重要遺跡につ

いてその範囲を確認し，主要堂宇を発掘するなどその全貌を明らかにして遺跡保存を職極的に

推進する調査を行なっている。いま一つは，県・村の依頼により，不時の遺跡発見にそなえ

て，一般の住宅建設や公共施設の建設等に伴なう事前の発掘調査を行なっている。

前者の例としては，小墾田宮（昭和4 5 . 4 8 年以下カッコ内の数字は調査の行われた年度を示す) ，

川原寺（4 8 ) ，大官大寺（4 9～継続中) ，山田寺（５１，５３，５４) ，桧隈寺（5 4～継続中）などがある。

小墾田宮は「古宮土泣」を中心に調査し，同宮の時期（７世紀初頭）の園池と若干の建物を検

出したが，宮の中心部には手は届いておらず今後の課題である。川原寺は，史跡整備のための

調査として行っなたもので，東門と東南院の遺構を検出した。東門は中門や南門をはるかに凌

ぐ規模のもので，伽藍の東側を古代飛鳥の幹線道中ツ道が走っていることと関係があろう。

大官大寺は，本年度７回目の調査を行なっていてなお継続中のものである。中門，塔，金

堂，講堂，回廊などの調査は終り，飛鳥の寺院のなかで吸大規桃の伽藍をもつこと，従来「講

堂」とみられていたものが金堂となり，講堂はその北7 0 ｍの位置にあることが判った。またす

べての堂舎は羅災の痕跡を示し，なかでも中門は造営巾に焼失しており，また瓦をはじめとす

る出土遺物により天武，持統朝にさかのぼる伽藍とは考えられないなど，大官大寺をめぐる諸

問題に新知見を提供した。

山田寺は，３回の調査により，巾門，塔，金堂，講堂が一直線に並ぶ配澄であるが，従来

指摘されているような四天王寺式と異なり，回廊が金堂と講堂の中間に位置することが判明し

た。遺構の保存状況がきわめて良く，ことに金堂は基域化粧石がよく残っており，礎石にはレ

リーフした蓮弁の痕跡があった。建物は，正面三間，側面二間の身舎に同じ間数の廟が四面に

§



4４

つく特異なもので，肘木は玉虫厨子にみられるように扇

形に割付けられるものと考えられる。昨年度から開始し

た桧隈寺の調査は，遺椛の保存が良い追跡だけに成果の

ほどが期待されている。

つぎに緊急調蚕の事例としては，国営公園など飛鳥保

存事業の堺前調査として実施したものに，坂1 1 1 . ､ ￥（4 7 ,

4 8 , 5 5 ) ，稲測川西遺跡（5 1 ) ，平吉辿跡（5 2 ) ，などがあ

り，それぞれに重要な遺構を検出していて，稲測川西遺

跡の場合は当初の計画を変更して史跡に指定された。ま

た藤原宮跡と同様，個人住宅の建設による小而砿の調査

件数が，飛鳥地域でも年ごとに増えている。なかには水

落逆跡の例のように，顕著な石敷辿構が発兄されて，史

跡指定がはかられたものもある。このほか飛鳥盗料館裏

山の斜面地で，全長7 3 ｍの石: 組暗渠がみつかり，なお裏

山上而に関連遺構が予想されるなど，飛鳥にはこのよう

な不時発兄の顕著な遺跡が多い。従って飛鳥地域におい

ては，平坦地だけでなく，広く辿跡の存否を確認する調

査は不I J 避であり，なんらかの開発行為が行われる場合

には，：‘ 姉i の発掘調斑を徹底すべきものと考えられる。

今年５月2 6 F 1 公布された| ﾘ j 日番村特別立法（明１１番村に

おける歴史的風土の保存及び生活環境の整備等に関する特別措置

法）は，歴史的風土の保全という，いわば地上の風土保

存をうたったものであるが，その第一条に歴史的風土を

説明して，「飛鳥地方の遺跡等の歴史的文化的辿産がそ

4 月

‘1７

‘ 淵

‘1９

引０

５Ｉ

5f２

誰’

詔

飛鳥地域調査一覧

SIO

の周辺の環境と－体をなして云々」とあるように，遺跡保存と無縁の

ものではない。圃会審議のなかでつけられた付, M) 決議は「埋蔵文化財

の保存とその活用の軍要性」をうたい，「遺跡分布の学術調盃及び緊

怠発掘調究を速やかに行いうるよう政府は財政上，技術上及び体制上

の十分な援助を行うこと」とのべている。このような主旨をいかすた

めには，従来の学術，緊急調厳に加えて，／k 知の遺跡の範MHのひろが

りとその性絡を確認するための洲汽を別途考慮する必要がある。その

ためには，｜劇，媒，村が従来以上の協力関係を持つことが必要であ

り，飛鳥藤原宮跡発掘調盃部に関していえば，その人員，体制はきわ

めて不備であり，その充実がつよく穀まれるのである。（狩野久）

５１

4５

4６

4７

4８

4９

飛鳥・藤原地域
発掘調査予算
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年度 遺跡苫

小覗川宮（第１次）

他( 宙氏東方遺跡､ 噸I I 群）

' 二の井手遺跡

坂川等（鰯1 次〉

他( 水落遺跡､ 奥山久米鋤

小製剛宮（第２次）

川原洋

大官火＃

坂川芋（第２次）

大常人爺( 第１次

和川廃齢

金喰）

大宙ﾉ<キ( 第２次､KI : ' ' ' 11, 1郷）

F I I 川廃孝（第２次）

他( 本薬師＃､ 川Ⅱ群）

大官大洋( 露３次、蝿' ' １廊）

I l I I l 時( 第１次､巾門･塔）

雌池北遺跡

稲測川西遺跡

他〈奥山久米が､ 小梁H 1 宮､ 飛鳴寺

人宙火制第４次､ 惟定『金' 樋）

平腫i f 遺跡〈Ｈ･柵丘西龍）

他( 奥１１I 久米＃､定林御也）

大官大芋( 第５次､塔･ ' 1 ' 1廊）

' １１m排〈第２次､金･牧･岡廊）

飛烏瀞（東I 柳i i 院）

他倶高山j も窯､噺|時､ ﾉ 1噸Ｈ
山久米寺､川原寺､飛鳥寺

大官大寺く第６次､ 搬牡他〉

山田. 浄〈第３次､ 識唯）

１富他

桧隈勝< 第１次､ 南門推定地）

他( 鵬: 洲蕊飛鳴等）
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天理市の仏教美術調査

美 術 工 芸研究 室

桜チ1'i1T.明日香村，;出l!i(1町IC引き続き県下の市町村単位の第4回として本年度は天王HrIl教育

委員会の協力を得て， 岡市内の158ケ千'J' (知{上苛zも合むili内の会寺院)IC伝わる約2，000点の仏教

美術の調査を行った。

天理市は大和余地の"1'央東寄りから，吏にその京側』ζ辿らなる大和高原の一部を含むi也岐に

イ')l. lu~ し . iliは桜列ilifC，北は奈良市IC隣後している。 ζの地も桜升mなどと同様，大和でも早
くから聞けたところで . 11 1辺道沿いには大小のï~ï~民が述らなり ， また ， 物郎. ;fiH'W.大倭，和

m. 布1;木なと:rrt.g託!)~~の本:t:J:の J也としても知られている。 しかし仏教文化!と IYJ しでは . 61比紀"1'

IJ~ICわが図へ仏教が伝米した際 ， 当地の '1'心的勢力であ った物郎氏が俳仏を唱えたためもあっ

て飛鳥時代IC寺院が建立された記録もない。現在のとιろ逃跡も兇当らず，石上l町4J内，機本

町長苛[ー ， 布l i本~j:.和爾 IIIJ版興ミ.'i' . :1!並木 l町光IYJ守などのl日跡、から京良時代の:![瓦~~が 11_l\ こじしてお

り，当iliではこのl時代からようやく寺院が造営されたと考えられている。しかも仏教美術のili

品もこの時代のものは残っていない。iiJ品は彫刻を，*，心とした10111.紀以降の平't(JI年代の作品が

多数伝えられており， 平地理!， 111阿部を通してこの地lこも仏教が浸透していったことがわか

る。1"1"111:1ζ入ると東大寺.!JjJ筒ゴjーなど問視i寺院の庄1，，1になると乙ろも多く ，長崎苛，永久-;!j:，

T品摘手iなどζの地の大4jは興li-;i守Jの勢力下IC入り，また交iiliの要所として51<えた ζ ともあって

仏教は吏!と降縦し，現在でも各大字の号、院tc:A"Wの仏像が多数伝来している。絵国lや工芸品は

宗教行~F勾の災用に供されるもの ， 或いは紙やギ1I など脆弱な材質であるため2主町lI'j代のr'I:品が

11x児されるが，大方は近lJlのものである。しかし，i~鍛会の本(-'j 仏 f盟主空間や党首奥などは各大

手の~i: !Uéの始どに絞っており ， それらには flilf'F{F時ゃ~~fi住者が記苫れており，乙のj也の近111に

おlする民間lを1"1
'
心とした信仰の級制lを匁lる好火料となっている。

本加なでまず役 EI 苫れたのは平安JlH~の彫刻 f'l 品である。市内ではi北米， 東西JI 戸lii: lïI有十

-iI日制背j'[像:f"羽詰hr.i稲守j阿弥陀却l米坐ffi(. 仰木長[Ij-守|両iB部|吃三部[控(仁平元年銘)などが知l

られているにすぎなかったが，今回の品，ljftでは80}，t:;.を上組る作品が脱却された。 '1
'
でもi!J"線を

示すものとして千:f;-， -tE{ コj の定 11J の阿弥陀如米{I"f説(，g~n56.7cm) 合場 l町公民館所在の薬r:'li却 l米éI"像

(像~:~87.6:m)の二部"の一本:f訟がまずとり上け・られよう。 江;白i~i ~.'j:f主はその似怜剖iを絵の )，;Jから

彫成し. 1'，寺'1はなく，その表引も如何lζもー木造らしく_o[()!正で. 9111.紀末にまで遡りうるもの

である。 また合J-l，~1lリ{家[立がj者[ζ比べると表裂がやや1.:3やかになっているが， 機のー材から問3

1戎し，fT引を1地iす椛造で，持備された感はあるが制法式衣火などi!iH，を留め.f世手手も経ってい

て10世紀の山If'lと総められる ilil1jliiHi'iのi!i像として1:1目された。己の地，:IÍJ 御茶(:，Ii ~: '.: 泊旅必i象

(1((<~::;230;m) . i山之内楽(:，li1:i:un)K:1ド{説(像前82.5，，，)の二{設は火災lζ悦って茨IIITが炭化している

が，いずれも10lLl紀lζ遡る一木像で，;r，上村i切にゆかりのin品として当地の股史にとって見逃

- 10ー



すことのできないものである。 11世紀のー木像も少からず伝えられており，それらは表現I[地

方的なと乙ろも凡られるが，奈良やt安井1<::隣接する当市の庇史の古さを物諮るものであろう。

なお，当市の平安一木彫の特色として上げられる乙とは.I!l!材を使用しているものが多いとこ

ろである。一般に近後地方では桧材の彫刻'f'I，品が圧倒的に多 しその他では維などが用いられ

ているが，持!材の伊jは矢田tililC隣接する桜引ili.大;flJlilltllIli .丑[!¥(jll汀などでこ，三が知られて

いるにすぎない。現在の大有] 7.~地 lζは禅はそれ程多くはないが， 天丑HïIl内では例外的にWl誌や

tl苛の境内lζ惨が.llIiえられているととが多く ，平安彫刻Iζ{史JfIされた機材も，あるいは当地で

潟達されたものではないかと恕i設され，興味深いものがある。 12'1廿紀の作品は111間部，平地llfl

を問わず万i!Wなく伝えられており.:1，(((，，[は隣接地を しのいでいるといえる。それらは当時の

rl]央の作風につながるiM羽1な表引の得木造の作品からA;朴な表現の如何にも在地仏仰の手にな

ったと見られるー木{担まで多岐にわたっている。

鎌倉時代は当時隆盛を紙めたl付111永久子iが廃絶したため日立った作品は絞っていない。前半

J~Iの作品は平安後JVJの旧織を引くものが殆どで ， 後半JDJ の ('1 品 lζ特色のあるものが存在してい

る。 rl' では小尚北 'h， \~i 如来j'r. (U~ (倣正:i29.8cm)が快足立の('F風を引く ，いわゆる公阿弥織の作品と

して注目され， その他. I llUl ii百愉守地Ij~.~ ï~;:1鋭 ~Iι l'I11倣("'12 ~:~'33 . 5cm)， ~~~~ :J j: ~} ilYJ守千手側首Jf.倣

((，駐日54 .9cm) . 商品初、台天1:<:J也雌 -m磁þ.f'担( (融 ~:;i 1 57 . 0om ) など附ドl tJJかな ('1・品が存在している。

5illlJ時代は100，長を上廻る数がliえられている。 、叶I可fI市lilド内J付1ではI凶61愉i片T紀lにLt}奈モi良込ω』県Z下一J川;U;で活F縦世した
1附"η，'j怖l品杭L仏R附耐のr泊在l仁:銘('1品と してt小l'定西念:古1
J米J長(:~坐l色2訂{像担(天文 13(午手 l陪54判4)が知られている。ノ今トl厄悶E到10:のコ'測f公Eでs銘白火t等与は確;認担苫れなカか主つたが.~街白i院淀仏

日印削制'1耐liの下lにζなるとμられる数 I.'~の 1' 1'品がI~ J らかとなった。 また ， ζ O)JI'j (~の i也の1'1，例も比較的像

谷の終った本給的も少くなく ，'1' 1せにおけるさí l1!!の ~~~1 ::tZの織を伝えているものといえよう 。

絵[同1， 工芸作品は~J1念ながら鎌:ít時代以前{ζ 遡るものはよt!. tH さ れなかった。 出，iJの場合

も十五}I:diと同級，近位l

の(t、i'i¥tIき閃がTlil)iの半

数以上の江院 (会所 :'j:

和田~，年甘J'-.~':木造阿弥陀如来借像

等を合む) 1<::80，立が伝

えられていて，そのよ

半が災Ji，和，If-などに

よって伽1('1，年 JI!j.阪

ヨ'..胞‘lなどがやjり，

しかも，今でも 2)]15 

円の程祭会I[使j刊され

ているものも少くな

合場IIJJ公民阿川、造誕百iU如来坐像 く.ililitにおける民JU]
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信仰やその形態を知る上で好箇の資料といえる。この他絵画作品では浄土系守絞lζ伝わる河弥

陀来迎図が注目された。乙れらは聖衆米迎，十-~'j仏，三r..1像 lζ大別されるが， 浬祭図と問機

制作年時等を記すものが多く ，近世の仏教資料として注目されるものであろう。工芸品も絵画

と問機近世の作品が殆どであるが， 小型H未来仰~j:の鰐口に iRg(永二三年八月日大臣告主藤原口

図」の刻銘があって市内l{k"i!iの在銘品として注目された。 ζれら工芸品は半鐙，鰐口，fJE数，

伏鈴等のう宅?を只(約l∞点〉が殆どで，その半数以上!C制作年時，ijjrJ作者，願主等が刻まれてい

るζとが特記される。
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長泉寺毘沙門天像 ・納入品

美術 工芸研 究室

54年度に行った奈良をrf1心とした近畿地区の文化財調行で特に注目されたのが奈良県広陵町

長泉寺木造毘沙門天立像である。像高66.2cm ， 桧材 ， 寄木造， 彩色(ー苦11箔折J ， 切~文.t;{O J，¥l3f恨

の技法になる。本休の木容は，頭部は耳後の線で前後ニ材矧とし，髭部は別材製矧つけ，f本部

は根幹郎を一材からj形成して背面iζfT伎を当てる。各内引を施し，首M差とするが，頭部l前面

材は{本郎材と共木から彫成しi切符|いたかとみられる。乙れl乙両両，右手jJす，同細川1，両手首，

右沓先~;を吏lζ知|つけている。現在， 像の表Tfîiは古色lζおおわれているが， 両相部lζは朱， 巾

の部分lζは漆箔や¥;JJ金火;椋が1..Qっており，造{抑制ζは1friやかな彩色文綴が施されていたもので

あろう。なお，右肩以下の郎分は後初，右手前11呼l恥左手i"'，・，右資先などが失われており，右

手首は当初のものが絞っている。この他，j旦下の邪鬼，岩座も後布Iiのものと替っている。

甲で身を同め，J.肢をややÉ:lζ 引き ， 左手で宝塔を，Wげ， 右手で 1:支を執 って二匹の邪J弘を ~~iえ

て立つ通j診のl且沙門天像である。休監の均芥がよくとれ，しかも勤きを控えたその姿態lζは破

綻がなく ， また面~ílや叩などの質感がよく表現され， 巾のお11部もよく総理されて全体lζ J~ょく

すっき り と象形されている。乙のような表現や椛む， 技法などから木像のII~J 作年lI !j は平安時代

末から ~i合 11告代初Jめにかけての頃かと推定される。

ζの{象で注目されるのは似内の内朝日slζ53枚の印仏が納入されていた乙とである。印仏は別

表のように16束lζ折口まれ，iiM初ζ2束，休部lζ14京が納められ，その一部はコヨ リで留めら

れている。取矧はm沙I"J天印仏50枚がrþ心で ， 如~(:~l~(象印仏 2 枚 ， 十一回観音立像印{ム I 枚お

よび毘沙門天印仏'11{ζ不動明王坐像を押捺するもの I枚をj毘えている。紙質はtM紙，皮紙の一

躍が用いられ，各紙共幅30cmiiij後であるが長さは一定しない。各印仏共ー顕一印で，毘沙門天

は一紙lζ10段lO3i'J前後， 1m米像、は 9段73iIJおよび8段6ジ1]，十一市観音はー紙一胞， 不動l別

王は毘沙門天lζ準じている。不動明王，毘沙門天の二府:は簡略な図織であるが，立/1*(象は小印

ながら国相 ， 法衣のひだ， 王IT弁などを~lllかい線で入念にあらわし縫った像様を示しており ， そ

の形から天台系の~~rmj ~lI;fくか と 考えられる。 十一而îtð.!r:í:はた手 lζ珪 -Il: ， 右手{ζ念珠を執り ， I;';J
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縁部lζ火焔を付した二重円相光を??にし，l!ff花座上K立つ形である。さすがに大形のI'P仏だけ

あってj胸飾， 裳のひだ， 持物など利|かいと乙まで丁1711ζあらわしている。煩のふくらんだお

だやかな而相，ふっくらとした質感のあ

る休臆，Iifj上而を上下三段にあらわした

頑i¥f5と休彊との均衡もよく ，また光背や

台座もJ~よく表現されていて ， との Fll nJ

仏'-1'抜1洋の出来栄えを示 している。十一

面倒7七不動明王，lも沙門天の主Il合せは

天台系の教義lζu;づくものとみられ，乙

れら 53枚の l=jJイムは ， その表引にm*IlのP;~

があるが，納入状態や図械などから造像

当時のものと認める ζ とができょう。

{象内lζ印仏を納入する ζとは平安後期

から行われ，鎌倉時代lと例が多く ，平安

時代の作例では奈良V， ~II リ 11 守十輪|抗旧政

木造民沙門天立像〈応保 2if'- 1162， !も沙

門天印仏)，滋賀県五初守木造千手縦背立

{象〈お応 2"1;-1170，千手観音FlJ仏)， 長野

県大平区木造千手矧T'i""j'[像(治及3fl::'-

1179， =r手観音印仏〉その他数例が知lられ

ているにすぎず，木像のF1J仏はとれらに

次ぐ古例で，その山米栄えからも，{'象内

納入印仏'1'
民主な在存といえる。はお，

乙れだけの数の印仏が納入されていなが

ら年紀，l'ド者 ， 願主で，~';の記il京がないのが

惜しまれる。 (1王|中義ぷ〉

名 f，r. ~ 型
{象~.~

タテ ヨコ
cm 

毘沙門天立像 5.9 2.5 5.0 

如来坐像 5.2 4.7 3.75 

不動 I~j 王坐 像 4.1 2.8 2.9 

十一而観音立像 (38.0) ( 16.0) 31.5 

印{1、の寸泣J

納部入位
j需 ー位 サ法 同]仏数紙

備 ~ 
号 E監 タテ ヨコ ~IJ 段継

頭部
111 42個 24.5'" 10 10 2 

60 25.5 10 10 2 
納入 2 1 2 

54 26.5 10 9 l ド出先ll1

I，j;郎
62 130 10 10 1 2 

1 1 3 51 134 13 8 1 1 ド却先祖1
納入

3.2126 10 1 11 諸国のみ ( コ ~f ，}か}

50 132 12 9 1 2 

54 132 11 8 1 1 

2 1 5 54 132 12 9 1 1 

54 132 12 9 1 1 

50 132 14 8 1 1 内2段m"J

3 1 1 71 127 9 1 11 2 ド郎欠担i

411 54 129 10 8 1 1 

5 1 2 
66 26.5 10 10 1 2 

48 26.5 9 7 1 2 

6 1 2 
75 127 10 12 3 ト邸2役イ;動明 J"桂哩

74 125 10 10 2 内 l股8Y'J 

5-1 128 10 8 1 1 内21l!IIJ'J

46 130 10 7 1 1 内4段9がl

67 27.5 10 11 2 内2殴H'J

58 28.5 ¥0 9 1 2 

20 28.5 11 3 1 1 l'一面観汗立itI

47 128 1 11 制米A色像

J白コ，8 VI 、48 31.5 7 9 1 1 信I可送付1保

43 130 6 8 1 1 
7 116 
56 128 12 9 1 2 

てと。じ55 128 12 9 1 2 

51 133 12 8 1 1 

50 130 11 8 1 1 

'15.5 26.5 6 9 1 1 内2Jl<7f'J

46.5 27 6-8 9 l γ6  ~JRII*1噌
54 34 13 8 11 15段7~J 

63.5 26 10 10 2 1 13段8~J 

60 131 11 9 1 2 内 1 1!<12~J

53 132 13 8 1 1 内 1段8~J 

45 24.5 9 7 1 1 内2段8列

8 1 8 
50 24.5 9 7 

66.5 30.5 11 10 2 1 1 '1段IU1J

52.5 31.5 11-14 8 1 1 1 2段131'J
}勾

58 31.5 12 9 2 1 1111114ゲl

58 32.5 12 9 1 2 12段1:1刊

51 33.5 13-15 8 1 1 内内 1i 段5 段14判 1 段15j1J

9 1 3 45 28 12 7 1 2 13f'I 

65.5131 10 ¥0 1 2 

101 1 66 127 10 10 1 2 

1111 65.5 26.5 10 10 1 2 

121 2 
62.5 26.5 10 10 1 2 

65.5 27.5 10 10 1 2 

131 2 
46 26.5 10 7 1 1 

53.5 28.5 10 8 1 2 

1411 65.5 26.5 10 10 1 3 

151 1 65.5 1 27 10 10 1 2 

161 1 6.5128 11 1 11 (コ ヨI}.か}

* 16点 53枚 昆抄1"14275、釦l米176‘不動20 卜一Jfii1 Jt4469躯

本 備考欄1ct~r， のJ己絞のない分は l1!.i'.ÞI"1天立像

納入品及納入状況
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香川県近世社寺建築の調査

建造物 研究 室

昭和52年度より始まった近IU:刻:苛i'.Kll築の緊急調査は本年度で 3&.1三目を数え，当研究所は岡山

県 ・山口県に次いで香川県を担当した。香川県は面引とそ1870knlと狭いが，主1:寺の数は約2千

ありllJ.位而秘の比率からみれば他県よりも密度は高い。殊lζ ミニ88ケ所の札所を設けている小

Il.!誌をはじめとする瀬戸内海lζ点在する応峡部を含んでいるのが特徴的である。

今回の調査件数〈社寺数〉と私R数を下表lζあげる。各市町村に依頼した予備調査では，総社寺

の約4分の lがあがり ，調査員が英資したそれ以降の調査の数は，一次調査は予備調査の約2

分の 1，二次調査は一次調査の約6分の lにあたる。二次調査の線数が83とこれまでの調子ilζ

比べ少ないのは，一次調査，の内容を充実させた乙とによる。 したがって，二次調査対象の選

定にあたってはかなりの厳選を余儀なくされ，いきおい年代の古いものを優先する結果となっ

た。83棟の年代別内訳は17世紀46+JlI，18世紀33棟，19世紀4棟である。

調査0!物q，最も古いものは法泉苛生駒家主廟(高松市・元羽l元・1615)である。一辺1.45mと小

形ながら悲股・木必などの紛l郎綴式ωl寺代相応で，近ill:初頭4代5MJ?t:こわlζり讃岐一円を傾し

た生駒11寺代のu(t-の建物だけにi.l:ffiな存在である。 生駒家のあとは克永18年(1641)酋讃のメL

fむに山崎氏が(明暦4年以降は高額l氏〉寛永19年 (16Il2)来讃の高，怯には松平家が入り以降の二税

制の越礎が間:立する。 高訟初代務主松平和重は元保八年(1695)に没するまでの間数多くの社

寺を建立した。現在残っている 17世紀の挫物はほとんど ζの頼mがかかわっているものといっ
てよい。なかでも，度安 2&1三(1649)建立の大門をはじめ正保2fJ? (1645)の陵魂社〈旧三十務事11

:主)， 同時頃の幽深殿(旧滋j事堂〉など数多くの建物を擁する金刀比.r:ffi宮(琴平1I1J)，京都の石市e

水八椛を勧品ーしたという石市J-e:八締官(市絵ili)の随身門，拝殿，~)殿 ， *D殺(ともに17世紀末
頃〉のれ敗訴，自らの菩提王寺として伎町I法然ゆかりの守を再現!した法然寺〈高i断行〉などは著名

である。 ζの法然寺は高必の南方 8粁の位置にある仏生111山頂を現地にとり，比較的勾配の経

かな京斜iIlHζ境内が営まれている。 伽肢が完成した江文1l~ 1:: (1671)当H寺の建物としては，下

から十王立 ・ 浬袋門 ・ 三仏堂 ・机(ltli 1:t ・ 木22門 ・ 古主政 ・ 鈍楼 i吋 ・ ニ尊l:t ・ 米迎掌の 9 跡、が/~

なお1"jり，他の堂宇とともに一大物:，11誌を椛成していてまさに総主が直抜営んだ守防しだけの景観

F備 品目 先 m-~.;I唱 I't.

件数 棟主主 件数 bIi数

神社 203 443 60 119 

.. 'j: 院 307 i似 143 382 

510 1147 203 501 

調査件数 ・線数表

第二次初任

件以 bIi数

15 23 

36 60 

51 幻

-a-

をもっている。

一方には，庶民信迎[ζ支えられた弘法大

印liゆかりの四国主場八十八ケ所がある。芥

川県には67容から結務までの22ケ奇ーがある

が，もちろん苛ーのLH絡は各寺院によって異

なり ，観音寺 (69寄・観音寺市〉木山寺 (70若手

.J.!)l中IIIS) 国分寺 (80番・国分寺町〉毘品寺



(84~ ・高必市)のように '1-' 1 lklζ佐立された本堂(すべて国指定〉をもっ ::!j もあるし ， また. -心掛参

りが一般に流布する江戸時代になってNru般的されたぐJ守も多し、。 {b，，J綻は普通商而し. ïl ~ 1訂lζ

門を聞いて境内中央lζ本立を i ，~~( iき ， その左右 lζ大 f:lli1:l ・ 1.~)明治 ・ IJIJ II I吹な どの諸立が主t ち並び，

ζれに鎖楼 ・塔など加わるというP布教系寺院の一般的形態と変らなし、。弥谷寺 (71番 ・三野町〉

白峯寺 (81番 ・坂出日11)紋番手j=(82ls: .正5桧rti)八栗寺 (85is: .牟礼町〉大作守 (87容・長尾PI1)など

のような山獄寺院は，それぞれの地形lζ即した伽]出配位をもっている。

乙の巾で最も古く ，かっ品大規校の本堂は，忘度寸・ (86is:・志度IIIJ・1.':1:文10・1670)で，桁行ーヒ

問， 梁間五問あり ， ζれに三聞のIr'Jf-Fがつく 。 内部はすべては板政きで， 梁間五問のうち前

一聞を外~ill， 奥三聞を内側i!ζわけ， その両}Ith一間を脇陣にとるなど 'l'iII・仏堂の色彩を叫j日Iζ

践す主々たる本堂である。また，将泊三な・金主 (75務・ 千年辺司Pli.元禄12・1699)は，三間裳|硲付き

で，aは四半敷きとし身合斗棋を二手先の;i!，組とするなど比般的忠実に禅宗様を伝承した例で
あり ， 道隆寺本企 (77~ ・多&t ltlUJ . 181!.1:紀中〉のようにjぷを四半扱きにし， 各部』ζ相11京総痢11部

をもちいながら裳階ffiてとしない五問主もある。 乙れら五 I IJJ以上のノI(J~仏設がままあるのに対

し，数の上ではもちろん三間立がJIl'<も多い。八栗守本立(全水6・1709)や，金fr寺本立 (76苦手 ・

3ヰ通寺ïli ・ Ij)~和 6 ・ 1769) は ， 桁行 10m近くあ って三間立としては大きい)JIC属する。

ι以以~、上 ， 香川県の近!附11什l卜千f社h

かかるもののうちから数{子判件LI牛|十:をi逃i崖長んであげた。もちろん11L下lζはζれ以外lζも世話禿なたt物をもっ

干上司・は多い。 先ず ~II(Jーでは三問主Jjf，eれ造の八1ri!i制作:.1:本殿(仁尼IIIJ.江文6・1666)が以も古い。

また小規絞なー聞社説iれ造ーではあるが住吉伸主1:本股 ・111~I I ~II ~ I :本!肢はともに克文年間のえlL\'Lで

同一地i或(上庄町)にあるのは休日される。その他17111:紀の社肢として科目造では凶1・t~I I t-I御供

殿c;九必市〉垂水炉11社古本版 C)L((ldi)などが，入f舟芳h民i北迂造!主iで{は孟L誌与)J版l点R八鰯h削帥11ぺi社i上.木殿(多皮f作r¥りψ11町l町11)木1

h桝神11(.付任|上:本殿(丸fむむ市本!;ゐωbω)などがあり ，千千l彰式が混在している ζ とがわかる。札所以外のJI院で汀十

土点以がある。県下手j.:ltt総数の約4596を，Iiめなかでも興，1，:派が多い。 しかし往築としてはi1iい

ものはなくほとんど18111:紀ぷ以降の点山本'れとして矧型化されたのちのものである。口五11で(

本I"J守(でさ野II)J)の伽脱が・!従っている。 (羽11児科 .J

III村神社社殿 志皮寺本堂

ph
d
 



今井町の町並調杏

建造物研究室

今年度の調査は，柵原Iljがi:業主体となって今井町保全整備計IiIIiを策定するために行なった

ものである。昭和52年度・５３年度の調査を引き継いで，今井町東北部の北尊坊地区・共栄町地

区が調盃対象となった。調査は大阪市立大学建築学教室が市から委託されたもので当研究所は

これに協力した。地区内すべての町家について平面・立間・断面を実測するとともに復原調査

を行なった。これに並行して地区の歴史的調査を進め，今井町の成立と変遷を究明するととも

に,昨年度までの成果に基き，実測調査の内容・方法をより精密に分類整理するよう試みた｡す

なわち，町家を平面型・架構型・立而型でそれぞれ分類して相互の関係を考察する一方，新た

に住民の住まい方にも生活型を見い出して，それが特に敷地内における町家の配侭や，間取り

の変化とどのように関係するかを検討した。また立而型では，複数の町家の連続立面の巾に特

定のパターンを見い出し，それが町並の景観的特質を生み出す大きな要莱となっていることを

明らかにした。調査の成果は｢隈原71j,今井町伝統的建造物群調査報待井」（柵原市昭和55年３月）
として公刊されている。

今年度調査地域は，旧環際内の周辺部に当たるが，それぞれの地区でやや他と異った様相を

見い出すことができた。北尊坊筋では特に北側の町家が1ﾉﾃ面を旧環濠に接しており，比較的敷

地の奥行が広く，また間口の復原取位も広い傾向にある。現在も大規模町家が存続している。

一方，共栄町地区でも明治までは束環襟を背にして大きな敷地を有していたが，明治末から大

正初めにかけて環濠が埋めたてられるのに併ない敷地の細分化が進み，特に長屋が多く建てら

れたことによって利用埴位が一届小さくなっている。したがって禁観の上でも北尊坊地区と共

栄町地区は対照的である。

復原調査から明らかになったことのひとつに町家の改造過程があげられる。特に戸数の変動

を併なう改造については今年度調斑地域に好例が多い。これらは1)一戸建の分化，２)長屋容戸

の結合，３)戯などの住戸化，などの方法をとる。１)は>１１初は２例６室型の町家であったものに

多く，奥列を独立させたり，土間境で仕切っており，土間が特に広い場合には土間のil-1央で仕

切ることも行なって２戸に分割している。このような改造方法は雅末・明治期には既に現われ

ている。２)は長屋の戸境壁を撤去して２戸を一戸に改めるもので，昭和戦後に多くみられる。

3)には蔵を独立住宅にするものの他に長屋建にするものもみられ，明治時代前半頃の改造とみ

られる例が多い。このように各時代毎に改造方式の差がみられるのは興味深い。

なお調査地区内には順Iﾘj寺・蓮明寺・西光寺の三寺があり，建立年代が明らかな蝋宇を列記

する。順明寺表門（寛永１５年),西光寺本堂（享和３年）・鐘楼（元禄３年),蓮明寺本堂（正徳２年）

・妙見堆（文政５年）・錐楼（天保14年）がある。

（松本修自・清水真一〕
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大和郡山市の近世城下に

おける文化財調査で，地方

中核都市として発展を日指

す郡山の町づくりの手掛り

を得ることを目的としてい

る。今回の調査内容は，、

近世城郭復元調盗，⑤城郭

遺存状況調査，＠城内7.ｉｈｉ

調査，’ｊ城内植生調査，、

城下町割・水路調査，（〔,城

下近枇社寺調査，③城下町

並調査，①保存と活用のた

めの構想案の提示などであ

る。以下に調査結果の概略

を報告する。

城郭遺存状況調査は，江

戸時代の城下絵図や現状航

空写真をもとに現地踏寄し

大和郡山の文化財調査

建造物研究室・平城宮跡発掘調査部・埋蔵文化財センター

て行なった。巾濠以内はう/T1Iiの一部に後''1:の怖修がみられるが，全体として旧形を保ってい

る。外濠及び土塁の遺存状況は，東及び北側で比較的良好であるのに対し，四及び南側では宅

地化が進み大半は失なわれている。また濠の水質も工場・家庭排水の流入で汚濁が目立ち，窟

栄養化がかなり進行している。

城下町制・水路調査では，江戸後期の町制間やりl治の地籍側と比較して，町測を区画する街

路や背削水路も旧態をよく残していることがわかった。町家|'.1体は，度重なる火災や天災で江

戸末期以降の再建になるものが多く，また近年の建替えもＬl立つが，往時の面影を残す町並も

本町や鍛冶町，紺屋町，洞衆寺など随所に残っている。

城~ド近11t社寺調査では，城下の24件について，平面の実測・年代の確定の韮水調査を行なっ

た。全体的に１７世紀巾頃から1811t紀Ill頃に建立した建物が多く残っている。

調査は次年度も継続され，文化財評価はもとより，町づくりの指標となるべきそれらの保存

・活用の諸提言を行なう予定である。（勉井伸雄・本中真）
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第２回集落町並保存対･策研究集会

昭和54年12月４，５１I奈良県文化会館小ホール
建造物研究室

今回の集会は建築史，文化財関係以外から３人の講演省を迎え，昨年とは別の視点から保存

上の諸問題を基本的nつ多角的に検討することにした。

所長挨拶についで，，伝統的建造物群保存の現況について，岡川英男文化庁建造物課文化財主

任調査官，既刊の集淋町並調査報告1坪について，上野邦一§I‘i研究所研究員から報告があり，二

1.1間わたる４氏の講演（梗概後記）の後，伊藤鄭爾氏11会の下で質疑討論を行なった。

○地域システムにおける開発と保存の機能について筑波大学教授大塩俊介氏

(1)開発と保存のアポリア，(2)社会開発の社会学，(3)社会システムの機能モデルと保存の怠

味，(4)保存地区の頬型と保存政策の問題点

町並の指定は地域開発，都市開発，社会開発等のメカニズムの''-1で保存を考えなければなら

ない。地域社会システムの概念の巾では保存と開発は必ずしも対立するものではない。システ

ムの機能に関するモデルとして４個の機能.航域（Ｍ標，適応，統合，潜在性）が考えられ互に適

合すると目的が達成できる。町並を指定することによって，現在と将来起り得る擬態を把握，

予想するためには，その地域のシステムの性絡を何らかの飛唯により類型化する必要がある。

○建築と都市横浜市技監田村ｌﾘj氏

町並保存は単体保存から面へという空間的転換だけでなく時間的i臆換，一時点での凍結から

継続的な生活そのものが対象に含まれるにいたった。これに対応する為に，従来の縦削行政を

改め，町造りは|刊がきめるのでなく，それぞれの町!:|体で，住民全‘体の歴史的な地域文化を表

わす共同作品として町を作ってゆくこと，都市の骨絡，公共空間造りを主体としていた都ilJ計

画に欠落していた一般延築を包含させること，建築は都市の巾の建築であるという認識に立つ

べきであること，などを提案したい。

○町と筋をめぐって－資料保存の提言一京都大学助教授足利雌亮氏

保存は対象となるものが時代の流れから収残され，変化とのずれが生じている状態になって

叫ばれるようになる。ほっておけば消滅するわけである。農村集落，条里，町並，町塩などの

消滅は，社会全体の動き，なかんずく就業処点,／k活処点の分離ないし移動によるものが多い。

変化の趨勢には抗し難いから変化奔認の上でのきちんとした資料保存をすべきである。

○体験的集落町並保存論Ⅲ学院大学学長伊藤鄭爾氏

(1)序，(2)折学の必要，(3)歴史的地区の破壊要1人i，(4)保存へのアプローチ，(5)保存地区の設

定，(6)歴史的地区の特性，

町並の保存は創造であり，占いものの再ﾉkである。／;､/f<足しているのは保存の街学である。保

存には独自の確問たる価値観に立つ行政当局，住民，多くの問題を総合できるジエネラリスト

でもある専門家の三者がＩ瀬関係のもとに仕蛎を進めてゆくことが蝋ましい。（･!ifljl端）
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仁和寺
所蔵 ｢ 伝聞抄｣ および｢ 大疏要勘抄｣ の紙背文書

歴史研究室

，仁和寺の燃中蔵聖教第137噸の聖教には，紙背文. I I f のあるものが数点あるが，そのうちの｢伝
聞抄」および「大硫要勘抄」の紙背文苫のいくつかを紹介する。

「伝聞抄」（塔中蔵第137函30号３）は，巻上巾下の３冊からなり，３冊とも縦25cm，横16. 5
c mほどの袋綴装となっている。紙数は表紙共で巻上37紙，巻11134紙，巻下28紙あり，そのすべ
てに紙背文i l f がある。表紙に「伝聞抄巻上印玄」（巻上）とあり，また奥諜からみてわかるよ
うに，「伝聞抄」は法印印玄が「伝流抄」諸尊法を授けられた受法記で，その時期は応長元年
（1311）８月から翌年４月におよんでいる。印玄は仁和寺尊が院の住持で，「伝流抄」の撰者と
もいわれる真光院禅助から付法をうけたことがしられるが（｢ 仁和寺諸院家記｣ ），その受法記に
あたるものかもしれない。紙背文苫には，（２）のごとく寺主御し; の他界を訪う内容の雷: 状が
数多くあるが，切断等の欠損や錯簡のため，差出・充所や，本紙・礼紙の接続などは判然とし
ない。熊野詣とみえる（ｌ）もそれに関わるものであろう。印玄は「少輔」といわれ「寺主承
禅息」であるが，、藩状の充所がもし印玄充ならば，ここにみられる応長元年と思われる８月上
旬に没した寺主は承禅にあたろうか。その他，年紀のりj 確なものとして，応長元年９月２９日の
詞諏文（３，４，６，７）と，荘名未詳の荘園内での殺生禁断に関する書状（５）をあげた。

なお３冊本とは別に同体裁で，正和元年（1 3 1 2 ）９月・孫僻元年（1 3 2 6 ）５月分を記した「･ に

聞抄」１冊( 3 0 号４) があるが，その奥欝に「伝聞抄三巻附録也印玄法印御自推心蓮院」とあり，

３冊本とともに印玄自筆水で，時期は降るが，内容的には巻巾と下の間に入いるものであるｃ

｢ 大疏要勘抄」は巻第八上下の２巻（同函6 6 ) j ）および巻次未詳２巻（6 7 号）の４巻あり，巻

子本で，巻第八下のみ完存で，他は欠損がある。奥群によれば，嘉暦２年，性然の錐にかかる

もので，江戸/ k の包紙の表! ' ｆには「東寺法l Mi 院之本測( 」とある。紙数は巻第八上下でそれぞれ

1 7 , 1 8 紙，巻次末

ぽ紙背文蒔がみら

か，賀嶋荘関係文

ある。賀嶋荘は，

経のとき，彼の所

納めていたもので

大僧正以下の僧綱

群院にかかわる個

交名は褐戦しなか

未詳５月分につき

詳の断簡で８，１２紙あり，切紙も多く含まれるが，これまた表紙をのぞきほ

れる。紙ﾃ 父I I f には，「大硫要勘抄」を‘ I ｆ写した‘ 性然の神状（２など）のほ

･ 『￥（１，３，４，８～1 0）や，人僻正以下僻名雌f i （５～７）・出仕交嶺などが

摂津風1 ﾉ L i 成祁にあった北閑で，；wi 初は仁和寺背並寺傾であったが，西閲寺公

髄となっている。鎌倉後期の，この時期に大乗識捧物役については仁和寺に

あろうか。また延慶３年（1 3 1 0 ）と年紀にみえるもの（７）をはじめとする，

を識きあげた一連のものは，飛跡のちがいにより数群に分類できるが，或る

綱補任抄のごときものと思われ，掲載したもの以外なお数紙にわたる。出仕

ったが，色紙に［東寺i ﾉ ﾘ 院月次1 . 1 次等出仕録欺」とみえるものにあたる。年

，日次に出仕の僧名を掲げ，そのなかに性然の名もみえる。

（綾村宏）
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（
第
八
巻
下
第
４
紙
）

側
厳
道
書
状
（
折
紙
）
（
同
第
廻
紙
）

へ
折
紙
端
裏
番
）

「
□
口
止
中
二
五
十
三
」〔厳

力
」
一
美
力
］

日
向
九
郎
能
直
代
口
道
申
賀
嶋
御
庄
口
録
宮
神
主
職
事
、

前
御
代
番
訴
陳
候
之
刻
、
以
当
御
領
被
進
此
御
方
候
之
間
、

欲
令
言
上
子
細
候
之
処
、
如
御
庄
家
披
露
者
、
被
召
置
脳

所
候
云
ミ
、
先
以
驚
入
候
、
若
如
之
御
沙
汰
候
之
条
、
不

便
次
第
候
、
以
此
旨
可
有
御
披
露
候
哉
、
恐
恨
謹
言
、

〔
乾
力
］

正
中
二
年
五
月
十
二
日
口
道
状

僧
正
経
助

権
大
僧
都
覚
久

覚
賀

顕
潤

昭
弁

口
命

厳
昌

厳
念

権
少
僧
都
祐
玄

観
高

⑤
僧
綱
歴
名

大
僧
正
定
助

顕
琉

良
慶

公
深

成
秀

慈
慶

印
朗

清
厳

胤
誉
房
誉
大
僧
都
辞
退
梼

覚
賀

「
院
〕

信
勝
確
樗
恥
畦
錨
唖
鋤
唯
恥
酎
口
口
□
、

（
同
第
辿
紙
）

⑧
某
譜
状
（
巻
次
未
詳
Ｈ
第
７
紙
）

〔
物
〕

捜
嶋
庄
役
大
乗
講
捧
口
事
、
申
入
真
光
院
御
一
房
、
頼
禅
返

「
何
力
〕

状
如
此
、
口
可
為
口
様
候
乎
、
諸
寺
役
庁
役
口
付
新
司
有

「
宜
力
〕

沙
汰
遣
候
て
、
口
是
様
口
不
可
申
、
尚
□
口
被
及
候
上
、

ロ
ミ
皆
無
沙
汰
間
、
□
口
申
侯
、
賜
御
返
口
可
申
入
侯
、

恐
ミ
謹
言
、

Ｕ
□
、

□
□

法
印
弁
朗
実
寿

宗
守

法
眼
成
助
退
紹

法
橋
済
賢延慶

三
年
二
月
廿
一
日

「
淡
〕
「
功
力
〕

□
□
□
□

権大（６１
大僧僧
僧正綱
都歴

円隆雲名
雅淳助

降広
三銭
世門
法院

有朝賞御
賀基驚

祈

ｍ
僧
綱
歴
名

⑨
某
杏
状

口
宝

杢
奉
一
画
一

源
助
墾
助
大
僻
正
辞
退
緋

増
仁

沙
汰
□
そ
も
彼
も
正
口
問
答
巳
後
、
口
所
へ
も
可
申
子
細

之
口
に
て
候
き
、
委
細
事
性
然
法
印
可
申
上
候
、
以
此
旨

可
令
申
給
候
、
恐
ミ
謹
言
、

（
切
封
挫
引
）

十
一
月
十
日
□
ｎ

□
、

（
同
第
巧
紙
）

（
第
八
巻
下
）

嘉
暦
二
年
六
月
廿
九
日
書
之

（
巻
次
未
詳
Ｈ
）

嘉
暦
二
年
五
月
十
八
日
書
之

⑩
某
書
状
（
同
第
廻
紙
）

年
始
御
吉
事
妓
前
叩
補
候
早
、
猶
以
不
可
有
尽
期
之
御
或

候
乎
、

抑
賀
嶋
吉
審
御
使
覗
可
有
御
計
候
歎
、
検
断
以
下
口
条
と

無
心
本
相
存
候
、
且
窮
冬
口
定
使
上
洛
之
後
結
解
未
尽
候
、

〔
役
力
】

損
亡
桃
地
之
時
、
被
免
圭
寸
役
庁
口
等
之
条
、
先
傍
例
候
歎
、

然
而
随
分
□
□
□
□
、
以
今
年
ミ
貢
可
沙
汰
入
侯
由
、
下
知

候
了
、
其
次
第
先
日
則
申
入
口
処
、
口
可
被
付
所
務
於
寺

『
×
ゴ
コ
一

家
侯
□
、
口
串
候
□
□
口
存
侯
、
無
相
違
口
様
、
御
伺
可

申
沙
汰
給
候
、
恐
と
、

七
月
冊
日
口
口

（
巻
次
未
詳
口
第
９
紙
）

（
前
欠
）

〔
「
大
蹄
要
勘
抄
」
奥
審
〕

〔
「
伝
聞
抄
」
奥
将
〕

（
巻
上
）
印
玄
法
印
隠
遊
後
号
文
妙
上
人
御
伝
受
記
他

心
蓮
院

（
巻
中
）
心
蓮
院

（
巻
下
）
伝
流
抄
印
玄
法
印
御
受
法
記
也

心
蓮
院
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性
然

性
然



（
同
第
２
紙
）

敬（４）
白某
請認
識論
調文
事

敬
白

識
言
、

九
月
十
二
日

謎
上
少
輔
律
師
御
房

②
沙
弥
縁
了
書
状
（
同
第
調
・
拠
紙
）

寺
主
御
房
御
他
界
事
承
候
、
返
ミ
歎
存
候
、
年
来
大
小
事

申
承
候
之
処
、
加
様
に
候
ヘ
ハ
、
一
身
の
歎
存
侯
、
御
心

〔
察
〕

中
密
申
候
、
未
入
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参
候
に
如
此
令
叩
候
之
条
恐
存
候
、

何
事
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く
候
と
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、
故
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御
房
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御
時
に
、

③
源
某
弧
舗
交

仙
頼
禅
書
状
（
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上
第
哩
紙
）

態
野
詣
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事
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入
候
之
処
、
御
禁
忌
之
上
者
、
不
可
及

其
沙
汰
侯
由
、
御
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候
也
、
又
猶
ミ
此
御
事
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入
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、

「
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」
〕
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事
於
今
者
期
御
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口
時
候
、
恐
ミ
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一
一
一
言
、

「
禅
旦

八
月
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日
噸
□

⑤
某
沓
状
（
同
第
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紙
）

ｎ
Ⅱ
川
Ｕ

巾
候
、
患
可
有
御
披
露
候
也
、

当
庄
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生
禁
断
菰
、
八
日
自
円
満
寺
聖
来
申
候
、
制
禁
事

（
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〈
力
〕

被
仰
付
長
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寺
候
了
、
口
允
可
存
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制
之
方
便
、
就
口
可

入
不
等
於
網
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場
之
由
相
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置
、
口
致
其
沙
汰
云
と
、
可

為
何
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候
乎
、
随
御
ｎ
Ｕ
可
存
知
仕
之
由
、
可
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巾
入
給

候
、
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「
伝
聞
抄
」
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背
文
書
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抄
）
〕
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宝
衆
僻
御
布
施
一
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右
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、
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、

応
長
元
年
九
月
廿
九
Ⅱ
□
、
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Ｌｊ
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弥
縁
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（
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紙
）
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訓
諦
事
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宝
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布
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一
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右
調
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所
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、
敬
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、
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、
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第
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）
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白
）

□
□

請
調
詞
事
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宝
衆
僧
御
布
施

夫
以
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一
樹
之
景
、
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□
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縁
、
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、
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、
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）
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事
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宝
衆
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布
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右
瓢
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廿
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）
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僧
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書
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仰
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恐
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言
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□
□

卿
法
印
御
房

③
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書
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（
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紙
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前
欠
）
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口
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口
候
き
、
落
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懲
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、
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口
候
也
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沙
汰
候
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、
□
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平城宮跡発掘調査部

平城宮跡発掘調査部では，1 9 7 9 年度において第1 1 6 次から第1 2 1 次までの4 3 件に及ぶ発掘調査
を行なった。平城宮内では，推定第一次内裏東寄りの区、の調査（第１１７次）及び推定第一次

朝堂院南門地区の調査( 第1 1 9 次）のほか，東院園地西南地区の調査( 第1 2 0 次) を行なった。

－２２－

平城宮跡と平城京跡発掘状況

平城宮跡と平城京跡の調査

調狂地区
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第一次内裏

第一次朝堂院南門

東院園地西南

宮西北部

北而大垣

宮西北部

宮東辺部

左京豆条四坊七坪

左京三条二坊六坪

右京五条二坊五坪

称徳天皇御山荘推定地

法華寺旧境内

左京一条一二坊卜五坪

右京七条一坊卜五坪

北辺坊苦坊二坪

左京三条一坊十丘坪

法華寺111境内

右京丘条晶坊１．四坪
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平城京内では，･ 近年の市街地の拡大に伴な

い開発. 悔業の訴前調査を行なう例が増えてい

る。左京三条四坊七坪の奈良郵便局建設予定

地の調査( 第1 1 6 次) をはじめ，特別史跡左京三

条二坊ﾉ ' ､ 《坪宮跡庭園での奈良I l j ・民文化センタ

ー建設に伴なう調査( 第1 2 1 次) のほか，条坊辿

構確認のための小面砿の調査を行ない，数多

くの成果を上げている。さらに，京内諾寺院

でも建築物の姓設計画に伴ない，薬師寺束佃

坊跡や西大寺西噛詞などの調査を行なった。

－２３－

戸
担
，
、
⑥
｜
・
篭

一
一
一
一
雲
唱
一
一
列
者
ｒ
ｌ
ｌ
Ａ
Ａ
〕

‐
一
・
雌
一
一
引
当
｜
｜
｜
｜
｜

些
娠
唾
ｌ

｜
｜
旦

酢
一
コ
恥
恥
岬
一
蝿
鋤
岬
一
一

ｍ
●
紳
弥
稲
二
一
一
．
一
一
一
一
一
一

‐
鍔
一
胞
一
州
一
Ｌ
ｍ
‐
両
一
血
瓢

岬
‐
」
・
ｌ
ｌ
ｌ
踊
鐸
岬
両
“
一
一
一
｜

１１７
●

平城富120
W尚

以下に主要な調在の概要を報杵する。平城京内発掘調査位蔽図

１．平城宮跡の調査

推定第一次内裏地区の調査（第11 7次）、F城宮の' ' １央朱機l I I j の北方地域は推定第一次内災．朝

堂院地域と呼ばれている。今回の調査地は推定第一次内袈束半部第2 7 次調査地と第8 9 次調盃地

との間で，調盃| 又の地形は北側で大きな段差がつき，南側が低く，やや東南にゆるやかに傾斜

しており，ほぼ巾央には南北に奈良時代の高さ１．５ｍの土塁がつらなっている。

遺構今回検出した主な辿椛は叫祇擁唯・石械擁唯・斜逆・築地' ' 二1 1廊・築地・土器・建物２
棟・塀３条・井戸１基・溝８条・万蚊広場・足場穴．土城であり，第１次内災地区は区画の変
遷から３時期に区分できる。

Ａ期第１次内裏の東面は築地阿廊・塀で凶i l I i される。築地回廊SC55 0 0は雨落溝ＳＤ３７６７
・3790 , 足場穴SS3795によって復原できる。この築地l ul 廊の両雨落溝には上・下２脳あり，
また建築時の足場穴にも時期を異にするものがあることより，築地I I I l 廊は建て替えが想定でき
る。塀SA3777を今回１１間分検出した。柱問は約4. 6ｍ等間で調在I >〈のほぼi l 1央でｌ間分欠け
ており，出入[ 1が想定できる。束1ｍのI 郡I i i は，第２７．４１次調盗の所兄を加えれば，Ａ期のi l I で
築地I r I 1廊→塀→築地凹廊の変遷が認められる。叫砿擁畦SX660] は築地回廊に直接とりつかず
に，鼓終的には南にまがり，築地回廊との間約15ｍが北側の蛾にとりつく斜道ＳＦ９２３２－Ａと
なる。堺積擁唯の坪は残りの災い所でも唯底部の２段を検出したにすぎない。城の下は石蚊広
場である。

Ｂ期この時期の東山築地I I I I 廊S C8360の痕跡は水調制Ｘでは検出していない。叫破擁畷S
X6690が埋めたてられ，約20ｍ南に石｢砿擁唯SX9230が築かれる。検出したのは万桜擁嬢離底
部の一段とその抜取穴である。域にとりつく斜道は傾斜をゆるめて. 存続する。斜道が平坦面と
なる位侭に，桁行５間，梁行３間，８尺等間の北庇をもつ東西棟処物S B9 2 2 0がたてられる。
域の下は石蚊広場であるが，発掘区の両端111央部，石横擁砿の約30ｍ南に，井戸S E 9210が掘
られる。井戸の掘形は東西８ｍ，南北７ｍの大規幽使なもので，２段堀りをしており，深さは約



フＯＲＴ

４ｍある。井戸枠は井篭組で，現在４段残存しており，下から板・校木を交互に組む特異な構

造で，高さ8 0 c m，内法2 3 0 c mの，宮内最大の井戸である。校木は校倉の転用材である。

Ｃ期築地S A 3 8 1 9 A が土塁S A 3 8 1 9 B に改作され，２小期にわけられる。石祇擁壁は存続

し，鯉の下は石敷広場である。Ｃ, 期築地S A 3 8 1 9 A で東西が画される。東西塀S A 7 1 3 0 は井

戸S E 9 2 0 1 の北側に構築される｡ 今回１３間分検出した◎柱間は1 0 尺等間, 井戸の部分では1 4 尺，

築地には７尺で取りつく。Ｃ2 期築地は土塁に改作される。土塁は雌大幅３ｍで，高さ1 . 5 ｍ

残存している。その束約１８ｍに南北塀S A 8 2 3 8 が作られる。土塁と塀の間には桁行３間，梁行
２間の南北棟建物S B 9 2 1 3 が建つ。

遺物瓦は湾砿擁壁S X 6 6 0 0 を埋めたてた所から平城宮瓦編年第１期（和銅元年～養老５年）

の瓦が出土した他は第Ⅲ期( 天平1 7 年～天平勝宝年間）の瓦が多数を占める。土器の出土鐘はきわ

めて少ない。井戸S E 9 2 1 0 からは１０世紀代の土師器が出土し，その抜収穴からは1 1 世紀代の瓦

』

０

Oｏ

第1 1 7 次発掘造機図
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、

器が出土した。この他同井戸から櫛・曲物や木簡が１点出土し，また井戸抜取穴から鉄鎌が１

点出土した。

まとめ今回の調査で第一次内裏地区束半部の調査は終了し，この地区の全貌をほぼ明らか

にすることができた。従来の調査成果をふまえてこの地区全体を概観する。Ａ期（平城遷都～

天平勝宝末年）東西約1 8 0 ｍ，南北3 2 0 ｍの区画を築地回廊で画す。北から約> 3 の傭位置に坪積擁

壁が築かれ，北側は南側に比して一段高い段となる。この城上には大規模な基嘘建物が建てら

れる。壇の下は石敷広場である。Ｂ期（天平宝字年間～奈良時代末）Ａ期の区画と東西幅は変わ

らずに，南北ともに縮められ，約1 8 5 ｍの規模となる。この時期も築地回廊で区画される。埴

上には正殿を中心に1 0 尺方眼で割付けられた多数の殿舎が整然と建ちならぶ。域の下は石敷の

広場である。Ｃ期( 奈良時代末~平安時代初頭）Ｂ期の区画を踏襲するが，築地回廊が築地に改

作される。城・井戸はこの時期にも存続する。嘘上には正殿をI ' ' 心として塀による仕切りを多

用し，平安宮内裏の古図に似た配侭をとり，内裏的な様相を示す。域の下は石敷広場で，南門

は小規模になる。この門の南には大規桟な建物が建てられる。

推定第一次朝堂院の調査（第1 1 9 次）推定第一次朝堂院地区ではこれまでに第２７．７２．７５．７７．

９７．１０２．１１１次調査を実施し，北・東辺の様, | ; 1 . 1 が明らかになっている。今回の調査は南門の検

出を目的としている。検出した主な遺描は，建物４棟・掘立柱塀６条・溝５条・道路１条など

である。これらは６時期に区分できる。

Ａ期以前平城宮造営以前の時期で，下つ道の東西側溝ＳＤ1 8 6 0 . 1 9 0 0 がある。溝心心距離
一－－
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! ま北で2 0 . 0 5 ｍ，南で2 4 . 9 ｍ・朱雀門地区( 第1 6 . 1 7 次）

では2 4 . 5 ｍであった。

Ａ期平城宮造営当初の時期。東西塀ＳＡ9 1 9 9 . 9 2 0 1

Ａ・9 2 0 2 Ａで朝堂院南辺を画す。S A 9 2 0 1 A・9 2 0 2 Ａは

朝堂院南北中軸線に対称で，その間（5 0 尺）は閉塞しな

い。内側の柱掘形はともにＢ期のS B 9 2 0 0 の掘込地業下

で検出。S A 9 1 9 9 はS A 9 2 0 1 A より古い。

Ｂ期朝堂院南門S B 9 2 0 0 と東西塀S A 9 2 0 1 B・９２０２

Ｂ及びS F 9 1 8 0 を設けた時期。S B 9 2 0 0 は基鞭上にたつ

東西棟礎石建物であるが，基地がほとんど削平され，掘

込地業の範囲（2 6 . 0 × 1 6 . 0 ｍ，深さ0 . 4 ｍ）を確認したに

とどまる。土城出土の礎石４個は柱座や地覆座を造出

す。S A 9 2 0 1 B・9 2 0 2 ＢはS B 9 2 0 0 妻側巾央に取付く。

S F 9 1 8 0 はＳＢ９２００北側の玉石敷道路。東はＳＤ９１７３

Ａ，西はS D 9 1 7 4 A 付近で終る。

Ｃ期S B 9 2 0 0 の廃絶後・掘立柱建物ＳＢ9 1 9 0 . 9 1 9 2

と両者をつなぐ東西塀S A 9 1 9 1 で朝堂院南辺中央部を閉

塞した時期｡ ＳＢ9 1 9 0 . 9 1 9 2 は同じ規模の東西棟（１× ３

間) ，S A 9 1 9 1 は７間。S A 9 2 0 1 B・9 2 0 2 Ｂはこの時期

にも存続する。

Ｄ期溝の配涜から朝堂院南門S B 9 2 0 5 が造営された

と考える時期で，２小期に区分できる。Ｄ, 期には東西溝

ＳＤ9170 . 9 1 7 1Ａ・917 2Ａ，南北溝SD91 7 3A・917 4Ａ

があり，相互に接続する。S B 9 2 0 5 はS D 9 1 7 0 の南，

S D9 1 7 3 A・9 1 7 4 Ａの間（満心々 距離約2 4 . 2 ｍ）に想定で

きる。S B 9 2 0 0 より小規模になる。S B 9 2 0 5 には第一次

朝堂院地区東辺の調査結果から築地塀が収付く可能性が

強く，S D 9 1 7 1 A ・9 1 7 2 Ａはその北雨落溝と考える。

Ａ蝿

３蝿

Ｃ灘

、斑

S A 9 2 0 2 A

▽超一Ａｎ勺、ワロ『- ｂｑＤＱﾀ ②･ ･ ･ Ｆ･ ･ ･ ･ ロ，

-#琴;当二%: : ｡. :鎚赫iｉ
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第1 1 9 次遺構変遷図

D2 期にはS D9 1 7 1 A ・9 1 7 2 Ａを改修し，S D9 1 7 3 A ・9 1 7 4 Ａを南に直流させる（S D9 1 7 1 B・

9 1 7 2 Ｂ・9 1 7 3 Ｂ・9 1 7 4 Ｂ) 。S D9 1 7 4 の北部には東西両岸に噂と凝灰岩を並べた渡溝施設ＳＸ９１８１

（長さ2 . 2ｍ）がある。

Ｅ期S B 9 2 0 5 が廃絶した後の時期で，南北溝ＳＤ9 1 8 3 . 9 1 8 4 があるにすぎない。溝心々距

離は約2 8 . 3 ｍ・

遺物土器は少ないが，瓦は多量に出土した。主要なものは軒瓦2 2 9 点，鬼瓦５点。軒瓦は

－２６－



平城宮第１期（和銅元年～養老5 ）の瓦が9 0 ％をI 1 i める。その多くは藤原宮式（8 5 点）と6 2 8 4 -

6 6 6 8 型式（各3 6 . 3 9 点）の１組。鬼瓦はすべて獣身丈である。

まとめこれまでの調在によって推定第一次朝蝋院地区の東西規模は約7 2 0 尺( 2 1 5 ｍ）に腹原

している。南北規模は第7 7 次の推定第一次大極殿地区南' １１の調査と今回の朝堂院南門の調査に

よって約9 6 0 尺（2 8 5 ｍ）と確定した。また，朝堂院南門地区では５時期の変遷があり，とくに

門は中断期（ｃ期）をはさんで建稗えられていることが判りj した。各時期の絶対年代を決定す

る資料は得られなかったが，おおむねＡ期が8 1 1 t 紀初頭，Ｂ期が８I I t 紀前半，Ｃ期が８世紀r l J

頃，Ｄ期がＣ期以後奈良時代末まで，Ｅ期が９世紀初めの平城上里の時期に比定できる。

東院園池西南地区の調査（第1 2 0 次）第４４．９９．１１０次調森によって東院地区東南隅の閲池（S G

5 8 0 0 ）とその周辺の様和が次第にﾘ j らかになっている。今1 1 1 の調査はS G5 8 0 0 の西辺及び南面

大垣・二条々間大路の様相を明らかにするため実施した。地1 1 1 は灰黒粘土・背灰砂がベースで

東南に緩やかに傾斜する。地1 1 1 而には占戦時代の溝・土城がある。検出した主な遺構は，掘

立柱建物1 8 棟・塀1 4 条・溝2 8 条・井戸２荻・池１雄・通路１条で，８時期に区分できる。

Ａ期東院造営から庭園造営に至るまでの時期。建物としてまとまるものはない。主な辿構

に溝SD9272A・９３２１．９３２２．９３２６．９３５１．９３６１．９３６２．５７８５．５２００Ａがある。SD9272Aは

南面大垣築造以前の東西溝で，的門周辺（第3 9次）で検出した東西塀S A 5 5 0 5 と時期的に対応
するが，東西塀そのものは本調湖又まで延びていない。ＳＤ5 7 8 5 . 5 2 0 0 Ａは二条々 間大路S F

5 9 4 0 の南北側溝。両側溝はのち改修するが，この時期の道路幅が蚊大である。他の溝はS D
9 2 7 2 A に接続させている。

Ｂ期園池S G5 8 0 0 Aとその付属施設及び南面人嫡S A5 5 0 5を設けた時期。S G5 8 0 0 Aは汀
線が比較的単調で，傾斜の強い而職擁唯を築いて挫岸とする。四辺では改修があり，北岸及び
南岸の一部で石砿擁確を埋めて大きな玉万のスロープをつくり，半島を突出させる。ＳＧ５８００

Ａの西南隅には玉石組の蛇行溝S D5 8 5 0と南北溝S D9 2 7 5が収付く。S D5 8 5 0は曲水の宴に，

S D9 2 7 5は常時の排水に利用されたのであろう。蝋池の西は束面火１両から西約7 0ｍに位置する
玉石組の南北溝SD9280で画す。そのi j L i には南北塀ＳＡ9343 . 9344で西辺を面す北庇付東西棟
建物S B9 3 0 0と井戸S E 9 2 9 5を配す。S A5 5 0 5は堆嫡砿土の一部と掘込地業を確認した。玉石
組の北雨落溝S D9 2 7 2 Bと南雨落瀧S D9 3 7 5の心々 距離は2 0尺，築地基底幅は寄柱痕跡から７
尺に復原できる。

Ｃ期閲池四方を改作した時期。剛池をI I l I i すSD9280を廃し，玉万溝ＳＤ9281 . 9335を伴う
南北塀ＳＡ9287 . 9325を設けて幅16. 6ｍの南北に細長い区I I I 1 i をつくる。この区画の北には雨落
溝S D9 3 0 8を伴う東西棟建物S B9 3 1 0，南には目隠塀S A9 2 9 1を設けて南而大垣に門ＳＢ９４００
Ａを開く。S B9 4 0 0 Aは束院地区の西辺から約；3に位綴する。S E 9 2 9 5 はこの時期にも存続す

る可能' 性が強い。

Ｄ期園池を改作（S G5 8 0 0 B ）した時期。閑池西方も様相が一変する。S G5 8 0 0 B は旧状を

－２７－
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踏襲するが，汀線を広げ，スロープを緩やかな玉石敷とする。また，半島を拡張し，半島と池

尻に奇岩を加える。園池西方もこれにあわせて全面的に玉石を敷く。S A 9 2 8 7 を廃して造営方

’ 位より北で西に約3 . 振れる南北塀S A 9 2 8 8 を設け，ＳＡ9 2 7 5 . 9 3 3 0 . 9 3 5 0 を接続させる。それ

ぞれに玉石溝ＳＤ9 2 8 2 . 9 3 0 7 . 9 3 4 5 が伴う。S A 9 3 3 0 の南面，S A 9 3 5 0 の東面の玉石敷には，

柱筋に直交する方向に幅約1 0 c mの目地を入れているが，性格が明らかでない。３条の塀で囲ま

れた内部は広場として利用されたのであろう。S A 9 3 5 0 の南には総柱建物S B 9 3 4 0 があり，南

面大垣にI I 1 S B 9 4 1 0 を開く。この位置は東院地区のほぼ中央にあたる。二条々間大路南側溝は

北に約３ｍ移す（S D9 7 8 6 ) 。

Ｅ期Ｄ期のＳＡ９２８８・S D 9 2 8 2 を踏襲し，その西には玉石組の南北溝S D 9 3 2 8 を伴う南北

塀S A 9 3 2 0 A を設けて通路状の区画をつくり，南に目隠塀S A 9 2 9 0 を設け，南面大垣に門ＳＢ
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9 4 0 0Ｂを開く。S A9 3 2 0 Aの西には東庇付南北棟建物S B9 3 5 5を配す。

Ｆ期ＳＡ9288. 9320Ａを廃してＳＡ9289. 9320Ｂを設ける（東西幅約13. 5ｍ) 。SA9320B
の西には間仕切のある束庇付南北建物S B9 3 6 0を配す。二条々 間大路北側溝は南に約３ｍずら
し，南側溝は幅を狭める（SD5200B・5787 ) 。両側溝とも玉石で護岸する。拡張した嬬地には
南庇付東西棟建物SB9390Aと東西棟建物SB9380を設ける。両建物は東西塀SA9385と南北
塀S A9 4 1 5で画す。

Ｇ期Ｆ期の配侭をほぼ踏襲。通路状区画に東西棟・南北棟建物ＳＢ9 2 9 2 . 9 3 1 5 , ＳＡ９３２０
Ｂの西に間仕切があるS B9 3 6 5と時期の降る南北塀S A9 3 7 0を配すｏＳＢ９３９０Ａは庇を改作
する（S B9 3 9 0 B) 。

Ｈ期S G5 8 0 0 Bの西に瓦蚊溝などがあるが，後世の撹乱のため遺構配置が明らかでない。
この時期二条々 間大路南側溝はさらに北に移す（S D5 7 8 8 ) 。濡地に小規模な建物群があり，２
小期に区分できる。Ｈ１期には東西棟建物ＳＢ9376 . 9388があり，塀ＳＡ9379 . 9416で画す。西
には南北溝SD94 0 6を設ける。SB93 8 8はこの時期にSB93 8 9に建替える。Ｈ２期には東西棟・
南北棟建物ＳＢ9 3 7 7 . 9 3 9 3をたて，西に井戸屋形S B9 3 9 5を伴う井戸S E 9 3 9 6と玉石溝ＳＤ

9 4 0 5を設ける。

遺物遺物は多量で，主に二条々間大路両側溝及び嬬地付近から出土している。木簡は計

1 0 8 点, 木製品は計5 5 0 点｡ 瓦博類のうち軒瓦は計5 5 8 点で, 平城宮第Ⅲ期（天平1 7～天平勝宝年間）

の瓦が半数を占める。進構との関連でみるとS D2 8 0 0 Aから和銅７年・養老５年の紀年木簡，

天平1 2年以降に比定できる国郡郷里併記の木簡及びⅣ期（7 5 0～7 6 5）の土器，Ｂ期のＳＢ９３００

の柱抜取穴から第Ⅲ期の軒瓦，S E 9 2 9 5 の下層からⅡ期（7 1 0 ～7 2 5 ）の土器と第Ⅱ期（養老５～

天平1 7 ）の軒瓦，井戸埋土から第Ⅲ期の軒瓦，S G5 8 0 0 Bから平安時代初頭の施紬陶器など，

Ｈ期のS D 5 7 8 8 の溝底の土職から奈良時代末～平安時代初頭の土器が出土している。なお，

門S B 9 4 0 0 B から扉の地摺や方立の柄穴などが穿たれた木製扉口地覆を転用した礎板（5 4 . 7 ×

33 . 2×7 . 7c m) が出土した。

まとめ今回の調査で園池S G5 8 0 0 B の全容がつかめ，東西・南北とも鼓大幅約6 0 ｍ，総面

稚1 5 2 0 ㎡に及ぶことが明らかとなった。また，園池とは溝・塀で区切られた西方の一画は８時

期の変遷があること，二条条間大路は次第に道路幅が狭くなっていることが判明した。各時期

のうちＢ期は出土遺物から天平年間を巾心とする時期に比定できるが，S G 5 8 0 0 A の造営開始

時期については改修の有無の確認を含めて今後の検討を必要とする。S G5 8 0 0 B の造営がはじ

まるＤ期は平城遷都後の天平勝宝年間の造営，Ｈ期は奈良末～平安初頭に比定できる。

２．平城京の調査

左京三条四坊七坪の調査（第1 1 6 次）奈良郵便局庁舎建設に先立ち，七坪内の西南部分にあたる

約％を発掘調査した。検出した主な遺構は，掘立柱建物2 5 棟，塀７条，道路１条，溝５条，

井戸２基，土猫及び和同開弥鋳造に関係したと思われる焼土を含んだピット群などである。そ

－３０－
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が大きく，柱筋がよく揃う計画的な配置となってい

る。

Ｄ期：坪の利用は１町と考えられ，東西棟S B

1 8 3 5 をはじめ６棟の建物と２条の塀とから構成され

る。建物規模は柱間が６～８尺と比較的小さく，ま

た，配置は計画' 性にやや欠ける。

遺物：出土遺物は多岐にわたっているが，瓦の出

土量は極めて少ない。特筆すべきものとしては，焼

土ピット群から大量に出土した和同開弥銭箔片や周

縁に甲張りのついたままの鋳放し和同銅銭及び和同

銭の鋳造に使用したと思われるるつぼ，ふいどの羽

口等がある。和同銭や銭施の多くは開の字を「関」
につくるなど新和同に属する。

まとめ，今回の調査で七坪の変遷を知ることがで

きた。それぞれの時期は，出土遺物から，Ａ期が奈

良時代初頭，Ｂ期が奈良時代中頃から後半，Ｃ期が

奈良時代末期，Ｄ期が平安時代初期にあてることが

ＳＥ

の結果，七坪は奈良時代初頭から平安時代初期にかけて継続的に利用されており，大きくＡ，

Ｂ，Ｃ，Ｄの４時期に区分できる。

Ａ期：七坪は，坪内小路ＳＦ1 8 9 0 （瀧心々で幅約3 . 6 ｍ) によって南北に２分して利用される。

坪の南半では東西棟建物S B 1 8 3 1 を中心に，柱筋をほぼ揃えて南北棟S B 1 9 0 0 が建つ。坪内小

路心から約3 6 ｍ（1 2 0 尺）南に柱間７尺の東西塀S A 1 7 9 0 が建つが，これは敷地内を区画する塀

と考えられる。坪の北半の利用形態は，今回の範囲では不明である。ただ，南北溝S D 1 8 9 2 が

坪の南北中心線上に位侭するので，これを坪分割満とすると坪の北半を更に細分して利用した

可能性がある。

Ｂ期：坪割はＡ期のものを踏襲する。坪の南半の西半の区画には，東西棟建物S B 1 9 0 5 を中

心に各建物が建つ，東半の区画では，東西約2 0 ｍ，南北約1 5 ｍの範囲に和同開弥鋳造工房に関

係すると推定される焼土ピットが多数分布する。この時期は一部の建物等に建替えがある。即

ち，南北棟S B 1 8 2 9 を廃して東西棟建物S B 1 8 2 2 が建つ。また，その南に南北棟建物ＳＢ１７９１

及びS B 1 7 8 1 が新たに建つ。そして，東西塀S A 1 7 9 3 及び南北溝S D1 7 8 3 は後に鍵型の塀S A

l 7 92に替わる。

ｃ期：坪割の小路は廃絶し，坪の利用は全域すなわち１町分になる。四面胴付の東西棟建

物S B1 8 1 7 を中心に東側に南北棟建物S B1 8 2 6 南側に東西棟建物S B1 8 1 3 が建つ。この建物の

桁行中央間のみ1 0 尺と広く，S B 1 8 1 7 の中央間と揃えている。この時期の建物は全休に規模

Ａ
Ｙ＝- 17850 . 0

１０１１，

第1 2 1 次発掘遺椎図

０
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できる。また，平城京造営当初から，坪を分割する施設として坪内小路が存在すること，及び

平城京内において和同開弥を鋳造していたことが確認できたことは重要である。なお，この調

査結果は’ 「平城京左京三条四坊七坪発掘調査概報_ ! （奈良脚立文化財研究所1 9 8 0 年３ｊ] ）として公

刊した。

左京三条二坊六坪の調査（第1 2 1 次）特別史跡平城京左京三条二坊六坪宮跡庭園の発掘調査であ

る。調査区は第9 6 次( 昭和5 0 年度）の北東及び南側の２ケ所であるが，南側の調査区では奈良時

代の顕著な遺椛はない。北東の調査区からは，掘立柱建物２棟，塀１条，満３条，土脳などを

検出した。時期区分は従前と同じくＡ，Ｂの２時期に区分できる。東西棟建物S B l 5 5 2 はＡ期

に属し，桁行７間，梁行２間，柱間寸法1 0 尺等問と規模が確定した。内部には，掘立柱の棚状

の施設がある。東西棟建物S B 1 9 8 5 は桁行４間，梁行２間，柱間寸法７尺等間でＢ期に比定

される。斜行溝S D1 5 2 5 は旧河川S D l 5 6 0 の流路を利用して掘られる園池の導水路である。ま

たS D 1 5 4 5 は北而築地の南雨落溝で，南岸には橋梁の据え付け痕跡と思われる三条の溝状遺椛

S X 1 9 9 0 がある。

おもな遺物にはS K 1 9 8 3 から出土した「侍従」と記する堪普土器，S D1 5 4 5 から出土した多

量の土馬，またS D1 5 2 5 の下層から出土した木簡3 8 点がある。木簡には和銅三年の年紀のある

もの，北宮と記したものなどがある。今回の調査は小面職であったが，園池の導水路を検出し

たのをはじめ，この坪の建物等が坪心からy l 初1 0 尺方眼のち７尺方眼上に配侭されることを改

めて確認できた。また出土遺物からもこの地が平城宮と関係した公的施設でありしかも造営当

初から存在したことも再度裏付けたといえよう。なお，今I i I l の調査結果は「平城京左京三条二

坊六坪発掘調査概報」（奈良市教育委員会1 9 8 0 年３月）として公刊した。

条坊遺構の調査（第11 8次－８，１２，２２，２３，３１次）平城京内における条坊推定位置での開発索業
の場合，小規膜であっても事前調査が行なわれることが多い。1 9 7 9 年度の調査で条坊遺構を

確認できたのは別表に示す５件であった。この

うち左京三条一坊十五坪の調査（第1 1 8 - 8 次）

は，ホテル建設に伴なう調査である。発掘区は

十五坪の東端にあたり，東一坊大路の西測溝を

はじめ掘立柱建物３棟，溝，旧河川，土城など

酬流次数

鋼1 1 8 - 8 次

第１１８－１２吹

鋪1118- 22次

碗 １１８－２３次

第１１８－３１次

位 説

左京冥条一坊｜･ 五坪

ｨ『京五条. 邑坊ｉ･ F I I 坪

[ - 三条一坊八脚左恥

左蝋〔乏条茜坊坊| Ⅲ雛

ｲ 『京一条呈坊閣一坊大路

条坊週拙笛 柵

〔一坊大路両側柵 3 ～4 ｍ以上

i : 条条i l I l 路南側柵 ３ｍ以上

２条大路南側櫛 約3. 5ｍ

：坊坊間諮西側筋 約2 . 5ｍ

閲一坊大蛾路I i I i

を検出した。南北棟建物S B l 9 4 7 は，桁行４間条坊遺構の調査表

以上梁行２間，柱間寸法７尺等間である。南北棟建物S B 1 9 4 8 桁行は３間以上，梁行４間，東

西廟付である。西側のS B 1 9 4 9 はS B 1 9 4 8 とよく柱筋が揃うので，これと併存する南北棟建物

と考えられる。柱掘形の切り合いからS B 1 9 4 7 →S B 1 9 4 8 ，S B l 9 4 9 の順に雌替えを行なって

いる。南北溝S D 3 9 3 5 は，東一坊大路の西側溝で，東岸は調査区外となる。S D 1 9 3 5 は石組の

東西溝で，十五坪の東西I l l 軸上に位掻しており築地下を通ってS D 3 9 3 5 と続く東西溝の暗渠部

分と考えられる。

－３３－
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第1 1 8 - 8 次発掘遺構図
ている。

薬師寺東僧房の調査本調査は東僧房の再建工事に先立ち，その復原資料を得ることを目的と
して行なった。薬師寺東僧房については昭和4 5年に，薬師寺発掘調査団（団長杉山信三博士）が
基域南縁の全長5 5ｍと第１房を明らかにし，東僧房の位置，規模および房の間取をほぼ確定し
ている。今回その既発掘区を含め，大房第１房から第９房までの全面発掘を行なった。
遺構の保存状態は第１．２房は良好であったが第３房以東はきわめて悪く，礎石はすべて抜
きとられていた。大房の基坑は砂質土と粘質土を互層に約6 0 c m稜んでいる。基鞭南端には人頭

大の玉石や玉石抜取り痕跡があり，基壊は玉石積基聴となろう。しかし大房基聴北端には葛万
はない。南側避峨の出は南側柱心から2 . 1 ｍである。この遮域に接して南側には幅1 . 2 ｍ，深さ

0 . 4 ｍの雨落溝がある。大房（第１房～９房）は食堂と棟心をそろえている。各房は梁行が４間

( ９尺÷1 0尺十10尺十９尺) ，桁行が２間（10尺十10尺) で，前・巾・後の３室に分けられる。内部
は土間床である。第１・第２房の正面には凝灰岩の地覆石が2 0 尺の間I ｣ を引通しており，中間
に礎石据付掘形は存在しない。地覆石の内側に接して中央部分7 . 5 尺にわたって凝灰岩を並べ
ており，西側に袖壁を設け，中央を開口部としていたらしい。巾室正面には礎石据付掘形が２

個所あり，３間にわりつけ，巾央問を扉口としているらしい｡ 背面には巾央に礎石据付掘形があ
り，２間にわたりつけており，西側には地憧に用いた瓦の抜取り痕跡，東側には中央より東７
尺に円形の礎石据付掘形がある。この掘形は方立柱礎石据付のものであると考えられることよ

遺物には，瓦鱒類，土器類，木簡な

どがある。木簡は1 8 点あり，すべて破

片または削り屑で，S D3 9 3 5 の北寄り

の下層からまとまって出土しており，

そのなかに「丹波国口上郡亡｣ ，「．丹

波国綾部□ ｣ ，「雑謄」などと墨苫した

ものがある。また，同じ場所から馬

骨が一個体分‘ 横たわった状態で出土し

０

薬師寺東僧房発掘遺構図
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り西の間は畦，束の間は東端３尺を雛，残り７尺を後室への扉口としているようである。第１

・２房の中塞には西および束寄りにそれぞれ束石の抜き取り痕跡があり，西側に床を東側に棚

を設澗していたのであろう。後室は２窪に分けられ, 東側は背面に扉１１や鞭の痕跡はなく，開放

となっていたようである。大房の北側柱心から2 . 4 ｍ北には容腸ごとに西側柱筋を大房の腸境

にそろえた１間の礎石据付伽形がある。これは西{ 脚腸と同様に南北棟の付隅屋南側柱位置にあ

たる。この南側柱礎石掘付掘形の下層で素掘りの東西溝（幅0 . 8 ｍ，深さ0 . 4 ｍ）を検出した。溝

は大腸の北雨落溝と考えられ，創建当初には｛､ l ･ 屈屋は存在しなかったことが明らかとなった。

東僻房創建の時期については人腸の礎石据付掘形の底に敷いてあった新しい軒瓦が平城満軒

瓦締年の第Ⅱ期にあたることから，養老５年から天平1 7 年頃であろうと考えられる。一方東僧

房の廃絶の時期については，焼失した東僧房の第１房より出土した土器より1 0 1 1 t 紀後半頃と考

えられるので，束僧房の焼失は長和４年（1 0 1 5 ）に撰述された「薬師寺縁起」に記戦されてい

る天禄４年（9 7 3 ）の食殿厳瞳子桁所からの出火による僧房焼失の記載とも予盾しない。今回
の発掘区内においては，東僻房は焼亡後再建されていないことが明らかとなった。

出土遺物には瓦・土器・銭貨がある。瓦はおもに南雨落溝・土城・礎万据付掘形より出土し

た。この瓦のI | ｣ には平安時代以降のものも含む。土器は点数は少ないが，土師器・須恵器・緑

紬陶器・灰紬陶器・青磁が出土した。この他に土城巾から2 0 0 点余の瓦器椀・皿がまとまって

出土した。銭貨は富寿神宝で，土脳中より５枚璽なって出土した。

薬師寺西面大垣この調査は住宅新築に伴う弔胸: 前調森で，調炎地は薬師寺推定西北門の北7 6ｍ
の地点である。当該地は薬師寺のi ﾉ L i I h i をl i I I i す大垣遺椛の存在が想定されていた。検出した遺構
は大垣の基峨である。大堀は地1 1 | を削りだした避域上にきめの細かな土をつき間めたもので，

藤壊幅5 . 2 5ｍ残存高1 . 3ｍである。雄域の西外方には幅2 . 3 5ｍ，深さ0 . 8ｍの空掘が接する。こ
の大晦積み土内にも瓦器・羽釜片が含まれており，I l I Ht に火埴の修築がおこなわれたことが考

えられる。

東大寺境内この調査は東ﾉ <寺祭器庫雌設j 参定地の' ｊｆ前調査で，発掘地は仙坊推定地に北接す
る地域である。当該地は江戸初期の「東人寺寺巾寺外惣絵図」にみられる塔頭金蔵院にあた
る。検出した主な遺椛は石組の東西溝２条，‐ 上猫ｌ蛙である。滴組東西溝は幅約３ｍ，深さ
0 . 7 ｍあり，幹線水路ともみられる。溝埋土出土遺物から労え，この東西溝は鎌倉時代以降の
ものである。この溝を埋めた後，その北約1 . 5ｍに石組東幽溝が掘削される。溝幅は0 . 6ｍであ
る。ノ; ､ 回検出した遺構より，僧房の北限を東西幹線水路以南に求めることが可能となった。

西大寺この調査は四人寺僧徒会館建設予定地の‘ l f 前調洗で，発掘地は閣燃跡の南側である。
検出した遺構は奈良時代の南北棟建物１棟( 東側柱列３間分) ，東西棟建物（３間×２間）２棟，そ
れに近吐以降の井戸と上水施設である。今回の調汽地は平城京右京一京二坊七坪にあたり，検
出建物は西大寺創建以前のものである。（背原正明・毛利光俊彦・岨井伸雄）

－３５－



飛鳥。藤原宮跡の調査
飛鳥・藤原宮跡発掘調査部

藤原宮第2 7 次（東面北門）の調査との調査は，藤原宮東面北門の位置及び規模と三条大路計画

線の確認を目的として実施した。調査地は，藤原宮大極殿の北東約5 0 0 ｍの水田で，昨年度に

実施した第2 4 次調査地に北接する。調査の結果，東而北門，東面大垣，東内濠，東外濠，及び

掘立柱建物３，溝１，土砿１を検出した。

東面北門S B 2 5 0 0 は，削平により，基域土，礎石を全くとどめていなかったが，数ケ所に残

る根石から，東西２間，南北５間の礎石建物であることが判明した。基域の掘り込み地業はみ

られず，北面巾門( 第1 8 次調査) でみられたような，礎石据え付け位蔽にのみ版築を施工すると

いう基礎工法も認められない。柱間寸法は，梁行，桁行とも5 . 1 ｍ（1 7 尺）等問で，平面規模

は，藤原宮北面中門，平城宮朱雀門に一致する。東面大垣S A 1 7 5 は，宮の東を限る掘立柱塀

で, 門の南側で４間分, 北側で１間分を検出した。門の南側では，いずれも柱を東方へ抜き取っ

ている。柱掘形は一辺約1 . 5 ｍの方形である。柱間寸法は，第2 4 次調査の結果と同様，2 . 6 6 ｍ

（９尺）等間で，門への取り付き部分も９尺となる。東内濠S D2 3 0 0 は，東而大垣S A 1 7 5 の西

約1 2 ｍに位置する素掘りの南北溝で，総長3 7 ｍを検出した。濠の断面は逆台形で，堆積層は３

層に分かれる。第１層からは瓦, 第２層からは多趣の土器, 第３屑からは瓦, 土器が出土した。

木簡は少量出土したにとどまる。東外濠S Dl 7 0 は，東面大垣S A 1 7 5 の東約2 0 ｍにある素掘り

の南北溝で，幅約5 . 5 ｍ，深さ約1 . 2 ｍである。総長3 0 ｍを検出した。濠の断面は逆台形で，堆

積層は４層に分かれる。第１層から少餓の土器，第２層から多量の瓦，第３屑から木簡をはじ

めとする木屑，瓦，土器，第４胴から，木屑が主として出土した。外濠堆砿土の第１届は，内

濠の第１層同様，埋め立てた土層である。掘立柱建物S B2 2 9 0は，第2 4次調査で検出した「‘ 依
舎」あるいは「厩亨」と推定される南北棟で，今回の調盗で桁行７間の建物と確定した。柱掘
形は一辺1 . 0～1 . 2ｍの方形で，柱間寸法は梁行2 . 1ｍ等間，桁行は南３間が1 . 8ｍ等間，北４間
が2 . 1ｍ等間である。掘立柱建物S B2 5 7 5，S B2 5 7 6は，発掘区西辺にかかって南北方向に並
ぶ柱穴列で，東西棟建物の東妻側柱の柱掘形の一部を検出したにとどまる。S B 2 5 7 5 は，梁行
約3. 0ｍ等間，SB2576は，梁行約2. 4ｍ等間である。SB2576の東南隅柱掘形には礎板が残っ
ていた。これらの建物が内濠よりも西にあることから，この建物の一画が官簡地区であること

を予想させる。S D2 2 9 5 は，大垣S A1 7 5 の束約1 1 . 2 ｍに位置する素掘りの南北溝である。幅
約0 . 6ｍ, 深さ約0 . 7ｍで, 溝の断面形はＵ字形を呈する｡ 2 7 , 分を検出した。土壌S K 2 5 8 0は，

内濠の西にあり，発掘区北西隅でその一部を検出した。深さは0 . 3 ｍ程であったが，藤原宮式
軒丸瓦を含む多湿の瓦片を出土した。宮造営に際しての廃材を投棄した土職と考えられる。

藤原宮造営直前の遺構としては，三条大路計画線と掘立柱建物１がある。東西道路ＳＦ２４００

は，三条大路計前線で，２条の東西溝ＳＤ２５５０・S D 2 5 5 5 は，その南北側溝である。南側溝Ｓ

－３６－
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D2 5 5 0は，幅約1 . 1ｍ，深さ約0 . 3ｍの素掘りの満で，内濠と外濠の間で総長2 5 , 分を検出し
た。北側溝S D2 5 5 5は，幅約1 . 2ｍ，深さ約0 . 3ｍの素掘り溝で，外濠の束で断続的に残存し，
総長47 , 分を検出した。両溝の心々 距離約9 . 0ｍ（３丈）で，三条大路路面幅は７．８ｍとなる。
掘立柱建物SB25 0 5は，外濠の東，SB22 9 0の北東にある南北棟で，方位は北で西に3 . 4 0 ' 偏
している。柱間は，梁行２間（1 . 7ｍ等間) ，桁行は，東側が３間（1 . 6ｍ等間) ，西側が２間（2 . 4
ｍ等間）である。南西隅柱抜き取り穴から藤原宮期の土師器護，韓竃が出土している。斜行溝
S D2 5 2 5 は，大路北側溝S D2 5 5 5 の北を流れる溝で，外濠より西で2 5 , 分を検出したが，外濠

の東では検出できなかった。幅1 . 2 ｍ前後，深さ約0 . 4 ｍの古城時代前期の溝である。

藤原宮廃絶後の遺構には，建物１，塀２，井戸３，土城多数がある。宮廃絶臓後の遺構とし

ては，掘立柱塀S A2 5 2 0，土峻ＳＫ２５６５・S K 2 5 7 3がある。S A2 5 2 0は，北門束側柱列と外濠

心のほぼ中間にある南北塀で，６間分を検出した。柱間寸法は1 . 8 ｍ等間で，北でわずかに東

に偏する。北から３番目の柱掘形の底には，軒丸瓦6 2 7 5 Ａを含む瓦が蚊かれていた。土壌ＳＫ

２５６５・S K 2 5 7 3 は，西側部分が内濠にかかる土砿である。S K 2 5 6 5 は，東西約1 . 0 ｍ, 南北約0 . 9

ｍの浅い土砿で，瓦片を出土した。S K 2 5 7 3 は，東西約2 . 7 ｍ，南北，約１．８ｍ，深さ約0 . 9 ｍの
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長方形土砿で，藤原宮式軒丸瓦を含む瓦と，少餓の土器片を出土した。
第27次調査で出土した主な遺物は，土器．瓦．木簡であり，その大半は，内濠と外濠から出
土した。内濠出土の土器は，第24次調査の結果と同様の傾向を示している。墨書土器には，

ロ１

｢醤」「麦' 一|」などの文字が認められるものがある。このほか，製塩土器．土馬などが出土して
いる。出土瓦には，軒丸瓦．軒平瓦・鬼瓦．漢斗瓦．丸瓦・平瓦がある。軒瓦は総数367点の
うち, 343点が内濠．外濠からの出土で，これらの多くは, 外濠の北門の東から出土している。
この地点では，軒丸瓦6274Ａａ‘ 6276Ｃ・6279Ｂ，軒平瓦6646Ｃ、6647Ｃ型式が８割以上を占
める。北門所用軒瓦の組み合わせを考える貴重な資料となろう｡第２4次調査で出土した三重弧
文鬼瓦の同一個体が数点出土した。この鬼瓦は，外濠の南北60ｍにわたって散在していたこと
になる。

東面北門地区出土木簡木簡は外濠から878点，内濠から２点出土した。前年調査の，隣接する
24次調査地区では奴碑関係の木簡が集巾していたが，今回は「宮奴」と判読可能なもの，点だ
けである○年紀のある木簡は３点あるが，いずれも和銅元年である。貢進物荷札もすべて「郡」
表記’ 位階表記も大宝令制のものであるので，他の木簡も大宝令以後のものとみて大過ないだ
ろう。全休を通じて際だった特徴のようなものは窮えないが，文書風木簡では官司名を記した
ものが比較的目につき，貢進物荷札では吉備関係のものが多い。官司名としては左右馬寮，神
祇官，造兵司，内膳司，織部司，造酒司，皇太妃宮職，造木画処等がある。このうち皇太妃宮
職．造木画処は初見の官司だが，前者は天皇の母で妃位にあった者の称である皇太妃に対して

設置された官司とみられ，興味深い。後者の木画とはモザイク装飾の一種で，正倉院には木画

を施した工芸品が現存する｡ この他に注目すべき木簡としては，（表）「少子部門衛士□ 」（裏〕

「送建部□ 」と記したものがあり，宮城門号に少子部門のあることが始めて知られた。これに
〔門力〕

より平城宮小子門も氏族名を付. した宮城門号であることが明確になり，藤原宮から平安宮に至
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る門号の変遷に新たな材料を提供した。建物の名称としては「口大殿」「南細殿」と記す木簡
がある。さらに「備中国下道郡矢川部里春税五斗」と記した荷札があるが，春米を春税と記し
たものは木簡では初見である。また「伊豆国出方郡口自牟里次丁二分調口亡」は次丁（老丁．

〔荒力〕

残疾）の納める､ ﾐ丁の２分の１の調荷札として珍しい。寺院名を記したものとして「人官大寺」
と記した小片があるが，この時期には既に大安寺と称していたと兄られるので，この木簡をど
のように考えるか検討を要する。

藤原宮第2 8次（国道1 6 5号線橿原バイパス）の調査この調査は，国道1 6 5号線儒原バイパスの予定

路線で，工奮に先立って実施したものである。調査地は藤原宮第2 5 次調査区に南接し，さらに
西に折れるＬ字形の地区で，西三坊坊間小路の存在が予想された。調査の結果，藤原宮期の遺
構として，掘立柱建物４，井戸３，土職２，溝１，四三坊坊問小路の東・西両側溝を検出した。
掘立柱建物S B2 7 5 0は，調査区東南隅で検出した２間×５間の東西棟である。東西の妻柱I l 1
央は，礎石を置いている。柱掘形は一辺0 . 8 ～1 . 2 ｍの方形ないし長方形である。柱間』. 法は梁

行・桁行とも2 . 4 ｍ等間である。東南隅の柱痕跡位侭から土師器蕊が出土している。北側柱は，

東西溝S D2 7 5 3 を切っているが，S D2 7 5 3 からは藤原宮期の土器が出土しており，満も西妻ま

でしか掘られていない。S D2 7 5 3 とS B 2 7 5 0 は相前後して構築したもので，S D2 7 5 3 はS B

2 7 5 0 の計画溝と考えられる。溝幅0 . 4 ｍ，深さ0 . 3 ｍである。S B 2 7 4 1 は，１間× ２問の掘立柱

建物で，梁行2 . 4ｍ，桁行1 . 5ｍの小規棋な東I 1 I E i 棟である。S B2 7 4 4，S B2 7 4 5は，S B2 7 5 0の

西７ｍにあり，重捜している東西棟建物である。索復関係ではS B 2 7 4 4 の方が新しい。S B

2 7 4 4 は，１間× ２間で，梁行3 . 0 ｍ，桁行2 . 7 ｍと考えられ，S B 2 7 4 5 は，２間× ３間で，梁行

1 . 7 ｍ，桁行2 . 0 ｍである。この２棟以西には建物は兄> I 1 らない。井戸S E 2 7 4 2 は，調査区北端

で検出した楽掘りの井戸である。掘形で東西長2 . 4 ｍ，深さは1 . 7 ｍである。井戸内からは土ノト

のほか, 木製品・土器が出土している。井戸S E 2 7 4 3 は，S B 2 7 5 0 の北1 3 ｍで検川した系仙I | りの
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円形井戸である。径3 . 0 ｍ，深さは1 . 9 5 ｍである。井戸内からは藤原宮期の土器が出土した。

井戸S E 2 7 4 7は，西三坊坊間小路西側溝の西４ｍで検出した板組井戸である。内法方１．２，，
４段組としたものである。掘形は径3 . 6 ｍ, 深さは3 . 1 5 ｍである。井戸底面には曲物が置いてあ

った。S E 2 7 4 7 は弥生時代の自然流路上に構築している。土砿S K 2 7 5 1 ，S K 2 7 5 2 は, 西三坊坊

間小路東側溝の東1 0 ｍで近接して検出した。土鵬内には，焼土，石を含み，藤原宮期の土器が
出土した。SK2751は径2 . 8ｍ，深さ0 . 5ｍ，SK2752は径1 . 7ｍ，深さ0 . 4ｍである。使用に供
した土器類の一括廃棄の土漉と考えられる。溝S D 2 7 4 8 ，S D 2 7 4 9 は，西三坊坊間小路S F

2 7 4 0 の東西側溝である。溝の断面は，ともにＵ字形を呈する。東側溝S D2 7 4 8 は，溝幅約1 . 7

ｍ，深さは南で0 . 2 ｍ，北で0 . 6 ｍの素掘り溝である。西側溝S D2 7 4 9 は，溝幅約1 . 5 ｍ，深さ

は南で0 . 1 5 ｍ，北で0 . 3 5 ｍである。両溝の心々距離約7 . 2 ｍ，西三坊坊間小路S F 2 7 4 0 の路面

幅は5 . 6 ｍとなる。束側溝S D 2 7 4 8 からは，藤原宮期の土器がまとまって出土している。

今回，比較的規模の大きい掘立柱建物S B 2 7 5 0 を検出したが，S B 2 7 5 0 の建物位置は，藤原

京右京五条三坊の区画内にあたる。しかし，S B 2 7 5 0 は，坪の地割り計画と一致せず，周辺に

も，それに対応する建物がみられない点，京域の宅地利用状況を考える上で問題になろう。調

査区西方の飛鳥川寄りでは，建物は皆無である。この一帯は，弥生時代以降の，飛鳥川に流れ

込む自然流路が多く，そのため建物構築，居吻住には適さない一帯であったとも考えられる。し

かし，西三坊坊間小路が存在している点で，京の区画は，飛鳥川周辺の居住不適地帯に及んで

いたことは間逮いなく，京の地割り状況を知る上での材料をもたらしたといえよう。

藤原宮第２３－５次（西面大垣，西外濠）の調査との調査は，家屋新築に先立って実施したもので

ある。調査地は藤原宮大極殿の西方約4 5 0 ｍ，継手池の北方1 6 0 ｍにある水田で，藤原宮西面大

垣と西外濠の推定位置にあたる。調査の結果，藤原宮西而大垣，西外濠，南北溝を検出した。

西面大垣S A 2 5 8 は，調査区東端にあり，南北方向ｌ間分を検出した。柱掘形は一辺約1 . 3 ｍ

で，柱は西方に抜き取っている。柱間寸法は約2 . 6 6 ｍで，他の地区で確認している大垣の柱間

寸法とほぼ一致する。西外濠S D2 6 0 は，当初幅1 0 ｍ，深さ1 . 9 ｍに掘られた素掘りの溝である

が，数度の改修で，最終的には幅8 . 8 ｍ，深さ0 . 8 ｍとなっている。濠の堆積層は４層に分かれ

る。西面大垣S A2 5 8 と西外濠S D2 6 0の心々 距離は2 0 . 7 ｍである。南北溝S D2 3 7 5 は，西面大

垣S A 2 5 8 の西9 . 7 ｍに位置し, 溝幅1 . 2 ｍ, 深さ0 . 4 ｍの素掘りの溝である。東面大垣と東外濠の

守
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間にも，同様の南北溝を検出しており，南北溝SD2375も藤原宮に関係するものといえよう。
出土遺物には，土器，瓦博類，土製品，木製品，金属製品，石製品，銭貨，馬骨，植物種子
がある。そのうち，SD260からは，多蛾の土器のほかに，瓦，銭( 神功開宝，延喜通宝) ，土製
品（土馬，ミニチュア韓磁) ，金属製品（帯金具鉄釘) ，木製品，馬骨，植物種子などが出土し
た。SD2 6 0から出土した土器は，藤原宮期から111 1 1紀後半に至るものが含まれ，このうち瓦
器は最上層からのみ出土した。

今回の調査によって，藤原宮の西而大嫡，西外濠の一部を明らかにすることができた。東面
大垣，東外濠地区と比べると，西外濠には若干の相述がみられる。すなわち，大垣からの距離
には大差ないものの，西外濠の幅は，東外濠の約２倍の1 0 ｍとなっていることや，東外濠が平
城遷都直後に埋没したと考えられるのに対し，西外濠は，改修されながらも' ' 世紀後半まで，
水路として機能し続けていることである。これらの相述は，西外濠が，噸に宮城区画の濠とし

てだけでなく，宮造営当初より埜幹水路の１つと考えられていたこと，平城遷都後に，この地

域周辺で営まれた奈良・平安時代の集落でも水路として踏襲されたことを示しており，西外濠
が埋められた1 1 世紀後半以降に，周辺の土地利用は，大きく変化したと考えられよう。

山田寺第３次（講堂・北面回廊）調査山田寺の第３次調査は，識堂規模の確認を中心にしなが

ら，あわせて北面回廊の調査をもおこなった。

講堂（S B 1 0 0 ）は，礎石や地覆万が良好な状況で残っていることで著名であるが，今回調査

した講堂の束半部（現境内の東側）は，U l 治時代の水田化によって削平をうけ，礎石はもちろ

ん，基壇土すら残っていない状況であった。このため，調査では礎病抜取穴５，基埴地覆府抜

取跡２を検出したにとどまる。ただ，呪境内には創建時の位侭を保つ礎万が多く残っており，

その実測所見とも考えあわすと識堂の規模が復原できるのである。建物については，桁行８間

（総長3 3 ｍ) ，梁行４間（総長1 4 . 3 ｍ）であり，建物の１１１軸線は伽藤のそれと一致する。柱間寸法

については，１尺を0 . 2 9 7 5 ｍとするのがよく，桁行方向では' ' １６間が１５尺( 4 . 4 6 ｍ) ，両端間が

10. 5尺（3. 12ｍ) ，梁行方向では中２間が13. 5尺（4. 02ｍ) ，i I I j 端間が10. 5尺となる。

現境内に遺存する礎石は化樹器製で，一辺１ｍの方座上に，上１，径0 . 7 5 ｍのI 1 j 柱座を造出し

ている。このうち束西北３而の側柱列礎X T には，地覆座が造られている。また，礎石間には花

樹岩製の地獲石が配されているが，その一部には直径1 5 c mほどの軸摺穴がみられる。これらの

ことからすると，識堂建物の南面はすべて扉で開放し，束y ' [ i 両面は南の端間が，北面は巾央２

間分がそれぞれ扉口となっていたのであろう。

講堂の基壊化粧はすべて抜取られており，その痕跡（S X 4 6 0 ）を検出したにとどまる。その

位置は，東妻側柱から約2 . 1 ｍ（７尺）外方にあるから，それをもとに，東西1 2 5 尺，南北6 2 尺

の基域規模が推測できるのである。韮蛎化粧は，塔や金堂と同じく，地覆石に花樹岩，羽目石

・葛石に凝灰岩を用いた域上枝雑蛸であろう。なおﾙ I l 込地業はおこなわれていなかった。

北面回廊（ＳＣＯ8 0 ）は，東西両発掘区で検出した。東側の発掘区では，良好な状況で残る礎

－４１－
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石や雨落溝など４間分を確認し，第２次調査分と合わせると伽藍中軸線から東へ８間分検出し
たことになる。礎石は，いずれも花樹岩製で，一辺70c mの方座上に，上面径45c mの蓮華柱座を
造出し，北側柱列のそれは地覆座をもつ。

回廊基壇は，地山を削り出した基底部の上に版築土を稜み上げたもので，基壇縁には長さ３０
～80 c mの野面石を一列ならべて化粧としている。回廊の南雨落溝（SDO8 1）は，側石にのみ玉
石を用いた溝で，内幅は約60c mである。北の側石は韮埋の縁石を共用し，南の側石; はそれより
小型である。基埴北側の雨落溝は，旧地表面がもともと低かったと推定できるから，本来，設
けられなかった可能' 性が強い。
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前述した辿構以外に，溝や井戸・土職などの遺椛があり，これらは３期に大別される。７世
紀後半の工期には，土職ＳＫ430 . 450があり，平安時代のⅡ期には，土壌ＳＫ４３４．４４７，SX
445がある。そして鎌倉・室町時代以降のⅢ期には，井戸ＳＥ４３２．４３３．４８０，土砿ＳＫ４２５．
４４０．４５０，溝SD455などがある。このうち，S K44 0は鎌倉時代後半の土壌であり，埋土から
焼土や瓦とともに焚鐘の鋳型とフイゴの羽ｎ片が出土した。

出土遺物には，瓦津類・博仏・土器・金属製品などがあるが，第１．２次調査に比して出土
蛍は少ない。n l I 出寺式」軒丸瓦は，これまでの調査でＡ～Ｆの６種が確認されているが，今
回の調査では，Ｅ極を除く５種が出土した。その出土数は，Ｄ→Ａ・Ｃ→Ｂ→Ｆの順で，Ｄ種
が最も多い。このうちＡ・Ｃ種について，講堂周辺と北面同廊周辺とにわけてみると，北にＣ

種，南にＡ種の多いことがわかる。これまでの調査成果によると，金堂にはＡ種，塔にはＢ種
が多く，堂宇による使い分けがなされた可能性が高く，講堂については，今回出土数の多いｃ
．Ｄ種がその候補となろう。今回の調査では，噂仏の出土数は極めて少なく，講堂には博仏は
用いられなかったようである。

今回の調査成果として，まず，識堂の建物平面が確定したことがあげられる。講堂について

は，『諸寺縁起集』に記された「7 1 間四面」の記紋から桁行７問と考えられてきたが，今回の

調蚕によって，l l I I I 1 寺講堂が，飛鳥寺・四. 天王寺・法降寺のそれと同じく桁行８問・梁行４間
の建物であることが判明した。

北而回廊については，第２次調査分を含めて，伽藤巾軸線から東へ８間，西へ1 0 間の計1 8 間

分が確認できた。しかしながら，隅間を検出していないから，東西規模については，２０ないし

2 2 問の可能性を指摘するにとどまった。柱間の寸法については，原位濫に残る礎石からみる

と，梁行・桁行とも1 2 . 5 尺とみるのが適切である。ただこの寸法で回廊を復原すると，伽藍1 . ' －１

軸線を狭んだ東西各一間分が1 4 尺と広くなるから，そのﾐ ﾙ i 否はﾉ i ､ 後の課題といえる。

金堂・燃周辺は，奈良時代に瓦敷，平安時代にパラス敷で舗装されていたことが判りl してい

るが，識堂周辺ではそれらの痕跡はない。同様な覗例は，礎石蓮華座の有無についてもみられ

る。ともに回廊に囲まれた区阿内を聖域祝した結果であろう。

これまでの調査で，金堂・塔は1 2 1 1 t 紀のうちに焼失したと推定されたが，識堂・回廊の焼失

を示す辿構・遺物は今回検出されなかった。しかし，文献史料からすると，識厳の廃絶期も，

他の堂宇と同様，１２世紀後半頃とするのが妥当であろう。

大官大寺第６次（講堂・東面回廊）調査木年度は，満堂と推定されてきた土壊（S B 1 0 0 ）の北

方と，東而回廊の一部を発掘した。従前の調査で，礎禰建物S B 1 0 0 が金堂である可能性が高

まり，今回はその確認の意味からも，S B l O Oの北方に発掘区を設定した。調査の結果，S B

1 0 0 の北方で新たに大規模な礎洞建物S B 5 0 0 を発兄し，あわせて東面・北面両回廊の接続部を
確認した。

講蛾S B 5 0 0 は，S B 1 0 0 の北約7 5 ｍ（心々距離）で検出した桁行９間，梁行４問の礎石建物

－４３－



生一名。主5, 4。

大官大寺関連の上記の遺構以外に，４; 陳の掘立柱建

物と３条の掘立柱塀や溝がある。S B 5 1 1 は，梁行１

間以上，桁行５間以上の南北棟建物（柱間2 . 1 ｍ等間）

である。S A 5 1 2 は，柱間2 . 2 ～2 . 8 ｍの掘立柱東西塀。

３間分を検出したが，建物になる可能性を残す。S B

5 1 3 は，梁行１間（2 . 8 ｍ) ，桁行２間（柱間1 . 9 ｍ）の南

北棟建物である。S B 5 1 9 は，梁行１間（1 . 8 ｍ) ，桁行

１間（3 . 6 ｍ）以上の東西棟建物。S B 5 2 0 は，２間四‘
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である。基壇土は大半が失われていたが，礎石『の抜取穴1 0 ケ所を確認することができた。それ
によると，建物の柱間は，身舎桁行5 . 1ｍ（1 7尺) ，梁行5 . 4ｍ（1 8尺）等間であり，廟部分はS
B1 0 0と同様5 . 1ｍ（1 7尺）に復原されるのである。基坑規模については，掘込地業もおこなわ
れておらず，明確には知り難いが，基壇化粧に用いられた凝灰岩の破片の散布状態からする

と，東西約5 2 ｍ，南北約2 7 ｍの大きさが考えられる。なお，基壊の南北両縁近くに東西方向の
掘立柱列ＳＳ5 1 4 . 5 1 8 がある。これらは，S B 5 0 0 の造営に伴う足場痕跡であろう。

S B 5 0 0 の北約2 9 ｍの位置で，東西棟礎石｢ 建物（S B 5 4 0 ）の南側柱列を確認した。これは発

掘区北端に接して礎石落込み穴３間分（柱間3 . 9 ｍ）を検出したのみであるから，その性格につ

いては，僧房ないしは講堂を囲む北面回廊の可能性を指摘するにとどめたい。

東面回廊S B 5 0 1 は，今回，北面回廊との接続部を中心に５間分を調査した。検出した回廊

は，梁行柱間4 . 2 ｍ（1 4 尺）の単廊であり，桁行柱間は，中央の１間が4 . 2 ｍ，他の４間が3 . 9 ｍ

（1 3 尺）である。この広い中央間に北面回廊が接続することは誤りなく，東面回廊がさらに北

へ延びることが確認できたのである。
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方の総柱建物（柱間2 . 1～2 . 3ｍ）であり，柱穴の重複からS B2 1 9より新しいことが判る。S A
5 3 0 は，６間分（柱間2 . 0 ～2 . 1 ｍ）を検出した掘立柱南北塀である。これらの遺構のうち，ＳＢ
５１９．５２０，S A5 3 0は大官大寺以前の遺椛である。

瓦は調査区全体から多並に出土した。このうち軒瓦は大部分が「大官大寺式」のもので，他

に，川原寺式軒丸瓦や慈光寺式鬼面文軒九瓦がある。S B 5 0 0 周辺についてみると，軒瓦6 2 3 1

Ａ- 6 6 6 1 Ａの出土数が多く，S B 5 0 0 所用瓦の形式が判明する。この組合せは，S B 1 0 0 と共通

しているが，ただ製作技法や胎土などの点では塔・Ｉ| ' 門などの所用軒瓦6 2 3 1 Ｂ・C - 6 6 6 1 B．

ｃに類似しており興味を引く。

今回の調査で，これまで疑問の生じていた大簡大寺の伽賭配侭について，一定の解決がえら

れたのである。すなわち, 伽藍' ' －１軸線上のi E 面に位r i する鼓大規模の建物S B l OOを金堂とし，

その背後に並ぶ同規棋の建物S B 5 0 0 を誰堆と理解するのである。従前の調盃によると，大官

大寺の遺構は，いずれも火災によって焼亡しており，辿構の状況や所用軒瓦から焼亡時にS B

1 0 0 は竣工していたが，塔S B 2 0 0 や中l I 1 S B 4 0 0 等は未だ基域化粧が施されておらず，このう

ち塔の建物は完成していたが，I l 1 l 1 I j は足場を組んだまま焼亡していたことが明らかになってい

る。今回発見した講堂S B 5 0 0 は，凝灰埼切石による雑域化粧が施されていたと推定され，ま

た軒瓦の型式からみてもその造作は，鳩などよりも先行していたと苫えてよい。おそらくS B

1 0 0 に引き続いて造営されたものであろう。

調査地位艇図( ' : ２０００)&難綴地区

こうして大官大寺の伽藍配続の大要が判明

した。ただI I i I 廊内西半部（堪と対称の位侭）が

空地になっている点が特異であり，今後，S

B 5 0 0 後方の建物S B 5 4 0 の性格付けの問題も

あり，今後の発掘調査の進展をまちたい。

桧隈寺第１次( 南門推定地) 調査この調交は，

| ﾘ j l l 番村の依頼をうけ，３１１研究所の飛烏地域

における寺院調査の一環として実施したもの

で，今回はその初年度にあたる。栓隈寺は，

現在，於美阿志神社の境内地となり，その北

端に講堂と推定される土壊が，南東に十三重

石燃の立つ燃跡が，そして南端に! . | ､ １門と目さ

れる- ｋ域が伐っている。今回の調査は，南門

の検出を主目標とし，中門土聴の南に調査区

を設定した。

調査地は東西方向の畦畔によって北区・南

区に分かれるが，両区とも床土下は直接地山

－４５－



となるところが多い。検出した適椛には，土職や小穴群があるが，いずれも中微以降に限ら
れ，古代に遡るものはない。しかし，北区西南部分に落し込まれた礎石の存在，北区東南部で
の礎石か基壊化粧材と思われる花樹岩・凝灰岩片，瓦の出土状況からみて，北区に何らかの建
物が，かって存在したことは推定できる。さらに，北区のうちでも南半中央部，すなわち中門
土壇から南約30ｍ付近に，遺構の稀薄な部分があり，そこにある時期まで土域が残存していた
と想定するのも可能であろう。今後，伽藍中心部分における発掘調査の進展とからめて考えて
いきたい。

なお，南門推定地の調査と平行して，講堂西方において小規模な事前調査を実施した。明確
な遺構は検出できなかったが，表土および撹乱土中から出土した多くの瓦には注目すべきもの
があった。

川原寺西南部の調査この調査は，史跡の現状変更申請に伴う事前調査として実施した。
調査地は川原寺の寺域西南部に位置し，伽藍復原整備地の西に近接した水田である。調査に
よって検出した遺構には，掘立柱建物２，土筋３，斜行大溝１，掘立柱塀１，井戸２のほか，
沼の西岸や南北細溝などがある。

これらの遺構は，亜複関係や伴出遺物から４期に区分できる。工期の遺構には，掘立柱東
西塀ＳＡＯ1がある。１間分3 . 0ｍを検出したにとどまるが，調査区西方に延びる可能性が大き
い。Ⅱ期に属する斜行溝ＳＤＯ２は，幅2. 4ｍ，深さ0. 9ｍの素掘り溝で，ＳＡＯｌの柱穴に一部重
複している。埋土から７世紀初頭頃の土器が出土した。Ⅲ期の遺構には，掘立柱建物ＳＢＯ３，
土砿ＳＫＯ４．０５がある。ＳＢＯ３は梁行２間，桁行３間以上の東西棟建物である。柱間は桁行
2 . 1ｍ，梁行1 . 8ｍ等間である。柱掘形内に川原寺創建瓦が含まれていた。ＳＫＯ４．０５は，とも
に径３ｍほどの階円形土職で，埋土から７世紀後半の土器や川原寺所用の重弧文軒平瓦などが
出土した。Ⅳ期の遺構には，掘立柱建物ＳＢＯ６，石組井戸ＳＥ１０．１１，石敷ＳＸ１２，石組溝Ｓ
Ｘ１３，土猫ＳＫ１５などがある。ＳＢＯ６は桁行２間，梁行２間の南北棟で，柱間は桁行3 . 0ｍ，
梁行2 . 1 ｍ等間である。柱掘形には瓦器片を含んでいた。

今回検出した工期の東西塀やⅡ期の斜行溝は，川原寺造営以前の遺構である。また調査区の
東半では沼の西岸が検出されたが，この上限は必ずしも明確ではない。斜行溝を沼への導水路
とみると，７世紀前半には沼が成立していたことになろう。沼の下限に関しては，沼の上に構
築されたⅣ期の石組井戸などの年代から，遅くとも1 2 世紀後半には，沼は消滅したようである
Ⅲ期の遺構については，これらの辿構から出土する瓦が川原寺創建瓦に限定されることから，
川原寺創建以降の遺構とみられる。とくにＳＢＯ３は，寺の付属屋と考えられ，寺域の西方に寺
の経済をささえる諸施設が存在することが明らかにできた。（黒崎直・土肥孝）

－４６－



史跡旧下ヨイチ運上家庭園の調査

平城宮跡発掘調査部・埋蔵文化財センター

調査は昭和51年から４ケ年計画で行っている|H~ドヨイチ連上家の全面解体修理工項に作な

い，周辺環境整備の一環として行ったものである。逆上家四側の現在空地になっている部分に

明治時代に庭園が造られていた欝が写真'序の資料で判りjしているため，庭園を発掘して池の全

容を明らかにし,併せて周辺の池形実測も行なった。調盃の結果,池は一部が後世の撹乱を受け

ているが，東西８ｍ，南北12ｍの規棋で，導水部（南側）がＩ.'，排水部（北側）が尼びれで，全

体として魚の形状をなし，逆上家（漁場の経碕)に関連した作庭恵匠がとられたのではないかと

思われる。水深は20cm前後の浅い池で，謹岸は抜き取り穴から､ﾘ断すると，直径５～10cmの杭

を密に前後して並べたもので，土留めのための乱杭の形式である。池への導水は東西隅から，

明治の写真によると万組による導水路がみられるが，上部は削平され，万組は検出されず，池

内部に長辺１ｍ，短辺60cmの而の平らな水落石を検出したにすぎない。池の排水は池東北隅に

側石を持つ巾20cmほどの溝を検出している。また池の紫石は池の建物側，池東岸に10～40ｃｍ

の石を並べているが，汚の高さが水面にすれすれに頭を出す状況で州浜を形成したものであろ

う。その他蛾石が表土排除の際に10数個掘り出され導水部，岸辺など要所要所に据えられてい

たものと思われる。嗣池と建物の配澄から考えると迎上家が東西方向からlﾘj治24年に規模を縮

少して南北方向に造り替えられた際に，111からの水を留める調幣池の役目を兼ねてこの池が造

成されたものと考えられる。（田中哲雄・本中真）

■ＬＱｒ ＩＯ

運上家庭園実測図

－４７－
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埋蔵文化財センター・平城宮跡発掘調査部

弘前Iliの依頼により弘前城三の丸に造る庭園辿構の調在を行った。庭園遺構は三の丸束地区

巾央部で二の丸内東門に近い場所にあり，北に小高い築Illl南西から南に屈曲する枯池をも

つ。池が築山に向って北方に入り込む位置に角柱型の自然病を立てた枯滝石組が露出してお

り，池汀護石，池内に敷き並べられた川原石，築山内の最石が随所で露出していた。調査内容

は池庭の実測のための復土の除去と平板測戯である。覆土の除去に９月６日から８口午前中ま

でかかり，午後から１０日午後３時まで測雌を行い下図のように成果を得た。この庭についての

史料としては元禄1２（1699）藩主信政が11t子信電のために広い庭をもつ邸を三の丸に設けたと

あるのが初見であり，他には文化７（1810）江戸の庭師を招んで改庭したとの記録があるのみ

である。なお市の方で別に調査団をつくり，池庭南方の屋敷跡を主対象とした発掘調査が10.

,,月に実施されたが後世の撹乱がひどく顕著な遺椛を検出し得ていない（昭和54年度史跡弘前城

跡環境整備事業三の丸発掘調査報告概報書弘前市．弘前市教育委員会参照)。築IlIおよびその裾部につ

いては次年度の調盃が予定されており，当研究所も指導に当ることになっている。

（安原啓示・光谷拓実）
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慧日寺徳一廟石層塔の調査

埋 蔵 文化財センター

埋蔵文化財センタ ーでは，，rt~品kl怒悦 IIIJ ， 自:口 王寺境 I}'Hとある石造問機の調査をお乙なった。

乙れは同寺聞但，出徳一j婦として伝えられ，平安仁IJ)91の('1'とされる。現存は三回であるが，仕

口のおさまりなどから，当初は 5J~i以上の!日搭であったとも考えられる。石材は周辺践の安山

岩。笠石の上部lζ上回の桃身を造り w し， 上回笠石下而l の仕仁I !ζ おさめる。初J~の笠右下 ïúi4

I~Jlκ ， 風鍔n~f:下m と 思われるえつり穴を穿つ。その他の35.石 lζ は JiîR f;~ tのためか， 当初よりか，

ζのえつり穴は見えない。 初J~の地身は一石であるが ， t.UiM7::i'の仕口lζ合致しない。 J.j;礎石

が，)~状から ， 笠石再利m の可能性もある。 2 胞のJ苓身 lζ山みがあ り ， そ乙から 3 合利容13が

発見されている。総高はね:1輪予in去を含めて2，55m。 基礎石商而rl'Jは1.3mo

近年来1波J員がはなはだしく ，佃ljJ災のおそれもあることから，修1Uするは乙びとなり，それに

先立って，現況記録と修復lζ資する目的で，写ti測5;により ，4 (j[lJ而図の作製をおζなった。

実測基準投影而は，1:七 '1史的 JTIRMt の少ない t]J J~i南而下部の延長線とし， それに平行 ， あるいは直

角lと定めた。搬出は上下 2J&'，米械高を変えて

おとない訴:石による死jfJの山ないよう努めた。

また 2胞の地:身が，上胞を支える乙 とが不可能

なほどけずられているため，五輪以:の石材で支

えであり ， それが 2~i の j芥身 lζ死角を作ってい

る。そのため，解体作業の途11'で，支えをはず

した状態の船影を4方向よ りお乙なった。区11/1

l波紋図示したものがそれである。図化lζ使川し

たステレオ写真は，名而，上下，2対と，五愉

椛，Jml空輸をはずした 3モデノレ，計12モデノレで

ある。 図化法は2，5.nmW'JI同の等高線表示とし，

愉郭~~~ ， 稜線は全く図示していない。 ζ のよう

な，風蝕のはなはだしい石造物は，ζの方法に

よる と， 主紘!をまじえることなく ， 稜~~i! を表示

する乙とが山米，必要に応じて図上よ り拾いI.L¥

すことが容易にできる。原図新i尺は1: 3侃l;~は

カーJレツ アイス社製，SMK-40ステレオカメ

ラ，181化はウイノレド社製，オー トグラフA一 7

を使用した。なお図化作業は，1長11お航業株式会

社!ζ依頼した。(安j身、 id示伊東 太{'Ii) 石JiYiJ:K:r句立而図〈ブ1]1恨('150こm間隔)

- 49-



東大寺瓦窯の磁気探査
埋蔵文化財センタ

岡山県赤磐郡瀬戸町万篇にある国指定史跡万窟窯跡，東大寺の鎌倉時代再建時に瓦を供給し

た窯として著名であるが，その実態は明らかでなかった。岡山県教育委員会では，窯跡の保存

・管理をするうえでの資料を得るため，確認調査を計画した。これには万窟地区だけでなく，

岐近発見された和気郡和気町泉( 安養寺境内）の瓦窯推定地も含めて，東大寺瓦窯跡群として調

査することにした。

確認調査はまず，調査地域全休を磁気探査して窯跡の概要をつかみ，そののち，小部分の発

掘をして窯体を確認する方法がとられた。埋文センターでは，この磁気探査を全面的に援助し

た。期間は昭和5 7 年７月2 4 1 1 から７月2 6 日までの三日間で，探査面積は万篇地区1 5 0 0 ㎡，泉地

区1 2 0 0 ㎡である。磁気探査にあたっては，両地区とも約2 0 ～3 0 ガンマ程度のノイズが認められ

たので，二台連動法によって測定した。（｢ 遺跡探査法の開発｣ ・岩本圭輔『奈文研年報』1 9 7 7 ）

万雷地区では，調査対象地域内に落差２ｍほどの南北に長い雌があり，この崖而に数基の窯

体断面が露出している。従来「東大寺瓦窯」として知られていたのは，この窯体である。磁気

探査測定区は崖而に並行に設定した。測定点間隔は２ｍである。しかし磁気異常のある場合に

は１ｍ間隔の測定をおこなった。なおこの測定区は発掘調査の地区割と共通のものとし，探査
と発掘の結果の照合を容易にした。泉地区も同様である。

第１－Ａ図は万篇地区の探査結果の一部である。磁気の強さをコンターで表わしてある。

ここでは約２×３ｍの範囲で5 0 ～1 5 0 ガンマの磁気異常を示す地点が1 3 個所ある（１－Ａ図中の
１～1 3 の網目部分) 。これらはいずれも窯休の存在する可能性があると考えた。特にｌ～1 0 の個

所は，崖而に露出した窯‘ 体･ 位侭とよく合致している。従来は崖面に数遮の窯･ 体があるとみられ
ていたが，多数の窯が並列していると推定されたのである。

T 4

１１

1 - Ａ図万膳地区磁気探査結果( 上）発掘結果( 下）
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１１～1 3 の３個所は，雌而にみえる1 1 0 個所と比較すると卵磁気異常がやや弱く，その形態も大

きい。しかし窯体が存在する可能性がまったくないとはいえない。したがってこの３個所も，
発掘による確認調査の対象となる。これら1 3個所のうち２，３と９，１Oそれに1 1～1 3の地点が
それぞれ発掘され，いずれの地点でも窯休が発兄された。その結果，他の６個所に窯体が存在
することは確実になったといえる。

泉地区はやや急な丘陵東斜面が探査対象地域で，この西端には等高線に直交する山道があ
る。探査及び発掘のための地区割では，等高線と並行になるように設定した。磁虹探査の結果，

６個所の磁気異常を認めた（２－Ａ図）が，いずれの個所もその形態が水盤形であるため，窯

体が存在すると断定はできなかった。特に１～４の個所は山道に沿っており，’ ' 1 道造成の際に

使用された鉄線等によって生じた磁気異徽の疑いがあった。

しかしながら発掘による確認調弥は，これら６佃所すべてを対象になされ，３（２－Ａ図）の

地点では窯跡２韮が発兄された。窯跡の位簡は，1 1 1道のi l L 〔下にあたっている。磁気探査結果を

再検討してみると，山道に沿う磁気異常のなかでは，この３の地点のみは極端な異常ではな

く，鉄製品などに起因する磁気異常といえないことがわかる。しかし磁気異常の範囲と形態か

らは窯休の存在を予測するのはむつかしかった。

万餅，泉の両地区の調森は，磁気探究ののちにこれを確かめる発伽調査がおこなわれ，探査

結果が確認された。いかなる方法による探査でも，常にこのような確認の手続きがとられるこ

とが必要である。今回の調査では探究と発掘による結果がよく合致している。特に万富地区で

は，探査はよく窯体をとらえており，条件がよければ磁気探査が非常に有効な探査手段になる

ことが再確認されたといえよう。（西村座）

2 - Ａ図服地区磁気探奄結果( 左）発掘結果( 右〕
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平城宮跡。藤原宮跡の整備
平城宮跡発掘調査部・飛鳥藤原宮跡発掘調査部・庶務部

1 ．平城宮跡の整備（1 0 ）

1 9 7 9 年度の宮跡整備は，多目的苑地の造成，法華寺町民家隣接地の樵土整地，地下水位観測

孔の設置，水路改修，収蔵庫周辺整備および照明灯設置工事を行なった。

多目的苑地の造成平城常跡地内において1 9 9 0 年までに発掘調査を実施する計画のない地域につ

いては，遺構・遺物の保謹を計りつつ，緑地等の整備により周辺住民の日常的な利用をも考慮

した休息，散策，レクリエーションの場所として活用する椛想を持っている，そこで宮西南部

の玉手門跡の東方で近鉄奈良線の南に多目的苑地の造成を行なった。玉手門跡( 1 9 7 2 年度整備済）

からのアプローチを考え，両側に１０，幅の植樹帯をもつ幅員4 . 5 ｍの苑路を，1 9 7 1 年度に設け

た仮設道路まで東に延長し，仮設道路の東側に接する形で苑地を造成した。苑地は現地盤面よ

り平均3 5 c mの醗土を行ない，その上に1 0 c m厚の砕石透水屑を設け，さらに1 5 c I I l 厚の1 1 1 土で覆い

仕上げた。苑地の外周部には幅5 . 5 ｍの植樹帯を設け，ムクノキ，クヌギ，シラカシ，ヤブツ

バキ等の植栽を行なった。（5 2 頁図Ａ）

法華寺町民家隣地の盛土整地1 9 7 8 年度より東院地区東辺部で行なっている害虫の繁殖防止のた

めの盛土整地工鞭で，来院地区北方の民家隣接地3 , 5 5 0 ㎡について実施した。なお乾燥期の砂

塵発生を防ぐため，表層には化粧砂利を厚さ３c mで敷き転圧し仕上げた。（5 2 頁図Ｂ）

地下水位観測孔の設置木質遺物の保存に大きな影群を及ぼす地下水についてその水質や水位を

継続的に観測調査分析が出来るよう1 9 7 1 . 7 2 年度に宮内3 0 ケ所に観測孔を設けている。しか

し東院地区の大部分がそれ以降に買収されたために，観測孔はまだ完備されていなかった。

そこで本年度は東院地区を巾

心に９基の観測孔を新設し，

揚水試験，水質分析，土質試

験，花粉分析，標準貫入試験

などを行なった。また既に設

置していたもののうち，その

後破扱又は砂利等の投入で，

採水不能になっていた９基に

ついても，元の位置の近くに

観測孔を新設した。今回設置

した観測孔の深さは３ｍ孔１３

基，４ｍ孔３韮，５ｍ孔２雑

である。（第１図ｃ）

－５２－

平城宮跡の整備図
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多目的苑地

ていた民有地を1 9 7 8 年度に買収したことから，収蔵庫西側の舗装終怖を行った。（5 2 頁似ｌＥ）そ

の他' 9 7 7 年度に復原整備した東院南門雌域周辺２ケ所に水銀灯を設侭した。（5 2 頁図Ｆ）

水路改修法華寺町民家から

宮内に流入する水路２本につ

いて，草刈り，泥さらえ堺

の管理手間を軽減し，水路i I I j

岸の残存巡構を保謹するた

め，鉄筋コンクリートＵ形ブ

ロックを川い改修を行った。

（52頁図Ｄ）

その他平城宮資料館の北で

第３．４収蔵庫の西側に残っ

収蔵庫
周辺終俄

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
曇
Ｉ
Ｉ
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地下水位
測孔設置

民家隣地
盛上幣地
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あった。（渡辺座史）藤原宮跡盤備図
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2 ．藤原宮跡の整備（４）

1 9 7 9 年度の藤原寓跡の桜備は，人極殿西方で1 9 7 7 年度の第2 1 次発掘調査で確認された西殿を

｢ ' 1 心とした匹面南北回廊部分の保作ブロックの延長工‘ j f を主とした4 5 5 0 ㎡について整備を行な

った。保存ブロックはI I i I 廊辿櫛を1 1 1 心に含む2 2 , 幅を凝灰岩縁X i で示し，磯土張芝を行なって

いる。なお保仔ブロックの造成縦断勾配は，大極殿南前面から寓跡南端に張る現況地形の平均

勾配0 . 7 影を採用し，1 9 7 8 年
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○ 年一一一一一 ｰ ー ｡ 一一～一ーー一凸一一一 ■ 一 ■ ■７，度の施T : 南端に接続した。保

存ブロックの内側（東) には幅

員４ｍの苑路を設け，本年度

施工区北端にある水路の横断

には鉄筋コンクリートブロッ

ク溝蓋を布設し，既設苑路と

接続した。なお西側多Ｕ的苑

地から大械殿へのアプローチ

として，西殿の' ' ' 心線を通る

位置に幅員４ｍの砕7 T 倣苑路

を設け，その両側は砂利敷き

とした。工愛は６，８５５下l I j で



遺跡・遺物の保存科学（７）
埋蔵文化財センタ

アルカリ溶液抽出による脱塩法の検討

く脱塩処理方法＞

埋没中に発生した鉄器サビの主な成分はＦｅ２０３（酸化第二鉄）やＦｅ３０４〔四三酸化鉄) ，さらに

ａ－ＦｅＯＯＨ（針鉄鉱) ，β - F ｅＯＯＨ（あかがね鉱) ，γ 一ＦｅＯＯＨ( 鱗鉄鉱）などである。鉄が水や空

気に触れることによって，Ｆｅ( ＯＨ) ２（水酸化第一鉄）が生成され，これが酸素の供給を受けると

腐食の進行はいちだんと早くなる。出土鉄器の保存法は，サビ取りや脱塩処理をしたあと合成

樹脂を含浸して補強し，表面に塗膜をつくり，外気から完全に遮断することである。

脱塩処理は出土製品，特に海浜や海水から引き上げられた遺物にはぜひとも必要なことにな

る。これ以外の地域からの出土品であっても海塩の風送，人為汚染，火山等にもとずく塩化物

イオンの供給が想定されるので脱塩処理はすべての出土鉄器についておこなうのが望ましい。

鉄器の脱塩法には，温水による塩化物の抽出法やアルカリ溶液による抽出方法などがある。本

報告では，アルカリ溶液による抽出法のうち，ＮａＯＨ（水酸ナトリウム) , K 2 C O3 ( 炭酸カリウム) ，

そしてＬｉＯＨ( 水酸化リチウム）の溶液を使った場合を中心に相互比較し，これらを作業性など

の問題点も考慮して雌も効果的な方法を提示することを目的とした。

①温水抽出法塩化物の大半が水に可溶な性質を利用するもので，鉄器を温水（8 0 ℃）に没

漬するだけの最も簡便な脱塩法である。しかし，同法は水を使用するので浸演中は防錆剤を添

加し常時遺物の状態変化を観察する。なお，温水に抽出された塩化物イオン量を単位時間毎に

測定し，戯が一定になった時点で脱塩処理を完了する。

②ＮａＯＨ抽出法鉄がアルカリ水溶液中では安定した状態になる領域があることを考慮し

た脱塩法である。ＮａＯＨの２％水溶液に常温で没演しておくだけでよい。塩化物を除去した

後は，さらに鉄製品に浸透したアルカリ液を抽出するための処理が必要である。流水に浸して

洗浄したのち，蒸留水（8 0 ℃）で再度洗浄する。なお，ＮａＯＨは強塩基性で潮解性を持つ危険

物であり，溶解時の発熱も大きく，取り扱いには十分な注意が必要である。

③Ｋ２ＣＯ３抽出法Ｋ２ＣＯ３の飽和溶液を8 0 ～9 0 ℃に加熱しておき’ 鉄器を浸波する。脱塩

には７～１０日を要し，のちに，ＮａＯＨ抽出法の場合と同様，脱アルカリ，脱炭酸処理が必要

である。鉄器に浸み込んだＫ２ＣＯ３溝液の洗浄に際しては，蒸留水は8 0 ℃以上に熱しなければ

効果は少ない。表は同一試料を用いて，①の方法との脱塩効果について比較したものである。

溶出する〔C l - 〕品は海浜地帯出土の試料なので当然多く，③では1 2 日目を過ぎて，①は2 0 日目

を過ぎてほぼ一定になった。両者における脱塩効果は著しく異なる。

④ＬｉＯＨ抽出法前述の方法とは異なり，水を使用しないで有機溶剤を利用する点が大き

な特長である。鉄製品を無水メチルアルコールやメチルアルコールとイソプロピールアルコー

－５４－



２５３

３３８

３９９

(以富
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脱塩処理日数（日）
アルカリ溶液による脱塩効果

※ 鉄試料は３形食塊水を故布しながら一ケ月放股した。

脱塩の効果が鼓も大きいのは③の方法で②が

これに次ぐ。①と④は効果が少なく，両者にあ

まり差が認められない。図は，人工的にさびさ

せた鉄板を試料にして各種抽出法の脱塩効果を

比較した結果を示す。あらかじめ，試料巾の塩

童を蟹光Ｘ線分析法で測定し，抽出処理を続行

しながら，１１１毎に試料に残存する塩素愚を測

定し，相対的な数値で相互を比較した。これに

よればＬｉＯＨ抽出法の効果が最も少ない。一

方，②，③の方法は処理後の脱アルカリを要す

るが，単なる冷水による洗浄では効果が無く，

温水（8 0 ℃以上）によって洗浄しなければ十分

な効果が得られない。脱アルカリの期間は約一

週間を要するので，①，②，③の場合には水を

用いなければならず，新たなサビの発生が危倶

される。特に，このサビ発生の恐れがある点を

考慮すれば，有機溶剤を使用する方法が股も安

全と言える。また，処理後の鉄器表1 ｍの色調は

①，②，③の場合には変化することがあるが，

④では変化なく，表而洗浄さえ十分におこなえ

ばよい。このように，④の方法は脱アルカリな

どの後処理が簡便であり，遺物の色調にも影紳

を及ぼさないなどの点から，同法が岐も効果的

であろう。ただし，塩化物の特に多く含まれ

ている鉄器の場合にはアスベスト（石綿）など

で包み，処理巾に崩れないよう保護したうえで

②，③などの方法を適宜利用するのが良い。

１２３４５Ｇ

試料：石川県寺家遺跡出土鉄鍋片
（海浜地帯所在）

※奈文研の水道水の〔c l r 〕３２ｍｇ/ １

Ｆ
壁
■
■
■
■０．

ｉ

８９

１０１

１１５

１５４

(蕊）

1８４４
５
７
皿
加
窃

Ｒ

ｌ１

Ｉｌ

Ｉｌ

ｌ－ｌ

目

ひ
』

１

塩
素
量
の
変
動
（
相
対
比
）

111

ルの混合液に浸して脱水をおこなうのが第一の工程である。第二に，メチルアルコール（１部) ，

イソプロピールアルコール（１部）にＬｉＯＨ( 0 . 1 ％) を加え，さらにエチルアルコール（２部）を

加えて作った溶液に浸して塩化物を抽出する。没演時間は１ケ月以上を要, するので空気中の炭

酸ガスが吸収されやすく炭酸リチウムが生成沈澱し，鉄製品表而を覆うことがあるので処理後

の洗浄を十分におこなう。同法は脱塩処理後，メチルアルコールで十分に洗浄したあとはその

まま乾燥するだけでよく能率的であるる。

〈脱塩効果＞
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漆残片からの短甲復原古戦から出土した木棺の中
こ考趣

から漆塗りの短甲が発兄された。それは小札を皮紐

で綴じており，全体に漆が蛾られていた。漆塗の回

数は顕微鏡による断面の観察から２～３回と推定さ

れた。しかし，この短叩の芯である鉄の部分はすで

にさびてしまっており両面に堆られた漆膜が残って

いるだけである（図①参照) 。したがって，短叩とし

ての形状はすでに無く，押し波されたままの状態で

あった。これらの漆膜を補強しながら短叩を復原す

ることに成功したので報告する。短甲は大阪府八足

市所在の旭井遺跡から出土した水棺から発見された

ものである。残存状態はきわめて悪いが，人骨や直

刀，さらには漆塗りの櫛の模造品なども伴出してい

る。以下，図に沿って復原工程を解説する。図②；

漆の膜片には吸初に水然性のアクリル系合成樹脂

〔商品名：バインダー' 7 ）を薄く塗布した◎ 同樹脂溶

液は漆膜には殆んど浸透せず，漆膜上で樹脂の薄膜

が形成される。十分に乾燥してから，さらに漆剤タ

イプのアクリル系合成樹脂（商品名：パラロイドB7 2 ）

を塗布し，ガーゼで裏打ちをする。溶剤タイプの樹

脂を直接港布すると，漆膜が湿っているために合成

樹脂と密蒋しにくい。なお，裏打ちされた漆脱は各

層毎に丁寧に剥ぎ取っていく。図③；裏打ちされた

漆膜を一枚ずつ剥す以前に，写真撮影．実測などを

おこなうが，俊原の際にきわめて重要となる漆膜片

相互の位侭関係の記録に万全を期すため，写典測地

をも合わせておこなった。図④；剥ぎ取られた漆膜

片は短叩の展開図上に配列して復原の下準備をす

る。図⑤；漆膜片の接合にはエポキシ系の接着剤を

用い，裏側からは全体にエポキシ系合成樹脂とガラ

スクロスを使った強化プラスチックス（ＦＲＰ）で補

強した。欠失部分にはエポキシ系合成樹脂にマイク

ロバルーン（ガラス製）を粘り混ぜて充填・塑形し

た。（沢田正昭，秋山隆保）

－５６－

e浅'

Ｚ
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①小札断而の顕微鏡写真②布張
③写真測愚④展開図配列⑤仕上り



平城宮跡建造物復原にともなう材料工法の調査

埋蔵文化財センター・平城宮跡発掘調査部

平城宮跡

の復原が計

その規模が

保存計両のなかに建造物の復原がある。今後，朱権門のような大規棋の木造建造物

i師される場合，大{11:のl(材が必要である。朱雀門は昭和39,40年度の第16次調査で

判明し，柱間寸法は何れも５．１，，５問３戸の二亜'１１に復原され，４０年度には10分

の１の復原模型が製作されている。復原に要する木材は900㎡に及ぶ。桧Ｌｉ材の火妓の確保は

最及び価柊の両面で年々むずかしくなっているため，巨材に代る材料の選択と二l:法の検討を文

化庁の依頼によって行った。鉄やコンクリート系材料など全く異質の材料工法より，伝統的な

技術を生かすことが出来，かつ桧の木肌を兄せるものとして特に集成材を取上げた。

調査の内容は，朱権門の復原を想定して組物の一部を原寸で試作するとともに，試験材によ

って強度試験を行い，さらに組物・軒廻などの構造上の問題点，韮礎工戦:など施工上の問題点

ならびに経済性などについて検討した。

試作した原寸摸造は柱の頂部・頭貫・火斗・肘木・巻斗・ﾉ(L桁・地飛木とした。内部の芯材

には良質の米松板材を乾燥のうえ圧著し，化粧材は台湾産桧の赤身材を貼付け，鞄仕上げと

し，芯材の接着にはレゾルシノール樹脂，化粧材にはエポキシ樹脂を使用した。別に集成材と

桧及び米松の１木でせい10cm，巾９cmの試験材を作り，試作地垂木とともにIli縮・曲げ・せん

断試験を行ったところ，集成材が台桧に上まわる強度をノパした。

朱稚門の建立は当然奈良時代初頭と労えられ，二斗先の組物などは薬師寺東塔と同系の比較

的簡単な構造であったはずであり，！lil:の川も大きく，現在僻造計算に採用されている桧の長

期許容応力度によって検対すると，軒先に延る肘木，雌垂水や地垂木などに強度上の問題点が期許容応力度によって検対すると，軒先に延

あり，集成材を使用してもなおかなりの補強

を考えなければならない。補強方法は計而立

案にも大きく影群するため，早急に検討する

必要がある 。経済的な面でも集成材がｲj利で

あるが， 米松の大雌使用によって'1虹は大き

<なる。際

や木工具の

の検討事項

材に適する

作品製作，

協会に委嘱

さのうすい木IIiIIiの化粧材ﾙli付け

使用などにも問題があって，今後

も多いが，特に長尺で規絡的な部

ように考えられる。なお，この試

強度試験などは財付l法人建築研究

した。（岡Ｈ１英男）

膿

－５７－
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車一～

朱総門組物現､｣尋桃型



86枚

平城宮跡発掘調査部

京都市右京区花園扇野町所在法金剛院･住職川井戒本氏の御好意により，同院所蔵の古瓦柘影

集『古瓦譜』を使用，マイクロフィルム化すると同時に各種の調査をおこなった。詳しい報告

は後刻出版の予定であるが，ここで概要を紹介しておきたい。

『古瓦譜』は８帖からなり，その製作は文政10年から天保３年にかかる。名帖は縦32cm，機

24cm内外の和装本で，柘は油墨でないため全休にやや不鮮明である。各帖の表題と製作年，お

よび収録された柘影数は以下のとおりであるが，これらを収めた箱苫きに「和漢古瓦譜八帖法

金剛院」とあり，総称して「占瓦譜』と呼ぶ所以はここにある。

｢饗iM聴講議溌所怖一変政十亥年春ﾖﾘ始

｢騨鵬第繕綴難他所蔵｣(文政'年奥六月）
Ｌ坊」

｢南都之分
倭州諸寺伽藍堂燃譜古瓦焚所持二文政十亥年分」
｢古瓦焚所持分三文政十亥口分」

〔山刀〕

｢古瓦譜所持之分口文政-'--'一一亥子」

｢古瓦譜他家蔵文政十二丑戯二月ヨリ」

｢古瓦譜壷」（文政|三年寅九月）

｢･占瓦集五所持分文政寅年
芥天保元年ニタ１１年同三辰年」

101枚ａ‘

法金剛院「古瓦譜』の調査

b‘

８６枚

９１枚

149枚

122枚

序文十41枚

Ｃ
４
ｅ
ｆ
ｇ
ｈ

●

ｑ
■ 51枚

上記の拓影数を合計すると727枚となるが，実際にはｂが２枚，ｃが５枚，ｇが58枚多く，

総数795枚である。うちわけは軒瓦676,平瓦33,瓦経14,文字瓦28,鬼瓦１，尊沸１，その他

42である。軒瓦のなかには同一物の別拓が含まれており（三重複するものもある)，実数は613と

なる（軟丸瓦347＋軒平瓦266)。

ほとんどの拓には註記が付されており，出土地ないしは採集地，所持者などが判明し，出土

地の是非についても今日の我々の知見と矛盾するところごく僅かである。軒瓦拓を出土地によ

り大別すると，大和297,山城263，近江13,播隣４，河内４などで北は武蔵，南は太宰府にお

よぶ。出土地点別にすると平安南66,唐招捉寺54,法金剛院（大安寺を含む）４５，平安宮42が多

い。ｇには「古瓦帳序」と題した大江腹海の手になる序文が付されているが，採拓から集録に

至る経過については全く触れていない。川井住職によると『古瓦藍』の作者は宝静誉淳とい

う。これを裏づけるものとしてｇの末足の「龍静之印」「玉佃」印を承げ得る。番淳は唐招提

寺の僧で，のち壬生寺を経て法金剛院に移り，ここで没した。三ヶ寺関係の妬が多いのも，こ

の故であろう。（山本忠向）

－５８－



昭和５４

件に及ぶ

ぴその周

その成果

時代から

町域内

に化仏を

高 取町の仏像調杏

飛鳥資料館・美術工芸研究室

年７月から55年２月にかけて高取町教育委員会の協力を得て，町域内43ケ寺の550余

仏像彫刻の調査を実施した。この調査は明日香村，桜井市の調査に引き続き，飛鳥及

辺の仏教美術作品を対象とした悉皆調在の一理として行ったもので，飛鳥資料館では

に華づきすぐれた仏像彫刻の特別陳列をその都度開催している。今回の調査では白鳳

室町時代にかけての作品30躯が見出された。

雌古の作品として注目されたのは南法華寺(壷坂寺)の銅造観音菩薩立像である。正面

あらわした三面頭飾を戴き，腹前で両掌を重ねて宝珠を執り，蓮華座上に頂立する装

飾豊かな小金鋼,仏で，その形制は大阪府観心寺の観音蒋薩立像に類似している。木像の伝来は

残念なが

さわしい

平安時

ら不明であるが，太宅年間の創建と伝え，711t紀末の古瓦や嫁仏が出土する古刺にふ

遺品といえよう。

代前期に測る作品は既に軍要文化財に指定されている子島寺の十一面観音立像以外に

は見い出されなかったが，これに続く平安巾期の作品としては下土佐・光明寺の観音菩薩立像

と越智・光雲寺の文殊菩薩立像が注目された。両者とも後補の手足・漆箔などがかなり像容を

扱い，特に光雲寺像は而相部を彫り放しているのが惜しまれるが，両像とも一木造りらしい戯

感のある作品である。光明寺像は頭休部とも奥行を十分にとり，抑揚のある肉付けや要を得た

裳の壁の処理などの表現もすぐれ，派側面ともに均勢もよくとれており10世紀末乃至11世紀初

の制作と見られる。光雲寺像は休部背而に背割を施すが，裳に退化した翻波式衣文や渦文をあ

らわすなど若干古様を示し，その制作は10111:紀後半にまで測ると思われる。なお本像は現在の

京都府宇治市に所在した福清寺'1-1像を江戸時代に移したことが台座鈴により知られた。平安後

期の作品は22躯を数え，隣接する地域同様一木造りの素朴な作例から，本格的な寄木造りの

彫像まで多岐にわたっている。l1Ut紀の作品では南法莱寺の人日如来坐像，清水谷西塞院の十

一而観青立像，上子烏・長円寺の地蔵菩薩立像など小像ながらよく整った像容を示す一木像が

あり，１２世紀の作例では西空院不動|ﾘl王立像，子烏寺千手観背立像などいずれも寄木造りにな

るいかにも平安後期の彫像らしい穏やかな表現の作品が伝えられている。この他，浄土系寺院

の本尊のうち，光lﾘj寺，松111．天然寺，市尼・如来寺，兵庫・宗逆寺などの阿弥陀如来像

がl2Ilt紀

た。

まで測り，特に光明寺，如来寺などは当時の''1央の作風を示す作品として注目され

鎌倉時代以降の辿例は数少いが，そのうち子脇寺の伝坂上IJI村麻呂埼像は樟材一木造りの神

像風の作品で，簡潔な表現ながらいかにも武将らしい表情にあらわされた鎌愈後期の特異な作

品として注目され，零町時代の作品では上子烏．観帝院の十一面観脊立像が大永３年（1523〕

に制作さ れたことがわかる雅確作例として注目された。（大脇潔〕

－５９－
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本研究所は奈良市春日野町に庶務部，三研究室，佐紀町に平城宮跡発掘調査部および埋蔵文

化財センター，橿原市に飛鳥藤原宮跡発掘調査部，高市郡明日香村に飛鳥資料館と施設が点在
していた。春日野町の庁舎は明治3 5 年の建造物で，奈良公園内の特別風致地区にあり，現状変

更は極めて困難な状態であった。さらに，平城宮跡発掘調査部，埋蔵文化財センターは，特別

史跡平城宮跡内にある資料館，および収蔵庫を用いて活動を続けてきたが，これらの建物は資

料館，収蔵庫としてのみ，仮設的に認められたものであり，平城宮跡発掘調査部と，埋蔵文

化財センターは本来的には平城宮跡内に位慨すべきものでないことは，すでに昭和4 4 年当時に

文化庁の「平城宮跡保存獲備委員会」の巾で指摘されていたことである。またその後，平城

宮跡全域を追跡博物館として整備しようとする平城宮跡遺跡博物館基本構想もあり，宮跡内に

は展示資料館，便益施設等を残し，調査研究部や事務室等は，宮跡の外に置くことが望まれ

ていた。また，埋蔵文化財センターの研修生宿泊所は借地内のしかも仮設建築（プレハブ）と

いう状態であった。このような状況の巾で施設計画を進めていったところ，幸い平城宮跡西側

に隣接する奈良県立病院奈良分院の跡地および建物を譲り受けることができ，本研究所の統

■
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施設の概要
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』
日公 開講演 要

古代文献史料にみられる土器正倉院女将と延存式には土器関係の記録が多く，文献史料と考

古学的成果の融合が望まれている。「E倉院文普:には50余にのぼる器名があり，用途上，食器，

貯蔵器，調理貝に分かれる。このうち食器に焦点をあてると，組み合せでは，麦境，片盤，饗

坪，蕊坪，塩杯の５器セット，これから塩杯を欠く４器セット，さらに饗坪を欠く３器セット

が抽出できる。この食器のセットに各器の賊入価格を加えるならば，①鈍形一水坑二葵杯②

大片坑一片坑二饗杯③小赤杯二片杯二蕊杯④lJI杯二窪杯一塩杯という系列化が可能であ

り，形態による名称と用途による名称とが結合できる。さらに，単に盤，杯と普く場合は片

盤，葵杯をさすことも明らかとなった。（吉川恵二）

斑鳩の瓦工たち斑鳩の寺院から出土した瓦を巾心に斑鳩の歴史的脊駄について考えてみた。

まず，７世紀代の軒恥を４期25年に細年し，恥弁素弁1lil:丸瓦や忍冬文軒平瓦の型式学的変遷か

ら法隆寺をはじめとする寺院の造営年代について論証し，西院伽藍の創建が定説より遡る可能

’性を指摘した。また，忍冬文軒平瓦の製作技法にふれ，、軒平瓦桶巻き作りミとも呼ぶべき軒

平瓦を４枚一度に作る方法ついて論じた。それは1,1転台の上に瓦当文様を４つ彫りこんだ喋状

の箔型を置き，その内側に模'門･をそわせる。次に，瓦当部をﾊ』:くした粘土板を巻き，叩きなが

ら成形すると粘土の可塑‘性と重圧によって瓦当文様が自然にプレスされる技法である。この技

法は飛鳥の造瓦技法と異なる斑鳩の瓦工の独自性といえよう。（岡本東三）

郡喬遺跡をめぐる諸問題郡簡は郡庁・正倉・厨・館などに比定し得る建物群からなり，建物

規模や配置の作両性等の点で集落と和対･的に区別される特徴をもつのが一般的である。これら

は水陸交通の要衝に立地しており，物資の集散など都城や国簡との交通関係を重視した選地を

行なっている。遺跡の初現は七'1t紀末頃に求められる例が多く，郡簡が，旧来の豪族支配の単

なる延長上としてではなく，巾央国家権力と結合した新たな地域支配の政治的拠点として設け

られたことを示している。しかし，八11t紀後半以降，郡庁の変化，正倉火災，郡簡の移転など

が顕著となる。遺跡の存続時期をみると，国簡は-HIt紀以降も存続しているが，郡簡は九世紀

段階で消滅する遺跡が多く，郡間による地域支配の大きな転換を示唆している。（山中敏史）

イタリアにおける町並保存イタリアはヨーロッパの''１でも，街区保存の事業を先進的に進め

ている雨である。ボローニャやフェラーラなどで確実に事業が進んでいるし，ローマやヴェネ

ツィアでも計画が策定され，索業が進み始めている。私は，１９７８．１１から１９７９．７にかけて，

ローマに滞在しこれらの具体例を学ぶ機会を得た。現地での兄聞をふまえて，①イタリアにお

ける歴史環境の破壊と町並保存の歴史，②イタリアの町並保存の実状を，法的考え方・行財

政上の体制・補助のあり方・保存修復工.，侭の技法・住民の生活と要求など，各方面から報告し

た。イタリアの実際と技法を直ちに，全面的に日本には導入できないが，考え方や事業の進め

方には，大いに学ぶべきものがあることを明らかにした。（上野邦一）

－６２－
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調査研究 業 報
美術 工芸研究室

日本美術彫刻等修理記録の干Ij行(特別研究) 本年肢は同古のVIとして，京都JfrFの彫刻W108件を

とり上げて整理，研究を行い，1玄IWf，276R，解説209頁，写よ'U96頁にわたる修ml記録を公刊し

fこ。

t釜本塑像の復元的研究 (科学研究〕 袈(:11珂I引地跡、;1.¥土塑像断片をIjJ心とした研究で，52年度同

格跡から Itl土した1864J十の従班!， 調査を終え， ζ れに l刻辿するものとして宮放出多賀域~Nil;1:

跡，岡山県久米廃寺，鳥取県奔J'C:廃寺，1tLI.!J県山王Jj~守 ， 武政因分千j 跡なとから山土した盟(象

的J片の調査を行った。(ID CIJ義札佐藤I)<!治，IJI辺，大)協〕

その他の調査 i岐は県!J.i:百liili，奈良県l且版本1"]'， 同広陵 IlIT^，~の各教行委員会の依柏によって名

市町内の仏教美術を中心とした文化財調主i.!ζ協jJした。また，昨年来奈良県下を111心!と仏像の

盗難が相継いだが，犯人が奈良県御所警察:p，.(ζ.iill捕され，発見された仏像約40件について，同

岩の依頼で制査を行った。 ζれらのrlJI乙は平安後Jþj の ('1二品や主I"J II~f代の在銘品などが注目すべ

きもの数点が合まれていた。

建造物研究室

重要文化財 「紺屋形Jの修理 神戸ili垂水区舛子I"J牛尾吉朗氏の邸内にあったものをやIJ戸rliが

同氏より寄l加をうけ生III区IjJ山手 5111J自のi{1楽問内lζ 移築した工事である。 53(，1".民:は解体工

事，54(，F度は組立工事で工事rj1 の復際的調子tと工事指得とを行った。 乙の船底Jf~ はもともと!lI:i

路務主の川御座船として建造されたものであるが，I!JJ治初年!と船木体は失なわれその屋形部分

だけが陸上げされて茶室として使われていた。総二階建てで二階中央の上段の問が御座，その

前方が床凡の問， 後方が次の間とH千ばれる。一階の天:!-Iニ高は本米なら低く 1.25 Jl1しかないが，

ノト回も船舷下の継ぎ足し部分は撤去せず移転前のままとした。ー|二l設の間内法長J可i金具の紋所!こ

表裏あわせて 4度の変濯がある ζとから，天和2イド(1682)から'=j::永元年(1704)のl合l在減した

本多家l時代lζ建造され，以後代々の球主lζ引き継がれ使用されている ζ とがわかった。なお修

班!は年度末で完了し，その修Ell工事判ifl子告が刊f-Jーされている。(知l見〉

近世社寺建築特別調査 日正実施の全lj ，~(1そ!な緊急調子fの成果からある t持定の地域または特定の形

式をjJ!iび，さらに精査を加え重要文化財街定lζ必2fな基礎資料の作製を目的とした。今年度は

間山県津山111をIjJ心 lζ分 ~(Ij する入/:J:Jffi.主主主入り líIJ H. (，j き本殿〈中山造〉が対象である。そのうち

の八鰯抑制:本jJ役〈津山市北 .1669)が:i4'r1.'.3月l乙指定された。(羽11見上野 ・1:1'村雅市〉

佳離宮建築調査 当{似研H川f先所で11.協d均』μノ々JしているJ位:宝E凶肉凶縦|佐t7符戸'湖j盗!う主f.は，今d付年l下-皮，~符新T折[(1御何卸l川I殿投 ， 1 1旧E:日Eヨ|行f役詑 j所y刃r(にζついて ， 陸

築技法'後山.の変反貞1箇日所「丹「などl陀ζついてt引行r つた。なお7古h片片~"，一1-〉t」山1

文化財建造物修理用資材需給実態調査 次文;化!斤fが総紘継，彩彰続Ftじ的lと行っている調査で本年度は壁材料， た

たき土 ci料オ〉が対象である。当研究所は委腕を受け長崎， 愛知I両県のたたき土について現地
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調査した。たたき土は文化財建造物や茶室などの古式建築のー却に用いられている程度で商品

として流通していないが，原料は不足しておらず，道路工事現場，土採場から入手する ζ とは

困難ではない。しかし原料，工法には地方差があり，建策の地方色を生かすためにも乙の点は

大切jと思われる。(吉田〕

倉吉市町並調査 文化庁総助金事業lζよる調査。川に沿った土政群がi主観的な中心となる 乙と

はいなめないが，屋敷椛，IIIJの椛造からは表通り !と!日した主崖も無視できない。今回の調査.で

町並の文化財的filli他はかなりある，と認められたので保存計画第定が早急に望まれる。(吉岡〉

民家の報部構造の系統的発展に関する研究 (科学研究〉民家の取11"1沼椛造の類型を整琵!，分析して年

代的な発展と地方的系i15を明らかにしようとする。熊本県を巾心とする九州，i~1縄各地の現地

調査(民家実査と資料調資)，民家緊急調査報告書!とよる桃造類型の桜漬!を行った。(吉間〉

ギナイ氏研修 ギナイ氏は トルコのイスタンブーJレ国立工学:建築アカデミ ーの準教授で建築

史 ， 古建築{底辺技術専攻であ る。 H召和5MI~ 9月から55年 3月迄滞在し，我国の古建築，主とし

て町屋の建築技法と修理技術を調査研究された。氏は国際交流悲金の招i階を受け，当研究所が

受入れたものである。(吉開〉

歴 史研究室

東大寺文書調査 文化庁の委嘱による京大寺未成巻文う!?の調査で，1974年度から継続。未成巻

文iLi・第 3 l~í第 1 2 (艇の442号から，第6gf)(楽人鉾人)30号までの調;!ieを作製した。但 し，そのうち

第 5部(造滋・勧進〉 で別世しである分は未調査である。 ま た写J~搬影については ， tf-l" 3 i(ji第 5

〈売券〉から，第 3mi第8(泌状〉まで，完了した。 前年皮』にζひきつづいて，r東大ミ寺与号.文〕古古5E:目録
第2老巻主JOì第f~ 1 昔部l日~ tぬねむ.到刺雑[庄 . r:l第~2お5雑， 鍔2部ミ苛!j:法)を刊f行tした。

興福寺典籍古文書調査 従米よりの継続調査。 10月。第53・551須の調査完了。 また輿前寺大和

国総役免坪付帳〈来訪1"l)およ びJJ干要図絵矧楽J少の2Ëj:T~航路をした。

西大寺典籍古文書調査 従米よりの継続調査。 2月。 m761羽調筑完了。

仁和寺典籍古文書調査 従来よりの継続調査。 3月。 上高rrii茨階下.3籍の調査をひきつづき実施

し，第205-207閣の訊i査を終えた。また「三十帖fl!t子」附である行i副首.if消息 1巻および三十

帖策子々組11巻を調査し，写真損援をした。

「法曹至要妙」断簡の調査 3月。 間山県金光町の~:)\':図占ftMfr政「法曹主要抄」断聞の調査

および写:日.jliiJJ長をした。 乙のl祈聞は文和 2正|ミ(1353)只lJ:J欝91附の紙背[ζ，法官主要抄出?p条

と借物条のうち 6ケ所が占2まされているものである。

その他の調査 東寺百合文占調査 6月，8月， 1月， 文化庁美術工芸訟の借定調ftへの協

力。高山寺(協力) 7 月。室生院j~!( i尾張国解文」調査 7月，稲沢i!iの依頼による。京王手観智

院金剛i設聖教調査〈協力) 8月，9月。 静岡県森11別会江志重氏所蔵(小杉偲部旧政〉占跡等調

査〈協力) 8月。寵獄王寺〈協力) 8月。石山王寺(協力) 9月，120正倉院盟諸ー磁調査く協力〕

10月 。東京大学史料編纂所 ():b~家文書など) 1月。
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小杉将，~ íml旧政品には ， 111城国計候tlfrw，'jなど正倉院文芸!やiiM原定家自主n:rゆ]月記」断簡などが

含まれており，静岡県より近時目録が刊行される予定である。

平城宮跡発掘調査部

法隆寺袋内の調査 1 制荘地は，Ri院似lf止の伝法立の西南約15m，来院の西築地lζ接する枕

置にあたる。法隆寺が，ζこlC[11]を新営する乙とになり ，3矢良国立文化財研究所と航jボ考古学

研究所が共同で事前調査を行った。 京l淀的11政の下回からは， 19341-1斗乙始った修主l'工事によっ

て ， 政f地宮跡 と推定される大規松な{府立柱~物が発見されており ， 今調査地点、はとれに l珂述し

た辿椛の存在が予想、された。調査は東西5.5m，南北11mの飽1mで行った。 発抑区の一部は近

代の瓦沼iなどによって1技法されていたが，最も古い時期の辿椛としては，mhCJ宮[ζIYJ:i!liすると

考えるjliJlJ杉2を検出 した。乙れは約1.2X1mの規桜である。 次いで ， 平安 1I~1'代の京院修理 lζ

19<1主~ーした侃立柱の東西>>Jf. と ， 瓦をもtんで~ I :筒とした :)1:戸がある。 ζ の井戸は rl '心 IC l lll!1偽を 2 段

lζいれ，ζの井戸1枠枠キキ昔を凹戸角jく聞むよう lにζ6印69白1型と|山11字]形診の「中ドトJ心心L心、自飴飾t前jをもつ

る。 ナ列弁|ド:r中IJからはf後灸lにζもj込必必eべる|限問p糾;オ氷k諜瓦の1破波ω)片Tがu山j土土.。 乙の他，中山.の土*~を合む不拡J膨の法い

土織がある。

さて，1料水輩瓦は，nijiuiと(J!lJiiIiの破片・であるがiUJ射を試みた。前iflilCは鬼而文を飾り，側面1

1ζは唐草文;を表現している。 ;'!，i. l$上市lを " I J~ Iζ('1 : るが ， 下 míは 3fZ ~;Mなようである。 また茅:負の

|科角lζl絞めこむための三flJ)~の明 りがある。 .g~1-f.I¥sの切り ζみからすると， 1:ß1 JfJ を鋭jfJ ・ ~，H[J

いずれにも位以可能である。 üíj者は真JfJ の~物lζ ， 信者は八flj 円立への!日途を推定できる。確

実な寸法は，イJlIJT[jの高さ C7.8cm)とjf市iの一郎のみであるが， 師30cm， 長さ39cmlζlU原でき

る。文様の特徴からみて，11.'1'代は平安初JOJと1ft定する。

ζの|関木策瓦や井筒のlliF瓦が東院伽1i:lで{史われたものと仮定すると，来院の創ll¥や修理lζ|刻

する記録などから，貞IN"1:. ff \'J の修理!ζ~ j'I:'" れ ，

その後の修即時lと出来されたとfft定する ζ ともで

きる。 C金子〉

;去鋒寺境内の調査 2 IIfHlI53{1:.l文からは じま っ

た防災工事(ζ伴う調査，である。奈良県教行委員会

との共同調査， ノト年度は ， 仙IJ~;:l~山 の通f!J i先天山

のJfj・ノjく柑えu設予定地，四1tU}J:1肢の上御堂と地限引
の周辺を発掘した。j也i成立地区で奈良 ・平安時代

の洗を検出した以外，ほとんどのj立構が近111のも

のである。 2・3月。(金子-毛利光〉

伯富国分寺の発掘 環境終的にかかる発抑制主主

で，昨年lζつづき雨i門推定地を小心に行なった。

調査区は昨年度ト レンチの東側で，IIIJのj立構は後
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世の削平が著しく ，不1931僚であったが，地山を削り出した1iE也南辺の一部を検出した0 ・基邸前回

からは瓦矧が多く出土している。今回の調査によって，fÿ~門の位置をほぼ推定できる乙ととな

った。乙の他， 塔のT十Jで，寺域の南限講を敵恕した。iJ吉il1教育委員会。 10月。(佐藤丸恥:z，.:DJ)

出土木製品の調査 考古第一調査室では今年度は，りくの2箇所で行った。天安lli打布留追跡の調

査。古Jtt時代の木製万剣装只多数， 倭琴などを実測。 5 月 28-29 日(菅原 ・ 金子 ・ 毛利光・~ j:Jニ〉。

兵庫県但応国分寺跡及び~!:!谷追跡の調査 ， 人形 ・ '!!;;j~ ・ J:.~J診など平安時代の祭肥具を多おIIζ 出

土した追・跡。人形， 馬J~~写実測。 2 月(金子〉

美滋国分寺環境整備 大塩iliの依舶により，今年度は給水工事，修長植栽工事の実施設計，施

工の指導を行なった。 c安!京・問中償法)4月-3月
三ツ塚廃寺環境盤備 r!ii:占11げの{衣舶により，今年度は三ツ尿廃寺西辺郎の整地，苑路造成 ・追

椛表示笑施設計の指名lを行なった。 く問中f'[Ut) 11月

環境整備担当者会務 55年 1月31日-2月 1Bo 5匹|図の乙の会議は三重県s宮跡で行なわれ

た。文化庁 ・宮城県 ・福井県 ・広i;3県 ・福間県の常任担当者の他，京都 ・滋賀 ・三重の各府県

~;の参加もあり ， 活発な立見交換が行なわれた。 主な問題点はß宮跡の挫備に附辿して ， 掬i立

柱:hl:の整備について，名研究所から事例の発表が行・われた。また環境整備全般の問題点につい

ても検討が行なわれた。 (問中i'fm-渡辺)

弥勃寺環境登備 |到TIiのIld舗により ， ~跡弥肋ミ5・の :ß'HJ/liIζmJ辿して保存管JldI計四策定のための

指導を行った。c:t.:原・問中1't肱)10月

埋蔵文化財センタ一

美作自分寺跡の調査 回廊と奇域，東 ・西 ・北|綬の確定を目的とした調査のJIJよ与を行なった。

東面回廊，寺域来|泌を闘すとみられる7，Yt，):芥の京雨務椛と推定される玉石敷椛苛:を検出した。

岡山県津山ili教行委日会。6月 CI週中啄〉

上原遺跡の発掘調査 昨年度lζ引続く調査で，大規松:な{府i立柱建物]洋およびその北l綬・四|但を

闘すとみられる緋を検，'1¥した。 遺跡のf生絡解明は)1(:年度の調:tt1ζ待たなければならないが，

逃跡の組問は，}，I{西約150m， 南北150m以上と悦定される。7・9・12月。 気高町教育委員

会。 c山中〕
座光寺バイパス遺跡の調査 ，1i1~術跡とも枇定されている恒川逃跡、における ~lli立柱建物1f(' の調査

指導，JG什の取り上げ処理，新)1:原12号山地丘断iliiの土!日はぎとりの借導を行なった。11・2

・3月。飯悶市教育.委員会。 (工楽・沢凶・秋山〉

薩摩国分寺跡の調査 F.，Yt立では，j四込地業 C46_5XH_5m)， 凝灰岩をたたき込んだ回(，、地業，

磁石を検出した。 金堂の北西部では， 市北年U5 x 4 1百j総柱の碗立柱建物を検出した。 仙Ill~';~中

心部の外の南 ・京 ・北の三辺では菜類iの講を検出し，寺域限定の手がかりをえた。8月-9

月。(間本，山的〉

佐賀茶園原遺跡の調査サヌカイト原産地内での石関製作所追跡。 良好な生活立地地j袋内lζあ
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3 飛鳥資料館の運営

展示

第一展示室 常設展示

2む二度示室 特別似1:91Jr絞;11:の仏像」
(1979.3.27--1979.5.6) 

特別展示「飛ぬ時代の古岐

-jf;~Æ会塚 と その!対辺一」

(1979.9.28--1979.11‘11) 

普及

前年同級インフォメ ーションルームで縦覧者の

質問l乙応じている。また特別展示のカタログとし

て 「必;11:の仏像」 及び 「飛鳥時代の古げり を刊

行。

入館者数 (1979.4.1--1980.3.31開館日数303日〉

模造製作

高絵塚717噴出土品C.fi-:fiili金具D

揃ミ~，火iïJi j[~ Jl!iイム ， 石のカラ 卜 ï!ï}]1

4 埋蔵文化財センターの研修・指導

研 修 出版文化:I~ の保護にEますることを目的

として、主t乙地方公共団体の担政文化財ー保巡行政

担当者を対象tζ次の研修を実施した。

(1) II!-l和54 11:':)皮11l[磁文化;I~発掘技術者J.1j門研修

(写真測iil?9.!程〉

1979年5月9日--5月19R(参加者12名〉

12) IIB和54年度型際文化!t~発腕技術者ー専門研修

〈自然治物課程〉

197911:': 6月111=1--6月23ト1C参力I哨 12名〕
(3) 1昭和54イ|三皮埋蔵文化;t~発Jlìil技術時;一般Wf修

1979{lo 7月23日--8月初日(参加者24名〉

{41 i1!J羽J54{手l皮~11被文化'1-1・発御技術者専門研修

(i遺跡調査課程〕

1979年9月171:1--10月61:1(多加者16名〉

(5) 1113柄15411ム皮11l[蔵文化別発侃!技術者w門研修
〈逃物保存科学手J拒程〉

1979年10月18日--11月2EI (参加者13名〉

(5) 1府羽]54年度埋蔵文化明発侃技術者専門研修

〈遺跡保存整備課程〉

1979年12月3日--12月12日 (参加者24名〉

(7) llfi稿154年度出版文化:11発縮技術者専門研修
f逃物悠理rJl!程〉
19801(:': 1月281:1--2月91:1(参加者・24名〉

(8) 1昭和54年度以i版文化羽発御技術者特)jIJliJH!彦

〈第 1I到特殊調査技術諜思〉

1980{f三2月14日--2月181:1(委主力iI者u名〉

(9) i1{{拘15，t年度以蔵文化財発縮技術者専門研修

(羽翌日|函i課稜〉

198011三3用3F1--3月13日(遺書加者18名〉

00) 研修員受入

ア 御やJM治(皮会1"1小俣中学校教諭〕

鹿児博一(三重県立白子高校教諭〉

1979年10月2日--11月20日

奴ヌド; 議論〈除阪ili第四小学校教諭〉

1979年6月，[1:1--8月3口

イ 小嶋芳孝(石川県立思議文化財センクー

主事〉

1 979 1 1~ 6 J3 251:1 -6月30日

ウ Oavid AI bert Slawson (米国インディア

ナ大学大学院生〉

1979年9):121日--12月5日
ェ Bahira AJ-Kaissi (イラク火:化主芸術省考

古総局化学技術〉

Thal叩 aGazie Magid (イラク文化芸術省

考i!J・総局保存佼m日〉
1979年12月171:1--12月21EI 

オ石井 絞 CU1団法人茨城県教育財団主任

7品!査員〕

佐野 iF. (11) 

19801p: 3月21ド1-3月25日

調査整備等指導

〈北海道〉史跡旧下ヨイチ巡上家 Cj.ザ五年〉弘前

城三の丸雌因遺跡， (岩手〉革;f内辿紛;，二戸市上

皇i立跡， ~跡目白沢城跡;， (秋岡〉秋IIl~占幼"史効、

tMIAflll跡，東北縦lT自動車道建設関係iお跡， (縞

)::J) :'J'日宅r跡石地(j詳馬〉新保巡跡，7Ï!~団地

束1~11逃跡， U'?i玉〉半亥銘鉄剣保存， (布JII)羽l

[1，1， .末寺山i!J抗t/tf.， (楠;J.J:)胡:.cr氏巡跡， (長
野〉出光母子バイパス巡跡， 絵本市校iti跡， (岐

阜〉失跡災般国分4・跡， 羽生追跡， .*.断;弥WJミ，~:

n
y
 
nb
 



跡， 美濃古窯跡群， (静岡〕伊庄谷繊穴墳ll''f.，

(愛知〕馬見塚追跡，尾張図府跡，石塚TE2定跡，

(三重〉川原井巡跡，務官跡，北郷t也i自跡，天主主:

寺廃寺(滋賀〕枝木原逃跡(京都〉束細野

瓦2足跡，史跡蛇塚古境，小塩地区山岳山林地域逃

跡，恭仁宮跡，上津追跡;，京都市高速鉄道予定地

内逃跡， (大阪)1(l)i・逃跡(兵庫〕緑ケ丘逃

跡，魚、イ主古言宗E止'Ur.，橋本追跡， 丹波三ツ塚廃寺，

(奈良〉 鍵底古追跡，史跡:飛14寺跡，高安城跡"

(和歌山〉道成寺遺跡， 崎の湯湯盈， 船岡山i1!i

跡， (鳥取〕上原巡杭広瀬廃寺跡，伯有国分寺

跡， (!山根〉尼寺原逃跡，史基本沼田城関辿逃跡，

団原逃跡， 出a?国造館跡(間山〕 美作国分寺

跡，東大寺瓦2足跡， (広)~~)寺田廃ミ5・幼;，草戸千

~'fll汀逃跡， (山口〉長門国府周辺遺跡，大内氏巡

跡， (徳山〕阿波国分寺巡跡， (香111)背ノ山登

笈，酋村逃跡， (愛媛〕永和'l山械跡， (高知〕土

佐国街跡， (福間〕太宰府跡関退i史跡，c佐賀〉
茶図原逃跡，九州横断道治跡， 名護屋城， 国府

財;， (熊本〕平原瓦窯祉， (腿児)~i;)隊摩国分寺

跡

埋蔵文化財ニュース刊行

第20号 l昭和52年度埋蔵文化財関係調査報告f!?一

1'5: 1979年6月30日

第21号 |昭和52年度埋蔵文化財関係記事等掲i紋ー

覧(付行政資料) 1979年8月30日

Pn22号 国分苛与ー発錨調査関係文献日銀 19791ド

12月17日

2む23号逃跡の露出展示 1980 {~2月26日

第24号鉄製巡物の保存法 1980年3月3日

第25号 ~ï成文化財淵ままセンターの現状 198011三

3月18EI 

5 その他

委員会等

第6回飛鳥資料館運営協議会

1979年5月15日 於飛鳥資料館

平:t}(.飛鳥藤原宮跡調査盤侃I指導委員会

1979年5月25日・ 26日 於平城宮跡資料館

築制町並保存夫刀夜に関する研究集会

1979年12月4日・ 5日 於文化会館

外国出張

坪チ1:1tf足 ドイツ考古学研究所 150周年記念国

際研究討論会議出席， ドイツ古代都城逃跡視察及

び調査研究のためドイツ述邦共和国{乙派述。

1979{p 4舟15日~同年5月4日

佐原 n ドイツ考古学研究所 150周年記念国
際研究討論会議出席及びドイツ古代都減の調査研

究のためドイツ述邦共和国に派i位。

1979年4月15EI-同年5月27日

木下正史 「日本考古展」出品物の開栂，陳

列，撤収及び会期中における管理保全のためのキ

ューレーターとしてアメリカ合衆国・カナダに派

-・1・」
孔1.

1979年 4 月 26EI~同年 6 月 1 日

宮本長二郎第 2回アフア太平洋文化財等保設

会議出席及び幹園内の建築追跡の調査のため大将

民l習に派造。

1979{J'-5月27日~同年6月7日

工藤圭立文部省在外研究員として建造物保存

と修理ー技術の比較研究のためスペイン・デンマー

ク・スウェーデンl乙派iEL

1979年6J'l ，~ 日 ~同年 7 月 28 日

坪;)1術庁足 米国ミシガン大学主1Ulによる日本考

古学に関する国際シンポヲウムl乙参加l及びアメリ

カ先史史跡の保存ーに関する調査と巡跡の視淡のた

めアメリカ合衆国に派述。

1979年10舟3日~同年10月15日

山本忠向 「日本考古展」 出品物の日目網， 陳

列，撤収及び会JlJI中における管理保全のためのキ

ューレークーとしてアメリカ合衆国に派遣。

1979年11月3日~同年12月5日

猪口問lt勝 文部省在外研究員として古代境基の

築造法に関する調査研究のためブラツル ・ペルー

-グアテ 7 ラ・メキシコに派iC.

1979年11月 25 日 ~1980年 1 月 23 日

西村康「日本古代文化史皮J出品物のIm.!iil，
陳列，撤収及び会畑中における管理保全のための

キューレーターとしてアメリカ合衆国に派述。

1980午1月29日~周年3月6日

田中 琢 ギリシャにおける文化財-の保護の沿

革とその保存活用体系の調査研究のためギリシ今

に派i位。

1980年3月17日~同年3月31日

協力事業等

文化庁では1971年度から特別史跡藤原宮跡の国

有化を進めており，1972年度から当研究所が文化
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り宅地造成など開発にさらされる。国 ・ 県の:filìJJiJ金を受け，~跡指定， 保存計聞に伴う範囲稲;

認調査。石器製作に閲する盟百な資料をi':U土し，新;_il見も多い。佐賀県多久il'i教育委員会。 6

月。(必沢〕

芳賀団地東部遺跡 住居跡の探査に磁気探査がとのように利ハjできるかの検討をili教委lζ依頼

され，現地で測定。 1刊紙iIi教育委日会。 12月。(西村，岩本羽目〉

棄権野瓦窯 瓦窯跡11干の実態を把J尽するための 1稲:秘話，'.j査と して計聞されたボーリング， 磁気

保主t ， 発掘のうち ， 磁気概査を全Túi (ド~1ζ按JJ)J。探査市街2100nf強，延4日間の測定で，言足跡と

推定される磁気異;官を 6似l所1活況{。京都市埋蔵文化財研究所。 5月。(泊村，岩本ili怖〉

詰内遺跡出土足跡の切り取り 岩手県術開iIJ所在。 縄文人足跡、の一部を130x 130cmの大きさで

ーヶ所切り保存することになった。ウレタンフォームを利用して切り取り工事をお ζなしり総

持IJを利用して土壊を乾燥させ，合成樹脂でとれを硬化して仕上げとした。日本ではl長古の人足

跡と言われ， 博物館~;に広く公1mの予定。(沢~T:I .秋111)

上里遺跡出土人骨の取り上げ 岩手県ニ戸市所在。 人'l'J・八休が却!納された土城を現場で結託で

きないため，室内IC/U土状態のまま搬入する ζとになった。切り]反り作業の工程を現地指導し

た。(沢悶〉

桟木原遺跡出土登窯の移設保存 滋賀県大i:llili所在。大t，1上京11.]'代の登熊で，1m口4.9，奥行6.3，

高さ5.2m。 吉宗内壁iliiを合成樹脂で'li!1!化， ;<J;内郎をワレタンフォ ームで充j長補強， 窯口を除

く三{JlIJ市lを鉄筋コン クリー卜で保挫し，ζれをコロで国道バイパスルー トから30m移動する昔1・

断。本年度は窯内の樹脂磁化とウレタンフォ ームの充駅lと係る引地指諒をおこなった。(巡物処

理，保存工学研究室〉

蛇t霊古漬石室の応急保存処理 京都市所:{Eo R;;i( tJ.岩石を組みあげた石室の桃造上の安定はき

わめて怒し根木的な保存対策を急務とするものである。今回は，ζれら組みあげ特石の白地

を埋める漆l喰ょうのものの剥落防止の処理をお乙なった。(沢[H，秋山，内田〉

伊庄谷横穴群出土木棺の取り上げ Ji争hY.jTli所在。 岡市は300X 150cIllの純聞に広がる木村をwオ
状態のまま取り上げ， 展示するととを計副。 ウレタンフォームを劇場発泡させて木枯を姻包

・保iill!し， 取り上げた。 ζれらー辿のJ反り上げ工法， 並び lζ 保存処躍について:g~j也{旨噂し

た。 (IIISIII，沢|到〉

研究集会「遺物保存の技術検討会J 3月17，181:1の両日 ，出版文化財センター研修械にて60名

が参加して開催された。 ilj土造物の保存処理事業は，ノト口広く PJl併されるようlζなり，当埋蔵

火化財センターが主催する「保存科学諜程」の研修も軌道lζのり ，各地の機関でも活発に保存

処克Ilがおとなわれつつある。 本検汀会では各機I~J の但当官が-1止に会して，保存処Jlliの実例を

報告し合った。 12名の~，W泌発表の後 ， 参加者相互の経験を~か しての討論がお乙なわれた。な

お，今回のテー<"ICは，出土泊物の":Jでも，特に破壊しやすく ，保存の困難な金Jis，製造物と木

製辿物の保存問題を取り上げた。(辿物処迎研究妥〉
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Ｉ事業概要

１研究普及事業

公開講演会

( 1 ) 1 9 7 9年５月1 9日第4 5回公開講演会
「古代文献史料に承られる土器」吉田恵二
「斑鳩の瓦工たち」岡本東三

( 2 ) 1 9 7 9年1 1月1 7日第4 6回公開講演会

「郡行遺跡をめぐる諸問題」山中敏史
「イタリアにおける町並保存」上野邦一

現地説明会

( 1 ) 1 9 7 9 年５月2 6 日平城京左京三条四坊七坪発
掘調査現地説明会篭井伸雄
( 2 ) 1 9 7 9 年７月2 1 日山田寺第３次発掘調査現地

説明会川越俊一
( 3 ) 1 9 7 9 年８月2 6 日平城宮跡第1 1 9 次発掘調査

現地説明会加藤允彦
( 4 ) 1 9 7 9 年９月８日大官大寺第６次発掘調査現

地説明会千田剛道

( 5 ) 1 9 7 9 年９月1 9 円・２０日薬師寺東僧房発掘調

査現地説明会菅原正明

( 6 ) 1 9 7 9 年１２月１日平城宮跡第1 1 7 次発掘調査

現地説明会立木修

( 7 ) 1 9 7 9 年1 1 月2 4 日藤原宮跡第2 7 次( 東面北門）

発掘調査現地説明会小林謙一

( 8 ) 1 9 8 0 年３月８日平城宮跡第1 2 0 次発掘調査

現地説明会中村雅治

平城宮跡資料館・覆屋公開

( 1 ) 春季特別公開1 9 7 9 年４月2 8 日～５月６日
見学者6 , 6 0 1 名

秋季特別公開1 9 7 9 年１０月2 0 日～1 1 月４日

見学者1 1 , 4 6 0名
( 2 ) 見学者数

奈良国立文化財研究所要項

＊資料館は1 9 7 0 年腿・概膿は1 9 6 8 年庇以降

2 1 9 7 9 年度文部省科学研究費補助金による研究

－６８－

種別

－般研究Ａ
一般研究Ｂ
－般研究Ｃ

〃

〃

〃

〃

一般研究Ｄ
〃

〃

〃

奨励、ｆ究Ａ
〃

〃

〃

〃

〃

〃

計

研究課題

大和国荘園の復原的研究
塔本塑像の復元的研究
魂晋南北朝時代壇墓の描造的研究
飛鳥時代石造物の研究
古代高床倉庫の系譜的研究
民家の軸部描造の系統的発展に関する研究
竪穴住居の椛造と立地条件に関する研究
大画面の経典説話図の研究
縄文時代の小形膳製石斧の研究
奈良・平安時代戦基の基礎的研究
西日本における斐入町家群の町形成に関する基礎研究
木簡の書道史的研究
近畿地方における縄文土器の編年と地域性
古代・中世における土器容量の変遷過程
古代寺院遺構の研究
瓦製作技法の伝播と地域的変容の研究
七世紀寺院の系譜的研究
日本上代庭園の植物生態に関する研究

18件

研究代表者

田中稔

田中義恭
町田章
猪熊兼勝
木下正史
吉田靖
宮本長二郎
百橋明穂
土肥孝
黒崎直
上野邦一
今泉隆雄
岡本東三
吉、忠二
山中敬史
山崎信二

松本修自
光谷拓実

交付願

19, 000千円
3．０００

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
５
０
０
５
４
５
２
０
０
０
０
０
０
０

５
５
９
８
３
４
４
４
４
８
７
７
７
７
３
７

９

９

１
１

3３，４１０

区分

1979年

累計

寅料館

3９，５０３

325 . 6 84

茂屋

4２．２０５

6２３，５０３

計

81. 708

949, 187



( 6 ) 昭和5 4 年度埋蔵文化制･ 発掘技術者専門研修
（遺跡保存盤備課程）

1979年12月３１１～１２月12FＩ（参加者24名）

( 7 ) 昭和5 4 年度埋蔵文化財･ 発掘技術者専門研修
（遺物整理課程）

1 9 8 0年１月281 1～２月９「１（参加者24名）

( 8 ) 昭和5 4 年度埋蔵文化対発掘技術者特別研修
（第１I i 1 I 特殊調査技術課程）

1 9 8 0年２月141 1～２月181 1（参加者24名）

( 9 ) 昭和5 4 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修
（調査計画課程）

1 9 8 0年３月３ＦI ～３月1 3 1 1（参加肯１８名）

1 1 0）研修員受入

ア御村精治（度会郡小俣中学校教諭）

瞳見博一（三重県立白子高校教諭）

1979年１０月２日～11月201Ｊ

榎本義護（松阪市第四小学校教諭）

1 9 7 9 年６月４日～８月３Ｒ

イ小嶋芳孝（石川県立埋蔵文化財･ センター

主1 ｡

1979年６Ｍ25L１～６月3011

ウDa v i d A l b e r t S l a ws o n（米国インディア

ナ大学大学院生）

1979年９ｊｊ２１Ｒ～12月５１１

エB a h i r a A l - K a i s s i （イラク文化芸術宵考

古総局化学技師）

T ha k a a Ga z i e Ma g i d（イラク文化芸術省

考古総局保存技師）

1979年12月17Ｈ～12月２１１１

オ石井毅（財団法人茨城県教育財団主任

調査員）

佐野正（〃）
1 9 8 0年３〃21 1 1～３月２５１１

－６９－

模造製作

高松塚古噛出上品（棺飾金具）
橘寺火頭形叫仏，石のカラト古峨

４埋蔵文化財センターの研修・指導

研修埋蔵文化財･ の保謹に資することを目的
として、主に地方公共団体の埋蔵文化財･ 保謹行政
担当者を対象に次の研修を実施した。

( 1 ) 昭和5 4 年度埋蔵文化財･ 発掘技術者専門研修

（写真測歴課程）

1 9 7 9 年５月９日～５月1 9 口（参加省1 2 名）

( 2 ) 昭和5 4 年度埋蔵文化財･ 発掘技術者専門研修

（自然遺物課程）

1979年６j j l l l １～６月2311（参加者１２名）

( 3 ) 昭和5 4 年度埋蔵文化; け発掘技術者一般研修
1 9 7 9年７月231 1～８月251 1（参加苫24名）

( 4 ) 昭和5 4 年度埋蔵文化跡発掘技術者専門研修
（遺跡調恋課程）

1 9 7 9 年９月1 7日～1 0月６日（参加者1 6名）

( 5 ) 昭和5 4 年度埋蔵文化財･ 発掘技術者専門研修
（遺物保存科学課程）

1 9 7 9 年1 0 月1 8 Ｈ～1 1 月２日（参加者1 3 名）

調査整備等指導

（北海道）史跡ⅡＩ下ヨイチ運上家，（青森）弘前

城三の丸庭園遺跡，（岩手）科内遺跡，二戸市上
里遺跡，史跡胆沢城跡，（秋、）秋田城跡，史跡

払田柵跡，東北縦戯自動車道建設関係遺跡，（福

崎）悉１１寺跡万塔，（群馬）新保遺跡，芳賀団地

東部遺跡，（埼Ｋ）辛亥銘鉄剣保存，（石川）和

田山・末寺山T l f 岐群，（福井）朝倉氏遺跡，（長

野）座光寺バイパス遺跡，松本高校遺跡，（岐
阜. ）史跡美膿I R I 分寺跡，羽生辿跡，史跡弥勅寺

３飛鳥資料館の運営

展示

第一展示室常設展示
第二展示室特別陳列「桜井の仏像」

（1979. 3. 27～1979. 5. 6）

特別展示「飛鳥時代の古峻
一高松塚とその周辺一」

（1979. 9. 28～1979. 11. 11）
普及

前年同様インフォメーションルームで観覧者の
質問に応じている。また特別展示のカタログとし
て「桜井の仏像」及び「飛鳥時代の古駿」を' １
行。

入館者数（1979. 4. 1～1980. 3. 31開館|~1数3031] ）

一般

高・大

小・中

計

普通観覧

46. 321

1７，８１１

1４．１６０

78, 292

団体観覧

2１，１７９

33, 298

38, 100

92. 577

有料計

170, 869

無料

6，８１７

合計

177, 686



跡，美漉古窯跡群，（静岡）伊庄谷横穴墳群，

（愛知）馬見塚遺跡，尾張国府跡，石塚古窯跡，

（三重）川原井遺跡，斎宮跡，北堀池遺跡，天華

寺廃寺，（滋賀）横木原遺跡，（京都）栗栖野

瓦窯跡，史跡蛇塚古墳，小塩地区山岳山林地域遺

跡，恭仁宮跡，上津遺跡，京都市高速鉄道予定地

内遺跡，（大阪）亀井遺跡，（兵庫）緑ケ丘遺

跡，魚住古窯批群，福本遺跡，丹波三ツ塚廃寺，

（奈良）鍵唐古遺跡，史跡飛鳥寺跡，高安城跡，

（和歌山）道成寺遺跡，崎の揚揚壷，船岡山遺

跡，（鳥取）上原遺跡，広瀬廃寺跡，伯害国分寺
跡，（烏根）尼寺原遺跡，史跡富田城関連遺跡，

団原遺跡，出雲爾造館跡，（岡山）美作国分寺

跡，束大寺瓦窯跡，（広島）寺川廃寺跡，草戸千

軒町遺跡，（山口〕長門国府周辺遺跡，大内氏遺

跡，（徳島）阿波国分寺遺跡，（香川）青ノ山登

窯，西村遺跡，（愛媛）永納山城跡，（高知）土

佐国朽跡，（福岡）太宰府跡関連史跡，（佐賀）

茶園原遺跡，九州横断道遺跡，名謹屋城，国府
跡，（熊本）平原瓦窯吐，（鹿児島）薩摩国分寺
跡

埋蔵文化財ニュース刊行

第2 0 号昭和5 2 年度埋蔵文化財･ 関係調査報告書一
覧1 9 7 9 年６月3 0 日

第2 1 号昭和5 2 年度埋蔵文化財関係記事等掲載一
覧（付行政資料）1 9 7 9 年８月3 0 日

第2 2 号国分寺等発掘調査関係文献目録1 9 7 9 年
１２月17口

第2 3 号遺跡の露出展示1 9 8 0 年２月2 6 日

第2 4 号鉄製遺物の保存法1 9 8 0 年３月３日
第2 5 号埋蔵文化財調査センターの現状1 9 8 0 年

３月１８日

５その他

委員会等

第６回飛鳥資料館運営協議会

1 9 7 9 年５月1 5 日於飛鳥資料館

平城・飛鳥藤原宮跡調査整備指導委員会

1 9 7 9 年５月2 5 日・２６日於平城宮跡資料館
集落町並保存対策に関する研究集会

1 9 7 9 年1 2 月４日・５日於文化会館
外国出張

坪井清足ドイツ考古学研究所１５０周年記念国
際研究討論会議出席，ドイツ古代都城遺跡視察及

び調査研究のためドイツ連邦共和国に派遣。

1 9 7 9 年４月1 5日～同年５月４日

佐原真ドイツ考古学研究所1 5 0 周年記念国

際研究討論会議出席及びドイツ古代都城の調査研
究のためドイツ連邦共和国に派遣。

1 9 7 9年４月１５日～同年５月2 7Ｈ

木下正史「ロ本考古展」出品物の開梱，陳

列，撤収及び会期中における管理保全のためのキ

ューレーターとしてアメリカ合衆国・カナダに派

遣。

1 9 7 9 年４月2 6 日～同年６月１日

宮本長二郎第２回アジア太平洋文化財･ 等保謹
会議出席及び緯国内の建築遺跡の調査のため大韓

民国に派造。

1 9 7 9 年５月2 7 日～同年６月７日

工藤圭章文部省在外研究員として建造物保存

と修理技術の比鮫研究のためスペイン・デンマー

ク・スウェーデンに派造。

1 9 7 9 年６月４日～同年７月2 8日

坪井清足米国ミシガン大学主催による日本考

古学に関する国際シンポジウムに参加及びアメリ
カ先史史跡の保存に関する調査と遺跡の視察のた
めアメリカ合衆国に派遣。

1979年10月３日～同年10月１５日

山本忠向「日本考古展」出品物の開梱，陳
列，撤収及び会期中における管理保全のためのキ
ューレーターとしてアメリカ合衆国に派遣。

1 9 7 9年1 1月３日～同年12月５日

猪熊兼勝文部省在外研究員として古代墳蕊の
築造法に関する調査研究のためブラジル・ペルー

・グァテマラ・メキシコに派遥。

1979年11月25口～1980年１月23日

西村康「日本古代文化史展｣ 出品物の開梱，
陳列，撤収及び会期中における管理保全のための
キューレーターとしてアメリカ合衆国に派遣。
1 9 8 0 年１月2 9 日～同年３月６日

田中琢ギリシャにおける文化財の保謹の沿
革とその保存活用体系の調査研究のためギリシャ

に派避。
1 9 8 0 年３月1 7 日～同年３月３１口

協力事業等

文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡の国
有化を進めており，1 9 7 2 年度から当研究所が文化

－７０－



鵬綱|識’

庁から支出委任を受けて買収覗務を担当してい患
が，1 9 7 9 年度の状況は下記の通り

第８冊

第９冊

第10冊

第11冊
第12冊

第13冊

第14冊
第15冊

第16冊
第17冊

第18冊
第19冊

第20冊

第21冊
第22冊
第2 3冊

1９５９ 文化史論叢I Ｉ

川原寺発掘調壷報告
平城宮跡・伝飛島板撒宮跡発掘調在報告
院家建築の研究
巧匠安阿弥陀仏快慶

寝殿造系庭姻の立地的考察
レースと金亀舎利塔に関する研究
､ ド城宮発掘調在報告１１官術地域の調在
平城宮発掘調在報告I Ⅱ内裏地域の調代
､ F 城富発掘調盗報告Ⅳ宮術地域の淵ｆｆ
小堀遠州の作事

藤原氏の氏寺とその院家

名物裂の成立
研究論集Ｉ

研究諭集１１

平城宮発掘凋従報告Ⅵ平城京左京一条
三坊の調在

高山一町並調従報告一
平城京左京三条二坊

平城宮発掘調征報告Ⅶ

飛鳥・藤原宮発掘洲侮報告Ｉ
研究論集Ⅲ

木縛奈良井一町並調f f 報告一

五条一町並調在の記録一
飛鳥・藤原宮発掘捌侮親告１１

研究論集Ⅳ
イタリア中部の一山岳集落における
民家調遊報告

､ ド城宮発掘調従報告Ⅸ

研究論集Ｖ
平城宮稚備調在報告Ｉ

1960

1961

1962

前年度までの刊行物

奈良国立文化財研究所学報

1963

1965

Ⅱ図書及び資料
図審5 0 , 5 1 4 冊

1967

1969

1971

1973

1974

1 9 5 4 1 第１冊仏師迎慶の研究

第24111

1975第25冊
第26冊

第27冊

第28冊
第29冊

1976第30冊

1977第31冊
第32冊
第3 3 冊

写真1 9 1 , 9 0 4 点（1 9 7 9 年度末現在）

Ⅲ研究成果刊行物

1 9 7 9 年度刊行物

1 9 5 5 1 第３冊文化史論叢

第２冊修学院離宮の復原的研究

奈良国立文化財研究所史料

的研究

癖

1 9 5 8 1 第６冊中世庭園文化史

1 9 5 7 1 第５冊飛鳥寺発掘洲在綴告

－７１－

1 9 5 6 1 第４冊奈良時代僧勝の研究

第７冊興袖寺食蝋発掘洲在報告

区分

１９７９年度

閏行地合汁

而祇

２３．３３３．４６ｍｇ

2００．６０９．４１

肺入額

416. 473, 779円

3．４１０．４６６．３１０

区分

1979年

累計

種別

和洩杵

洋神

ｒ
ｒ
ｒ
丁

咽
ｒ
靴
ｒ

漢和
洋

購入

1, 750

2 7 4

27, 311

3，．０２０

寄附

2, 847

5６

1９，７３８

4 4 5

計

4. 597

330

47, 049

３，４６５

年度

４
５
３
４
６
７
９
０
４
５
６
７
８

５
５
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７

名称

第１冊南無阿弥陀仏作灘果（複製）
第２冊西大寺板尊伝記災成
第３冊仁和寺史料寺誌編１
第４冊俊乗坊! ､ 源史料災成
第５冊平城宮木簡１Ⅸ１版

第６冊仁和寺史料・寺誌総２

第５冊、F 城宮木簡１解説（別冊）

第７冊唐紹提寺史料１
第８冊平城宮木簡２図版・解説

第９冊１１本美術院彫刻等修理記録’

第1 0 冊１１本災術院彫刻等修理l i d 録I Ｉ
第1 1 冊１１本災術院彫刻聯修理1 氾録I Ⅱ

第1 2 冊藤原宮木簡Ｉ図版・解説
第1 3 冊日本美術院彫刻蝶修理記録Ⅳ
第1 4 冊日本美術院彫刻等修理記録Ｖ
第1 5 冊東大寺文神目録第１巻

稽 称

報節3 7 冊飛蝿．藤原樹発掘洲1 f i i 報杵Ⅲ

学報第 3 8 冊研究論喋Ⅵ

史料第１６冊日, k 巽術院彫刻涼修理記録Ⅵ

史料第1 7 冊平城宮木簡1 4 収１版

史料第1 8 冊藤原宮木簡1 カｌｘ1 版

史料第1 9 冊束大＃文1 1 1 : ' １録第２巻

図録第６冊飛鳥時代のＩｉｌ･ 戦

ｊ‘ § 準資料第７冊凡編７

厩機他昭和5 3 年腿 ､ ド城宮発掘洲 I f f 概報

飛島・藤原宮発掘淵i f 擬報９

藤原宮出土木簡概報

年度 名称



1２２

奈良国立文化財･ 研究所基準資料 建物

－７２－

,汁

59属

1 . 433

1．０２１

3 3 F 1９２

軒釧

910

1. 518

飛鳥資料館図録

Ⅵ施設

土地3 2 , 3 1 1 ㎡（当所所管）
新庁舎8 , 8 6 0 ㎡爪‘ 勘資料館1 7 , 0 9 2 ㎡
飛脚費料館欄舎 1 , 3 4 3 ㎡郡山猫舎８０㎡
イド日野5 , 1 3 6 ㎡

1, 187, 534. 67㎡（文, 化庁所管）
平城篇跡地区9 8 6 , 0 5 4 , 7 3 ㎡
藤原宮跡地区2 0 0 , 6 0 9 . . 3 1 ㎡
飛鳥稲別宮殿跡地8 7 0 . 5 3 ㎡

１

1．３１８

1．６７３

主要工事

( 1 ) 施設整備没
千円

図書資料制 i 改修工事 5 , 6 0 0

埋蔵文化財センター研修棟床改修その他工率
４，０４２

（建設省近畿地方建設局委任工事分）

奈良園立文化財･ 研究所新庁舎建築改修工事
264 , 770

〃 ｆＥ気〃8 3 , 8 8 0

〃 機械〃8 5 , 3 0 0

( 2 ) 平城宮跡地等整備費
千円

平城宮跡環境整０術工事 5 7 , 5 0 0

藤原宮跡環境整備工事 6 , 7 0 0

特別史跡平城宮跡地形調査 1 , 6 7 0

平城宮跡地水質及び土質調査工1 『5 , 4 5 0

平城宮跡内稚内道路補修工塞６２８

平城宮跡水銀灯取設工事 1 , 2 0 0

〃南棟覆屋補修工率６６０
平城資料館シャッター取設工事4 , 6 9 7
( 3 ) 庁費

千円
機械室棟熱源機器その他設備工副手2 7 , 0 0 0

埋蔵文化財センター研修棟視聴覚設備工事
４，９２５

〃 ガス冷暖房' 機取設工事
７，３０O

飛鳥資料館庭園整備等工覗 2 , 6 2 0

〃裏山購入予定地測量５６３
特別史跡藤原宮跡地整備工事測量６４１

1 Ｖ定員

、
●

公
０
Ｆ
Ｌ

］

Ｖ予算（1 9 7 9 年度）

年度

1 9 7 3

1974

1975

1976

1978

名称

第１冊瓦編１解説
第２冊瓦編２解説

第３冊瓦編３
第４冊瓦編４

第５冊瓦編５
第６冊瓦編６

人件世

連営費
事業管理

一般研究
特別研究

発掘調ｆｆ
宮跡雅備管理
飛鳥資料館迎営

埋蔵文化財センター迎営

施設賛

施設整備費

平城宮跡地等整備費
各所修繕

不動産賊入世

計

381 , 976千円

5７３，４１５

10, 049

53. 984

2, 164

346. 254

４７，５５８

４５，２３４

68, 172

643, 417

425, 599

108. 660

９，１５８

１００，０００

1. 598, 808

1978年度

1 9 7 9年度

指定職 行政一

2３

２３

行政二 研究職

6９

６９

計

9９

９９

建物

邪勝宝

研究築

寅糾・図11 F 塞
会鍍窒
: 締喰
峡示窄

写典壊
悩催・腿示棟
ｊＩｆルI 【

愈服・収蔵AI I
研修陳

その他

計

亜要文化ｌ
旧米谷家( ｝

合

＃
宅
！
…

折庁

Ing

6－５３９

平城

、Ｚ

1０．８３８

藤原

Ｉｎｇ

503

６１

２１７

１．５１２

１５２

２．４４５

飛鳥
資料館

Inz

1５２

４２

８９

６４８

４９

９４

1. 608

2 - 6 8 2

券、野

ｍＦ

７９７

１９１

４０

１０９

８６

２０

２００

1 . 4 4 3

『
ｒ
５
３
２
２
８
８
８
８
４
７
８

，
１
３
１
１
９
０
７
１
９
１
１

2３．９４７

１９８

2４．１４５

年度

1976

1977

1978

名称

第１冊飛島白鳳のｲ E 銘金銅仏

第２冊飛鳥向風の在銘金銅仏銘文洲
第３冊日本古代の蕊誌

第４冊１１本I I r 代の蕊誌銘文編
第５冊古代の誕生仏



Ⅶ

４月１Ｆ

４月22日

５月ｌＩｌ

６月l ﾛ

６月２Ｈ

９月１日

１０月20日

人事異動

（1979年４月１日～1980年３月311- 1）

庶務部庶務課長に転任三森武雄

国立国際美術館庶務課長に転任

音川啓太郎

埋蔵文化財センター教務室長に振任

織井弘一

福井工業高等専門学校庶務課長にI 侭任

岡本清

飛烏藤原宮跡発掘調査部史料調査室長
に昇任加藤優

庶務部会計課経理係長に昇任

冬野徹

埋蔵文化財センター研究指導部主任研

究官に昇任沢| Ⅱ正昭・西村康

滋蟹大学教育学部助教授に転任

小笠原好彦

平城宮跡発掘調査部考占第一調査室長

に配椴換工楽蕃通
平城宮跡発掘調査部考古第二調査室長

に配置換森郁夫

平城宮跡発掘調査部史料調査室長に記

置換鬼頭浦明

飛烏藤原宮跡発掘調査部考古第一調査
室長に配置換佐藤興治

飛鳥資料館学芸室長に配置換
猪熊兼勝

埋蔵文化財センター研究指導部遺物処

理研究室長に配瞳換町田章

庶務部庶務課庶務係長に配旺換
西田健三

文部技官採用上原真人

, 』『務補佐員採用

大場範子・竹烏弘美

研究補佐員採用泉雄二

辞職秋本喜子

或務補佐員採用藤本照子

庶務部会計課用度係長に記縦換
乾敏光

研究補佐員採用盛雌雄

辞職広瀬雅艦
研究補佐員採用大林達夫
大阪大学学生課に転任大西蝦

1 1 月１個

１２月１旧

１月16口

１月２９日

２月１M

３月30口

３月３１日

庶務部会計課課長補佐に昇任

艇浮常一

脚立大洲青年の家庶務課長に転任

吉田博次

庶務部会計課に転任外鴫義広
平城宮跡発掘調査部長に振任

岡田英男

文化庁文化財保謹部建造物課主任文化
財調査官に転任工藤圭竜

飛鳥藤原宮跡発掘調査部長に配置換

狩野久

辞職牧、道子
文部技官採用内川昭人
辞職内田誠

辞職吉田恵二

Ⅶ組織規定

文部省設置法抜莱
昭和2 4 年法律第1 4 6 号

昭和4 3 年６月1 5 日一部改正

蝿3 6 条第4 3 条に規定するもののほか，文化庁に

次の機関を置く。

国立文化財研究所（前後略）

第4 1 条阿立文化財研究所は，文化財に関する調

査研究，盗料の作成及びその公表を行う機関と

する。

２国立文化ｽ ｲ ･ 研究所の名称及び位置は、次のと
おりとする。

名称 他電

東京国立文化財研究所｜東京都

奈良国立文化財研究所奈良市

３国立文化財･ 研究所には、支所を慨くことがで

きる。

４国立文化財研究所及びその支所の内部組織は
文部宥令で定める。

文部省設置法施行規則抜莱
昭和2 8年１ﾉ 1 1 3 1 . 1 文部行令輔２号，追加１N和4 3年６月1 5 1 1
文部満令鋪2 0 F ］
昭和4 5年４月1 7 1 1 文部背令第1 1勝，
昭和4 8年４）１１２１１文部右令第６弓．，
昭和4 9年４月1 1日文部宵令第1 0号，
昭和4 9 年４月1 1 m文部省令第1 0 号，
昭而5 0 年４月２口文部背令輔1 3 号，
昭和5 1 年５月1 0 1 1 文部柑令第1 6 写，
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昭和5 2 年４月1 8 日文部竹令第1 0 号，
昭和5 3 年４月５日文部満令第1 9 号，
昭和5 3 年９月９日文部宥令第3 3 呼

第５章文化庁の附属機関

第４節国立文化財研究所

第２款奈良国立文化財研究所

（所長）

第1 2 3 条奈良国立文化財研究所に，所長を置

く。

２所長は所務を掌理する。

（内部組織）

第1 2 4 条奈良国立文化財研究所に，庶務部，美
術工芸研究室，建造物研究室及び歴史研究室並

びに平城宮跡発掘調査部及び飛鳥藤原宮跡発掘

調査部を置く。

２前項に定めるもののほか，奈良国立文化財研

究所に，飛鳥資料館及び埋蔵文化財センターを

置く。

（庶務部の分課及び事務）

第1 2 5 条庶務部に，次の二課を置く。

一庶務課

二会計課

２庶務課においては，次の覗務をつかさどる。

一職員の人覗に関する事務を処理すること。

二職員の福利厚生に関する覗務を処理するこ
と。

三公文書類の接受及び公印の管守その他庶務
に関すること。

四との研究所の所掌求務に関し，連絡調整す

ること。

五この研究所の所掌に, 係る遺構及び遺物の保

全のための弊備に関すること。

六前各号に掲げるもののほか，他の所掌に属

しない車務を処理すること。

３会計課においては，次の事務をつかさどる。

一予算に関する事務を処理すること。

二経費及び収入の決算その他会計に関する事
務を処理すること。

三行政財産及び物品の管理に関する事務を処
理すること。

四庁舎及び設備の維持，管理に関する事務を
処理すること。

五庁内の取締りに関すること。
（美術工芸研究室等の蛎務）

第1 2 7 条美術工芸研究室においては，絵画，彫

刻，工芸品，書跡その他の有形文化財（次項及
び第３項に規定するものを除く) ，及び工芸技
術に関する調査研究を行い，並びにその結果の

公表を行う。

２建造物研究室においては，建造物及び伝統的
建造物群に関する調査研究を行い，並びにその

結果の公表を行う。

３歴史研究室においては，考古及び史跡並びに
歴史資料に関する調査研究を行い，並びにその
結果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の六室及び事務）
第1 2 8 条平城宮跡発掘調査部に，考古第一調査
室，考古第二調査室，考古第三調査室，遺椛調

査室，計測修景調査室及び史料調査室を置く。

２前項の各室においては，平城宮跡に関し，次
項から第六項までに定める事務を処理するほか

その発掘を行う。

３考古第一. 調査室，考古第二調査室及び考古第

三調査室においては，別に定めるところにより

分担して，遺物（木簡を除く）の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。

４遺柵調査室においてば，遺構の保存擢理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。

５計測修景調査室においては，遺構の計測及び

修景並びにこれらに関する調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

６史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥藤原宮跡発掘調査部の四室及び或務）

第1 2 9 条飛鳥藤原宮跡発掘調査部に，考古第一

調査室，考古第二調査室，遺構調査室及び史料
調査室を置く。

２前項の各室においては，藤原宮跡及び飛鳥地
域における宮跡その他の遺跡に関し，次項から

第五項までに定める事務を処理するほか，その

発掘を行う。

３考古第一調査室及び考古第二調査室において
は，別に定めるところにより分担して，遺物

（木簡を除く｡ ) の保存整理及び調査研究並びに
これらの結果の公表を行う。
４辿桃調査室においては，造機の保存整理及び
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調査研究，遺構の計測及び修紫並びにこれらに

関する調査研究並びにこれらの結果の公表を行

う。

５史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥資料館）

第1 3 0 条飛鳥資料館においては，飛鳥地域の歴
史的意義及び文化財に関し，側民の理解を深め
るため，この地域に関する考古資料，歴史盗料
その他の資料を収集し，保管して公衆の観覧に
供し，あわせてこれらに関する調査研究及び訴

業を行う。

（飛鳥資料館の館長）

第1 3 1 条飛鳥資料館に，館長を撒く。
２館長は，館務を掌理する。
（飛鳥資料館の二室及び覗務）
第1 3 2 条飛鳥資料館に，庶務室及び学芸室をi 掻
く。

２庶務室においては，飛鳥資料館の庶務，会計

等に関する事務を処理する。
３学芸室においては，次の覗務をつかさどる。
一飛鳥地域に関する考古資料，歴史資料，建
造物，絵画，彫刻，典篇，古文: i 1 1 : その他の資
料の収集，保揺展示，摸写，模造，写典の
作成，調査研究及び解説を行うこと。
二飛鳥地域に関する図苫，写真その他の資料
の収集，整理，保管，展示，閲覚及び調査研
究を行うこと。

三飛鳥資料館の覗業に関する出版物の細集及
び刊行並びに普及宣伝を行うこと。

（埋蔵文化財センター）

第1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては，次の
事務をつかさどる。
一埋蔵文化財･ に関し，調査研究及びその結果
の公表を行うこと。

二埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地
方公共団体の埋蔵文化財･ 調査関係職員その他
の関係者に対して，専門的，技術的な研修を
行うこと。

三埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地
方公共団体の機関その他関係の機関及び団体
等の求めに応じ，専門的，技術的な指導及び
助言を行うこと。

四埋蔵文化財に関する情報資料の作成，収

集，整理，保獅及び調査研究を行い，並びに
地方公共団体の機関その他関係の機関及び団
体等の求めに応じ，その利用に供すること。

（埋蔵文化財･ センターの優）

第1 3 4 条埋蔵文化財センターに長を慨く。
２前項の捷は，叩臓文化財･ センターの覗務を掌
理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）

第1 3 5 条埋蔵文化財センターに，教務室，研究

指導部及び惰報資料室を置く。
（教務室のZj i 務）

第1 3 6 条教務室においては，研修の実施に関す
る郡務を処理するほか，埋蔵文化財センターの
庶務に関する事務をつかさどる。

（研究指導部の瓦塞及び『Ｉｉ務）
第1 3 7 条研究指導部に，考古計画研究室，集落
遺跡研究茎，遺物処理研究室，測耽研究室及び
保存工学研究室を置く。
２考古計画研究室においては，第1 3 3 条第１号
から第３号までに掲げるツf 務（他の室の所' 蝋に
属するものを除く｡ ) をつかさどる。

３集淋遺跡研究室においては，集溝遺跡に関
し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる覗
務（遺物処理研究室，測量研究室及び保存工学
脈究室の所掌に腿するものを除く。) をつかさど
る。

４遺物処理研究室においては，遺物の処理に関
し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事
務をつかさどる。

５測最研究室においては，埋蔵文化財の測雄に
関し，第1 3 3 条鋪1号から第３号までに掲げる
事務をつかさどる。

６保存工学研究室においては，遺跡の保存嬢備
に関し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げ
る張務をつかさどる。

（情報資料室の事務）

第1 3 8条情報資料室においては，第1 3 3条第４号
に掲げる覗務をつかさどる。
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職員（' 9 8 0 年６月’ Ｆ１現在）

文部蛎務官部長

文部 , j ; 携官課艇
文部，j f 勝官課蛙補佐
文部｡ I f 勝官諜災補仏
文部. ' １予扮宮経理係腿
文部班勝宙
覗勝補佐ｕ
事務補佐ｕ
郡勝械佐員
文部蛎勝官用度係災
文部１F 勝官
文部技官
事勝補佐且
事務補佐員

催
補佐
補佐
係艮

蕊聯謹雛鵬”
文部技悔（併価）
‘ j f 勝補佐員
文部 ｻ 傍愈専門職ｕ

ＬＰ

文
文
文
文
文
淵
研
文
文
文
文
文
文
調
研

部技
部技
部技
部技
部技
流
究補佐

部技
部技
部技
部技
部技
部技
汽

究捕佐

恥
１
１
．
出
Ｊ
１
甥
か
１
笥
＃
司
捨
１
．
１
有
Ｉ
「
１
１
「

｛
隅
鴬
満
樹
《
隅
樹
員
圃

Ｌ
Ｉ
卜
貼
Ｆ
卜
咋
８
卜
免
ｌ
卜
ら
８
卜
ｒ
・
Ｉ
シ
５
１
歩

室腿
( 併 圧）
( 併 任）
( 併 任）
( 併 価）
( 非常勤）

室艮( 取扱）
( 併係）
( 併任）
( 併任）
( 併征）
( 併価）
( 非常勤）

文部技' i ，《室艮
文部技宮（併
文部技宙（併
文部技官（併
文部技宿（併
文部技官（併
調汽貝（非粥
研究捕佐員

ザ

長傍官部文部班

文部蛎務官課長
文部v f 勝宿諜蛙補佐
文部鞭務宮庶務係長
文部聯務宮
文部1 j f 務富警務. 貝艮
文部 1 F 務官警務貝
文部瓶勝官警務貝
文部蛎勝官専門負
文部技汽専門職員( 併卿
事務補佐ｕ
事務補佐凸

･独1万f Hj MI : Ｌ－Ｉ

４; 勝補佐i 』
業務補佐凸

文部，j ; 勝‘ Ｉ. 『課催
文部，j f 勝官課蛙補佐
文部｡ I f 勝官諜災補佐
文部. ' １予扮宮経理係腿
文部班勝宙
覗勝補佐ｕ
事務補佐ｕ
難勝械佐員
文部蛎勝官用度係長
文部祇勝官
文部技官
事勝補佐且
事務補佐口

義聯謹雛側幡’
文部技悔（併価）
‘ j f 勝補佐員
文部１端窟聯門職旦

学

文部技官室１選
文部技腐（併圧）
文部技官（併任）
文部技官（併任）
文部技愉（併価）
調旋風（非常勤）
研究捕佐旦

( 取扱）
便）
任）
圧）
圧）
柾）
鋤）

所属 氏名

坪井清足

官職

文部技官所奨

担当

庶

勝’

部

庶
務
課

会

計

課

建
造
物
研
究
室

歴
史
研
究

森春見

三森武雄
萩原陽雄
藤原賢二
西徹
木寅忠雄
森田光治
岡田博王
日高参夫
八幡扶桑
宍戸雅子
港悦子
村田恵子
宮本宜代
中川かよ』屡
中垣睦災
寺川千越子
城本きよの

金塚萌
贋瀞舗一
福島郁夫
冬野徹
忠利二
前川．瓶子
士渥券､ ・イ､ １２J を

大西和子
新井耕治
刀谷敏博
中西建夫
中村美千代
藤本きよえ
太田博子
柵島郁夫
渡辺康史
奥村末儀
堀内沖Ｆ
西川健二

吉川ｊＩｌｆ
屯井伸雄
清水真一
加藤允彦
上野邦一
福山敏男
綾村幸子

佃巾稔
鍵淳一郎
綾村宏
今泉隆雄
土肥拳
山崎ｌ‘ ; 一
堀池奔峰
高、久災子

事務{｜
覗務；，

庶務人. ‘ ｊｆ
答俄
警、倣
警伽
､I z城聯携
写典
庶務人蛎
庶勝
庶務
図苫資料
図１１F資料
図‘ I f 資料
平城平併
庁勝

経瑚
経理
経理
経理

用度
自動恥迎転
用度
用度
用度

縦備杵理
施設
施設
藤原蛎勝

進築
建築
建築
遺跡庭剛
盤築
進某
資料惟理

歴史
巷古
歴史
歴史
巷古
考古
歴史
資料縦理

所属

し

城
宮
跡
発
掘
淵
在
部

一
〃
。

、
』

I■

考
古
第
一
淵
従
堵

巻
古
第
二
調
代
案

稽
古
第
三
洲
在
窪

辿
椛
淵
在
可Ｚ

計
測
修
般
洲
流
篭

史
料
凋
流
一
弓

氏名

岡田英男

工楽善通
菅原正明
甲斐忠彦
金子裕之
上原真人
八幡扶桑
佃幹雄
池川千賀技
吉村司朗
万川千忠子

森郁夫
川辺征夫
安田造太郎
巽涼一郎

山本忠尚
千田剛道
毛利光俊彦
中村友博
立木修

宮本良二郎
岨井伸雄
消水真一
山岸常人

田中哲雄
加藤允彦
本中典
内川昭人
様葱

鬼頭清明
綾村宏
佐藤艦
清川善樹

木質忠雄
隊川光治
岡田博王
城本きよの

官職

宮部長

官筆長
官
官
宮
官
営専門職員
宮専門職貝
員
貝
貝

官室長
官
官
官

官室奨
官
宮
漬
宮

悔室長
宮
官
窟

宮室長
寓
官
官
貝（非常勤）

官篭長
官
宮
汽

文部技

文部技
文部技
文部技
文部技
文部技
文部技
文部技
，E勝補佐
技能補佐
研究補佐

文部技
文部技
文部技
文部技

文部技
文部技
文部技
文部技
文部技

文部技
文部技
文部技
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